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戦
前
篇
に
続
き
、
本
号
で
は
戦
後
再
開
さ
れ
た
往
復
書
簡
（
一
九
五
四
年
〜
六
五
年
）
を
掲
載
す
る
。

一
九
四
四
年
十
一
月
を
最
後
に
周
作
人
か
ら
の
書
簡
は
途
絶
え
た
。
翌
四
五
年
八
月
に
日
本
が
無
条
件
降
伏
す
る
と
、
満
州
国
も
消
滅

し
、
北
京
を
支
配
す
る
傀
儡
政
権
と
し
て
機
能
し
て
き
た
北
平
政
務
委
員
会
も
解
散
と
な
っ
た
。
入
れ
替
わ
り
に
北
京
を
支
配
下
に
置

い
た
国
民
党
は
北
京
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
を
接
収
す
る
と
と
も
に
、
対
日
協
力
者
を
「
漢
奸
」
と
し
て
拘
束
し
始
め
た
。
当
時
、
傀
儡
政

権
下
で
大
臣
に
相
当
す
る
教
育
督
弁
ま
で
務
め
た
周
作
人
も
例
外
で
は
あ
り
え
ず
、
同
年
十
二
月
六
日
、
北
平
炮
局
胡
同
監
獄
に
収
監

さ
れ
た
。
翌
四
六
年
五
月
に
は
南
京
老
虎
橋
監
獄
へ
移
管
さ
れ
、
以
後
三
年
弱
の
間
、
周
作
人
は
首
都
高
等
法
院
で
公
判
に
出
廷
し
な

が
ら
、
獄
中
生
活
を
送
っ
た
。
当
時
の
生
活
の
様
子
や
心
情
を
述
べ
た
旧
体
詩
は
後
に
『
老
虎
橋
雑
詩
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

四
九
年
一
月
、
国
民
党
政
府
瓦
解
に
よ
る
混
乱
の
な
か
、
尤
炳
圻
の
援
助
で
、
周
作
人
は
辛
く
も
獄
を
脱
し
、
上
海
で
共
産
党
政
権

の
趨
勢
を
見
極
め
た
後
、
八
月
に
よ
う
や
く
北
京
へ
帰
還
す
る
。
再
び
獄
に
繋
が
れ
る
可
能
性
も
含
め
、
懸
念
材
料
は
少
な
く
な
か
っ
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た
が
、
こ
の
頃
に
は
身
の
安
全
が
確
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
魯
迅
研
究
資
料
提
供
者
、
文
学
翻
訳
家
と

し
て
執
筆
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
が
、「
漢
奸
」
と
し
て
の
汚
名
が
生
前
雪
が
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。

　

松
枝
茂
夫
に
と
っ
て
も
、
戦
後
の
生
活
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
書
簡
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
九
州
大
学
か
ら
東
京
大
学
へ
招
か
れ

た
も
の
の
、
妻
を
亡
く
し
た
た
め
、
再
び
郷
里
へ
と
舞
い
戻
る
。
帰
省
は
残
さ
れ
た
子
供
達
の
養
育
の
た
め
だ
っ
た
が
、
岩
波
書
店
の

援
助
の
下
、
二
年
が
か
り
で
つ
い
に
念
願
の
『
紅
楼
夢
』
全
訳
を
果
た
す
。
そ
の
後
、
新
た
な
伴
侶
ナ
ヲ
夫
人
を
得
て
、
五
二
年
再
び

東
京
へ
戻
り
、
都
立
大
学
教
授
に
迎
え
ら
れ
た
。
当
時
東
京
は
住
宅
難
で
あ
っ
た
た
め
、
適
当
な
住
ま
い
が
見
つ
か
ら
ず
、
当
初
は
鎌

倉
腰
越
か
ら
大
学
に
通
っ
た
。
そ
の
後
、
目
黒
碑
文
谷
を
経
て
、
終
の
棲
家
と
な
る
杉
並
本
天
沼
に
越
し
た
の
は
五
七
年
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

敗
戦
後
の
日
本
は
共
産
党
政
権
下
の
中
国
と
国
交
断
絶
状
態
に
あ
り
、
中
国
国
内
の
消
息
は
余
り
伝
わ
ら
ず
、
周
作
人
の
安
否
も
杳

と
し
て
知
れ
な
い
。
松
枝
茂
夫
も
周
作
人
の
身
の
上
を
案
じ
つ
つ
も
、
手
紙
を
出
す
こ
と
は
躊
躇
わ
れ
た
。

　

そ
の
状
況
を
変
え
る
転
機
と
な
っ
た
の
は
五
三
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
魯
迅
的
故
家
』（
上
海
出
版
公
司
）
で
あ
っ
た
。
周
遐
寿

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
出
版
さ
れ
た
単
行
本
な
が
ら
、
そ
の
内
容
と
文
体
は
紛
れ
も
な
く
周
作
人
の
も
の
だ
っ
た
。
老
虎
橋
監
獄
か
ら

出
獄
し
た
後
か
ら
、
上
海
『
亦
報
』
に
様
々
な
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
密
か
に
コ
ラ
ム
を
発
表
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
周
作
人
の
手
に

な
る
と
知
る
も
の
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　

松
枝
茂
夫
は
、
当
時
の
驚
き
を
書
簡
で
「
本
屋
で
何
の
気
な
し
に
『
魯
迅
の
故
家
』
を
求
め
て
か
え
っ
て
よ
み
、
一
讀
直
ち
に
先
生

の
お
筆
で
あ
る
こ
と
を
『
發
見
』
し
て
御
健
在
を
知
り
、
喜
び
に
た
え
ず
、
幾
晩
か
興
奮
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
」（
１
９
５
５
０
１
０

５
Ｚ
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
の
出
版
は
、
周
作
人
の
生
存
証
明
と
も
な
っ
た
。
翌
年
四
月
に
は
そ
の
姉
妹
編
『
魯
迅
小
説
裏
的

人
物
』（
上
海
出
版
公
司
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
日
本
の
側
か
ら
連
絡
を
取
る
の
は
「
ま
だ
遠
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
」（
同
上
）
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と
松
枝
は
考
え
、
手
紙
を
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

五
三
年
十
二
月
、
周
作
人
は
北
京
市
法
院
で
政
治
権
（
公
民
権
）
剥
奪
の
宣
告
を
受
け
た
。
こ
れ
が
周
作
人
の
対
日
協
力
問
題
に
対

し
て
中
華
人
民
共
和
国
政
権
が
下
し
た
最
終
的
な
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
と
て
周
作
人
に
は
承
服
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の

判
決
が
出
た
こ
と
で
、
状
況
が
動
き
出
し
た
こ
と
も
事
実
だ
っ
た
。『
魯
迅
的
故
家
』
等
の
版
元
は
全
て
上
海
出
版
公
司
等
の
私
営
企

業
だ
っ
た
が
、
年
末
に
な
っ
て
、
国
営
の
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
ギ
リ
シ
ヤ
文
学
の
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
『
福
の
神
』
翻
訳
を
依
頼
さ
れ
、

以
後
「
特
約
翻
訳
」
と
し
て
毎
月
二
百
元
の
給
与
を
受
け
な
が
ら
翻
訳
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た⑴
。
当
時
の
中
国
社
会
に
お
い
て
、

定
収
入
が
保
証
さ
れ
、「
単
位
」（
所
属
）
が
確
定
し
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
こ
の
後
、
周
作
人
は
生
活
上
の
問
題
点
が
あ
れ
ば
編

集
担
当
者
で
あ
る
王
士
菁
を
通
じ
て
「
単
位
」
に
要
望
を
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

こ
の
変
化
を
踏
ま
え
、
周
作
人
は
柳
存
仁
を
通
し
て
、
日
本
と
の
交
流
の
回
復
を
試
み
た
。
戦
後
の
窮
乏
生
活
の
な
か
で
周
作
人
一

家
は
経
済
的
に
困
窮
し
、
生
涯
か
け
て
蒐
集
し
た
書
籍
す
ら
も
売
り
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う⑵
。
こ
の
た
め
、
翻
訳

に
必
要
な
資
料
が
手
元
に
な
く
、
翻
訳
を
再
開
す
る
に
は
資
料
を
入
手
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
国
交
断
絶
状
態
の
日
本

と
直
接
連
絡
を
す
る
の
は
政
治
的
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
当
時
香
港
に
在
住
し
て
い
た
柳
存
仁
（
雨
生
）
に
仲
介
役
を
依
頼
し

た
。
香
港
に
は
曹
聚
仁
ら
多
く
の
知
友
が
い
た
が
、
な
か
で
も
柳
存
仁⑶
は
四
十
年
代
に
は
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
も
参
加
し
、
日
本
語

に
も
通
じ
て
お
り
、
最
も
適
任
と
考
え
た
よ
う
だ
。
こ
の
後
、
柳
存
仁
が
イ
ギ
リ
ス
留
学
に
旅
立
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
、
日
本
商
社

の
香
港
支
社
に
勤
務
す
る
鮑
耀
明
が
柳
に
代
わ
っ
て
細
々
と
し
た
買
物
を
引
き
受
け
て
い
た
。

　

日
本
で
の
書
籍
購
入
を
依
頼
し
た
相
手
は
、
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
（
実
藤
惠
秀
）
だ
っ
た
。
さ
ね
と
う
は
一
九
三
八
年
よ
り
、
外

務
省
文
化
事
業
部
特
別
研
究
員
と
し
て
中
国
北
京
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
周
作
人
と
も
面
識
が
あ
っ
た
。
謹
厳
実
直
な

学
風
に
接
し
て
い
た
周
作
人
に
と
っ
て
、
さ
ね
と
う
は
安
心
し
て
依
頼
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
最
も
親
し
か
っ
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た
松
枝
茂
夫
は
、
戦
前
か
ら
住
所
を
転
々
と
し
て
い
た
た
め
、
周
作
人
か
ら
は
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
戦
前
か
ら

早
稲
田
の
教
壇
に
立
ち
、
連
絡
が
取
り
や
す
か
っ
た
さ
ね
と
う
に
依
頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

依
頼
を
受
け
た
さ
ね
と
う
は
何
度
か
の
や
り
と
り
の
後
、
周
作
人
の
遠
慮
を
気
遣
い
、
松
枝
茂
夫
に
購
書
依
頼
を
取
り
次
い
だ
。
五

四
年
当
時
、
松
枝
は
東
京
都
立
大
学
教
授
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
早
稲
田
大
学
で
も
非
常
勤
講
師
も
務
め
て
お
り
、
さ
ね
と
う
と
も
頻

繁
に
往
来
が
あ
っ
た
。
か
く
て
二
人
の
書
簡
の
往
還
は
復
活
す
る
。
四
四
年
に
杜
絶
し
て
か
ら
早
く
も
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。

　
　
　

戦
後
の
往
復
書
簡
の
概
要

　

戦
後
編
は
別
表
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
書
簡
の
数
で
は
戦
前
編
を
遙
か
に
上
回
る
が
、
そ
の
多
く
は
松
枝
茂
夫
へ
の
購
書
依
頼
が
中
心

を
占
め
、
長
文
の
書
簡
は
少
な
い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
切
手
購
入
の
依
頼
、
ま
た
夫
人
の
た
め
の
女
性
雑
誌
購
入
の
依
頼
が
あ
る
も

の
の
、
話
題
の
中
心
は
翻
訳
一
色
で
、
無
味
乾
燥
で
精
彩
に
欠
け
る
。

　

恐
ら
く
は
海
外
と
の
通
信
内
容
が
後
日
政
治
的
な
批
判
を
招
き
か
ね

な
い
こ
と
を
十
分
に
自
覚
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
柳
存
仁
か
ら
も

「
周
先
生
の
手
紙
は
ご
自
身
で
保
存
す
る
だ
け
に
止
め
、
ど
う
か
公
表

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
先
生
も
要
ら
ざ
る
面
倒
事
に
巻
き
込
ま
れ
た
く

な
い
の
で
」（
１
９
５
４
１
２
１
９
Ｚ
）
と
最
初
に
念
を
押
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
政
治
的
な
リ
ス
ク
だ
け
で
な
く
、
戦
後
編
全
体
を
覆
う
周
作

人
の
筆
致
に
は
、
自
身
の
境
遇
を
明
か
し
て
は
松
枝
に
要
ら
ざ
る
心
配

を
か
け
ま
い
と
す
る
気
配
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

戦後篇 松　枝 周作人 年　計
1954年 ２通 ２通
1955年 ３通 11通 14通
1956年 ６通 25通 31通
1957年 ３通 15通 18通
1958年 １通 ８通 ９通
1959年 １通 18通 19通
1960年 ５通 ５通
1961年 ４通 ４通
1962年 １通 １通
1963年
1964年 ３通 ３通
1965年 １通 １通
合　計 15通 92通 107通
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例
え
ば
、
五
七
年
三
月
か
ら
五
九
年
春
頃
ま
で
に
高
血
圧
で
仕
事
が
出
来
な
か
っ
た
時
期
、
周
作
人
は
病
状
を
ほ
と
ん
ど
告
げ
な
い

ま
ま
、書
簡
の
数
だ
け
が
減
少
し
て
い
る
（
別
表
）。六
二
年
四
月
八
日
に
信
子
夫
人
が
亡
く
な
っ
た
際
も
松
枝
に
は
通
知
し
て
い
な
い
。

逝
去
直
後
の
二
十
二
日
に
松
枝
茂
夫
が
受
け
取
っ
た
手
紙
は
、
紅
楼
夢
研
究
上
の
画
期
的
発
見
を
伝
え
る
新
聞
記
事
だ
っ
た
。
二
ヶ
月

遅
れ
て
朝
日
新
聞
紙
上
で
鮑
耀
明
の
追
悼
文
を
読
ん
で
初
め
て
そ
の
死
を
知
っ
た
時
、
松
枝
の
胸
中
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か⑷
。
戦

後
編
書
簡
の
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
は
戦
前
編
よ
り
も
意
外
に
多
い
。

　

一
九
五
四
年
に
古
稀
を
迎
え
た
周
作
人
が
六
六
年
ま
で
の
十
三
年
間
に
完
成
さ
せ
た
翻
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
六
十
年
代
に
入

る
と
、
文
化
大
革
命
前
史
と
い
う
べ
き
激
し
い
政
治
闘
争
期
に
さ
し
か
か
り
、
刊
行
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
作
品
も
多
い
（
カ
ッ
コ
内

は
特
記
す
る
も
の
以
外
、
す
べ
て
人
民
文
学
出
版
社
初
版
の
刊
行
年
）。
ま
た
刊
行
さ
れ
て
も
、
周
作
人
の
意
に
反
し
て
注
釈
を
削
除

さ
れ
た
り
、
改
訳
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
下
記
の
書
名
は
現
在
最
も
周
作
人
の
原
稿
を
忠
実
に
反
映
し
た
『
苦
雨
齋
譯
叢
』

（
中
国
対
外
翻
訳
出
版
公
司
）
に
拠
っ
て
い
る
。

　

ギ
リ
シ
ヤ
文
学⑸

『
全
譯
伊
索
寓
言
集
』（
一
九
五
五
年
刊
）

『
財
神
・
希
臘
擬
曲
』（『
財
神
』
は
『
阿
里
斯
托
芬
喜
劇
集
』
一
九
五
七
年
刊
に
収
録
、『
希
臘
擬
曲
』
商
務
印
書
館
一
九
三

四
年
）

『
歐
里
庇
得
斯
悲
劇
集
（
上
、
中
、
下
）』（
一
九
五
七
年
）

『
希
臘
神
話
』（
生
前
未
刊
、
一
九
九
九
年
）
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『
路
吉
阿
諾
斯
對
話
集
（
上
、
下
）』（
生
前
未
刊
、
一
九
九
一
年
）

　

日
本
文
学

『
狂
言
選
』（『
日
本
狂
言
選
』
と
題
し
て
一
九
五
五
年
刊
）

『
浮
世
澡
堂
』（
一
九
五
八
年
刊
）

『
石
川
啄
木
詩
歌
集
』（
一
九
六
二
年
刊
）

『
古
事
記
』（
一
九
六
三
年
刊
）

『
枕
草
子
』（
生
前
未
刊
、『
日
本
古
代
随
筆
選
』
一
九
八
八
年
刊
初
版
に
収
録
）

『
浮
世
理
髪
館
』（
生
前
未
刊
、『
浮
世
澡
堂
』
一
九
八
九
年
重
版
に
収
録
）

『
平
家
物
語
』【
未
完
】（
生
前
未
刊
、
一
九
八
四
年
刊
）

　

松
枝
茂
夫
の
許
に
は
翻
訳
の
た
め
に
必
要
な
書
籍
の
購
入
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
原
典
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
原
典

解
釈
に
必
要
な
研
究
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
ゆ
う
に
百
冊
を
こ
え
る
。
現
金
で
の
支
払
い
が
出
来
な
い
周
作
人
と
し
て
は
書

籍
の
等
価
交
換
を
原
則
と
し
て
お
り
、
松
枝
の
側
か
ら
も
『
魯
迅
全
集
』
や
紅
学
関
連
の
書
籍
購
入
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現
実
的

に
は
周
作
人
側
の
依
頼
が
圧
倒
的
に
上
回
っ
て
い
た
。
松
枝
の
側
も
、
む
し
ろ
そ
れ
で
良
し
と
し
、『
南
方
熊
楠
全
集
』
な
ど
、
周
作

人
の
興
味
を
引
き
そ
う
な
書
籍
を
紹
介
し
て
贈
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
翻
訳
の
望
み
が
薄
い
江
戸
川
柳
や
落
語
に
つ
い
て
も
資
料
を
北

京
に
送
り
、
会
員
制
雑
誌
『
近
世
庶
民
文
化
』
を
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
松
枝
を
介
し
て
、
狂
言
研
究
者
の
古
川
久
や

川
柳
研
究
者
の
岡
田
甫
と
の
交
流
に
も
恵
ま
れ
た
。『
近
世
庶
民
文
化
』
に
掲
載
さ
れ
た
バ
レ
句
の
解
釈
を
め
ぐ
る
二
人
の
議
論
は
書
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信
往
還
の
な
か
で
生
ま
れ
た
密
か
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い⑹
。

　

六
一
年
、
書
簡
の
往
来
が
激
減
す
る
。
春
の
書
簡
は
『
婦
人
画
報
』
が
「
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
文
化
を
掲
載
し
、
安
逸
な
生
活

を
宣
伝
す
る
」
も
の
で
あ
る
た
め
中
国
税
関
で
没
収
と
な
っ
た
の
で
、
今
後
は
送
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
知
ら
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
恐
ら

く
は
信
子
夫
人
ら
家
族
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
た
冊
子
で
あ
ろ
う
が
、
厳
し
い
政
治
闘
争
の
時
代
の
中
で
は
無
用
な
危
険
を
招
く
も
の

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

翌
六
二
年
は
一
通
の
み
、
六
三
年
は
つ
い
に
無
音
に
終
わ
っ
た
。
六
四
年
、
急
に
北
京
か
ら
の
書
簡
が
九
月
、
十
月
、
そ
し
て
十
二

月
に
陸
続
と
届
い
た
。
九
月
は
岩
波
版
『
魯
迅
選
集
』
の
注
記
訂
正
、
十
月
は
東
洋
文
庫
『
中
国
笑
話
選
』
落
手
の
報
告
と
訂
正
と
い

ず
れ
も
必
要
最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
述
べ
る
簡
潔
な
文
章
で
あ
る
。
最
後
の
十
二
月
の
書
簡
は
訪
中
し
た
目
加
田
誠
が
残
し
て
い
っ
た

手
紙
と
松
枝
か
ら
託
さ
れ
た
『
笑
府
』（
内
閣
文
庫
の
複
写
版
）
を
受
領
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
年
、
目
加
田
は

訪
中
学
術
代
表
団
の
一
員
と
し
て
北
京
を
訪
れ
た
が
、
周
作
人
と
の
面
談
を
希
望
し
な
が
ら
許
可
さ
れ
な
か
っ
た⑺
。
か
つ
て
五
六
年
に

魯
迅
逝
去
二
十
周
年
紀
念
会
に
日
本
か
ら
招
請
を
受
け
て
参
加
し
た
長
與
善
郎
、
里
見
弴
た
ち
が
自
由
に
周
作
人
、
銭
稲
孫
と
面
談
で

き
た
五
六
年
と
は
状
況
が
全
く
異
な
っ
て
い
た⑻
。

　

最
後
と
な
っ
た
書
簡
に
「
相
変
わ
ら
ず
『
不
真
面
目
』
な
も
の
だ
が
」
と
断
り
書
き
を
つ
け
て
「
八
十
自
寿
詩
」
を
贈
っ
た
の
は
、

今
生
の
別
れ
を
意
識
し
た
か
ら
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
詩
に
対
す
る
松
枝
の
返
礼
が
書
信
往
還
を
締
め
く
く
る
一
通
と
な
っ
た
。

笑
う
べ
し
老
翁
八
十
に
垂
ん
と
し
て
、
行
為
端ま
こ
と的
に
童
痴
に
似
た
り
。

劇は
な
はだ
憐い
と
おし
み
て
独
脚
の
山
父
を
思
い
、
青た
た
み氈
に
幻ば

け作
る
野た
ぬ
き狸
を
羨
む
。

對
話
、
時
有
っ
て
鬼き

臉れ
ん

を
装
い
、
諧
談
、
猶
喜
ぶ
胡こ

荽す
い

を
撒
く
を
。

低
頭
し
て
只ひ
た
す顧
ら
游
戯
を
貪
り
、
忘
却
す
斜
陽
の
土か
き
ね堆
に
上
る
を
。（
松
枝
茂
夫
訳⑼
）
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最
後
の
句
「
忘
却
斜
陽
上
土
堆
」
は
痛
切
で
あ
る
。
松
枝
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
高
齢
の
周
作
人
が
「
読
書
を
貪
っ
て
人
生
の
斜
陽
の

西
山
に
近
づ
く
の
を
忘
れ
た
」
と
な
る
。
齢
八
十
の
高
齢
を
迎
え
、
死
期
を
逃
し
た
と
い
う
悔
恨
は
、
こ
の
後
の
文
化
大
革
命
に
至
る

余
り
に
も
過
酷
な
日
々
を
経
て
、
一
層
深
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

松
枝
の
返
礼
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
翌
月
（
六
五
年
二
月
）、
予
て
か
ら
念
願
と
し
て
い
た
『
ル
キ
ア
ノ
ス
対
話
集
』
の
翻
訳
を
完

成
さ
せ
、
知
人
宛
の
書
簡
で
周
作
人
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

長
ら
く
翻
訳
し
た
か
っ
た
本
が
今
日
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。
ギ
リ
シ
ヤ
の
ル
キ
ア
ノ
ス
の
『
対
話
』
二
十
篇
で
、
合
計
で

四
十
七
、
八
万
字
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
私
の
四
十
年
来
の
宿
願
で
、（
旧
暦
の
）
昨
年
の
う
ち
に
完
成
し
ま
し
た
。
い
つ
出
版
さ

れ
る
か
目
下
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
が
、
私
の
宿
願
は
果
た
し
、
あ
の
後
漢
の
末
の
ギ
リ
シ
ヤ
の
作
家
に
対
す
る
紹
介
の
任
は
既
に

果
た
し
ま
し
た⑽
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
四
月
に
は
遺
言
を
改
訂
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

余
の
一
生
涯
の
作
品
は
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
だ
が
、
た
だ
晩
年
に
訳
し
た
ギ
リ
シ
ヤ
の
『
対
話
編
』
だ
け
は
五
十
年
来
の
宿

願
で
あ
り
、
識
者
な
ら
き
っ
と
価
値
を
知
る
だ
ろ
う
。

　

遺
書
か
ら
は
「
宿
願
」
を
果
た
し
た
静
か
な
満
足
感
だ
け
で
な
く
、
あ
る
種
の
諦
念
さ
え
漂
う
。
そ
れ
が
自
分
を
待
ち
受
け
る
嵐
へ

の
予
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
最
後
の
『
平
家
物
語
』
の
訳
文
を
半
ば
ま
で
完
成
さ
せ
た
時
、
中
国
全
土
は
既
に
文
化
大
革
命

前
夜
を
迎
え
、
周
作
人
を
監
督
す
る
側
に
あ
っ
た
周
揚
（
文
連
副
主
席
）
ま
で
も
が
批
判
を
浴
び
て
失
脚
し
て
い
た
。
も
は
や
安
閑
と

し
て
翻
訳
が
続
け
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い
こ
と
は
、
誰
の
目
か
ら
見
て
も
明
白
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
経
緯
は
文
潔
若
の
文
章
な
ど⑾
で
僅
か
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
み
だ
。

　

翌
六
六
年
八
月
二
三
日
、
紅
衛
兵
に
よ
っ
て
自
宅
脇
の
浴
室
に
監
禁
さ
れ
た
周
作
人
は
連
日
の
よ
う
に
暴
行
を
受
け
、
こ
れ
よ
り
読
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書
も
書
き
物
も
一
切
出
来
な
く
な
っ
た
。
そ
の
軟
禁
状
態
が
九
ヶ
月
近
く
続
い
た
六
七
年
五
月
六
日
午
後
、
便
所
に
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
た
と
こ
ろ
で
急
な
発
作
に
襲
わ
れ
、
ひ
と
り
溘
然
と
絶
命
し
た
。
こ
れ
ま
で
献
身
的
に
周
作
人
を
看
護
し
て
き
た
張
菼
芳
（
長
子
周

豊
一
夫
人
）
が
駆
け
つ
け
た
時
は
既
に
事
切
れ
て
い
た
。
享
年
八
十
三
歳
、
余
り
に
も
過
酷
な
最
期
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
か
く
も
凄
惨
な
状
況
で
も
周
作
人
は
決
し
て
自
ら
死
を
選
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
早

く
死
ん
だ
方
が
ま
し
と
口
に
し
な
が
ら
も
敢
え
て
生
き
続
け
た
。
こ
こ
に
周
作
人
が
生
涯
か
け
て
学
ん
だ
思
想
の
極
北
を
見
る
思
い
が

す
る
。
そ
れ
は
何
か
。
い
ま
だ
答
え
は
見
つ
か
ら
な
い
。
私
は
ま
だ
本
当
の
周
作
人
を
知
ら
な
い
の
だ
。

謝
辞

　

戦
後
編
の
書
簡
の
入
力
作
業
も
、
戦
前
篇
同
様
、
主
と
し
て
以
下
の
四
名
の
協
力
を
得
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
し
て
謝

意
を
表
し
た
い
（
い
ず
れ
も
所
属
は
二
〇
〇
三
年
当
時
の
も
の
）。

鄒
敏
（
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
科
）、
尹
明
（
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
研
究
科
）、

徐
錚
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
）、
大
野
友
里
江
（
早
稲
田
大
学
商
学
部
）

　

こ
の
ほ
か
、
校
閲
者
と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
次
の
方
々
で
あ
る
。

止
庵
（
周
作
人
自
編
文
集
編
者
）

趙
京
華
（
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
）

張
菼
芳
、
周
吉
宜
（
周
作
人
遺
族
）

飯
倉
照
平
（
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
）

　

と
く
に
飯
倉
先
生
に
は
松
枝
家
御
遺
族
と
の
仲
介
か
ら
文
字
校
訂
の
細
部
に
至
る
ま
で
終
始
温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
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ま
で
の
御
指
導
と
併
せ
、
こ
こ
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

松
枝
茂
夫
夫
人
、
ナ
ヲ
女
史
は
二
〇
〇
七
年
一
月
一
三
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
こ
こ
に
生
前
お
約
束
し
た
往
復
書
簡
集
の
完
成
を
御
報

告
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

文
中
の
表
記
・
体
裁
に
つ
い
て

　

異
体
字
表
記
な
ど
原
文
表
記
を
極
力
尊
重
し
つ
つ
も
、
読
み
や
す
さ
を
併
せ
て
考
慮
し
、
原
文
に
な
い
記
号
（
鉤
括
弧
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
約
物
）
を
加
え
、
日
中
間
で
異
な
る
記
号
も
可
能
な
限
り
統
一
す
る
よ
う
改
め
た
。
な
お
、
戦
後
篇
で
は
書
名
が
多
数
に
上
る
た

め
、
書
名
に
誤
り
が
あ
る
場
合
以
外
は
注
記
を
省
い
て
い
る
。

１
９
５
４
１
０
１
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
柳
存
仁⑿
】

存
仁
兄
：
日
前
剛
發
信
，
今
又
有
事
相
煩
。
夏
中
實
藤
君
處⒀
曾
覆
一
信
。
由
早
稻
田
大
學
轉
，
諒
可
收
到
。
還
想
煩
他
代
買
一
点
書
，

未
便
直
說
，
仍
请
費
心
一
轉
託
他
。
書
單
附
上
，
十
種
中
只
頭
兩
部
各
值
三
百
元
，
餘
則
大
抵
百
元
一
冊
也
。
仍
擬
以
中
文
書
奉
酬
，

請
他
不
客
氣
地
開
示
。
連
環
圖
畫
近
半
年
中
諒
已
有
些
出
板
，
但
他
如
不
说
需
要
，
亦
未
便
貿
然
逕
寄
也
。
在
北
大
有
華
僑
學
生
，
云

一
九
五
四
年
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可
代
辦
，
但
託
了
她
們
却
並
無
效
。
蓋
因
其
家
在
橫
濱
，
又
係
開
中
藥
鋪
者
，
其
父
親
大
概
是
兼
作
大
夫
，
對
於
新
書
是
隔
行
之
故
歟
。

匆
匆
不
盡
，
知
堂
。

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日

一
，
柳
田
國
男
『
俳
諧
評
釋
』　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
元
社

二
，
潁
原
退
蔵
『
川
柳
雜
俳
用
語
考
』　
　
　
　
　
　

岩
波
書
店

三
，
吉
川
幸
次
郎
『
新
唐
詩
選
』　
　
　
　
　
　
　
　

〃

四
，
山
澤
英
雄
校
訂
『
誹
風
柳
多
留
』
岩
波
文
庫
内　

〃

五
，
呉
，
山
田
共
譯
『
神
々
の
對
話
』　

〃　

〃　
　

〃

六
，
岩
波
寫
真
文
庫
の
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

（
１
）『
東
京
』

（
２
）『
東
京
案
内
』

（
３
）『
富
士
山
』

（
４
）『
ア
カ
チ
ャ
ン
』

（
５
）『
郵
便
切
手⒁
』

實
藤
教
授

　

昨
寄　

一
航
信　

關
於
拙
文
稿
事⒂　

或
已
登　

記
實
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頃
獲 

啟
明
師 

一
信 

寄

　

核
奪　

諒
可
有
復
信
，
交
我
轉
寄
可
也
。

　

匆
候

暑
安　
　

柳
存
仁 

拜 

十
・
廿
七

１
９
５
４
１
２
１
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫⒃
】

松
枝
先
生
：
日
前
承
代
購
書
籍
九
冊
，
由
柳
君
寄
下
，
至
為
感
謝
。
其
中
『
柳
多
留
』
第
五
冊
，
希
望
岩
波
出
版
次
第
，
仍
為
購
寄
。

又
新
出
德
永
直
之
『

ナ
ル
山
々
』
後（
下
？
）篇　

上
篇

已
見　

亦
祈
見
寄
一
冊
仍
由
柳
君
處
轉
為
妥
。
先
生
需
用
何
種
書
物
，
亦
祈
見
示
，
以
便

寄
奉
。
鄙
人
自
解
放
以
後
，
為
人
民
文
學
出
版
社
繼
續
翻
譯
一
部
分
希
臘
古
典
作
品
，
已
成
大
小
十
二
種
，
近
纔
刊
出
一
種

（『
阿ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス

里
斯
托
芬
喜
劇
集
』
中
五
篇
之
一
「
富
の
神⒄
」）
。
餘
當
於
明
年
陸
續
再
出
也
。
匆
匆
叩
頌
。

近
安　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
九
日　

周
作
人

松
枝
先
生

附
呈 

周
先
生
覆
信
。
如 

先
生
有
函
，
此
間
仍
可
代
轉
寄
，
但
周
先
生
的
信
，
請
勿
發
表
，
祇
可
自
己
保
藏
，
先
生
亦
不
欲 

惹
不
必

要
麻
煩
也
。

　

匆
頌

年
福　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

存
仁
拜　

十
二
・
廿
六

　

實
藤
教
授
并
候
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１
９
５
５
０
１
０
５
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人⒅
】

周
作
人
先
生
、
久
し
ぶ
り
に
、
お
手
紙
を
差
上
げ
ま
す
。
本
當
に
長
い
間
、
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
書
こ
う
と

し
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
何
か
遠
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
つ
い
つ
い
書
き
そ
び
れ
て
い
る
う
ち
に
、
後
に
な
る

ほ
ど
益
々
書
き
に
く
く
な
り
、
と
う
と
う
今
日
に
到
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
大
変
な
失
禮
を
し
て
し
ま
っ
て
、
今
さ
ら
申
譯
の
し
よ
う

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
深
く
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
實
藤
さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
て
、
本
當
に
有
難
い
と
思
い
ま
し
た
。
と
び
立
つ
よ
う
な
気
持
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
く
ら

か
で
も
小
生
、
お
役
に
立
て
ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
こ
ん
で
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
、

ど
し
ど
し
お
申
し
つ
け
下
さ
い
ま
す
様
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戦
後
、
小
生
の
身
邊
も
多
少
の
変
遷
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
九
四
七
年
に
九
大
か
ら
東
大
に
轉
じ
、
一
年
半
目
に
妻
を
亡
く
し
た
為
、
直
ち
に
東
大
を
辞
し
て
九
州
に
か
え
り
、
佐
賀
縣
の
山
中

に
五
人
の
子
供
と
共
に
四
年
ほ
ど
蟄
居
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
岩
波
書
店
の
援
助
を
受
け
て
專
ら
『
紅
樓
夢
』
の
翻
譯
に
従
っ
て
い
ま

し
た
。
五
二
年
再
婚
、
同
時
に
東
京
に
ま
い
も
ど
り
、
東
京
都
立
大
学
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
同
僚
に
は
竹
内
好
、
永
島
栄
一
郎
君

等
が
お
り
ま
す
。

五
三
年
の
十
月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
屋
で
何
の
気
な
し
に
『
魯
迅
の
故
家⒆
』
を
求
め
て
か
え
っ
て
よ
み
、
一
讀
直
ち
に
先
生
の
お

一
九
五
五
年
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筆
で
あ
る
こ
と
を
「
發
見
」
し
て
御
健
在
を
知
り
、
喜
び
に
た
え
ず
、
幾
晩
か
興
奮
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
お
り
ま
す
。

あ
の
時
す
ぐ
お
手
紙
を
差
上
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
、
ま
だ
遠
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
い
こ
ん
で
お
り
ま
し
た
。
當
時
住
宅
難
の

た
め
に
、
鎌
倉
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
七
里
ヶ
濱
の
西
端
、
江
の
島
に
近
い
海
岸
に
二
年
近
く
住
ん
で
い
ま
し
た
。

筑
摩
書
房
で
『
魯
迅
の
故
家
』
を
翻
訳
出
版
し
た
い
と
い
う
の
で
、
友
人
の
今
村
與
志
雄
君
と
共マ

力マ

し
て
翻
訳
に
着
手
し
て
か
ら
す
で

に
一
年
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
事
で
も
は
や
く
先
生
の
お
許
し
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
今
日
に
な
っ
て
申
上

げ
る
の
は
甚
だ
失
禮
千
萬
、
ま
こ
と
に
面
目
も
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
お
許
し
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
れ
は
し
か
し
私

共
に
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
仕
事
で
、
や
っ
て
み
て
驚
き
ま
し
た
。
二
人
で
出
来
る
だ
け
の
手
を
つ
く
し
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

さ
ぞ
間
違
い
が
多
い
こ
と
だ
ろ
う
と
恐
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
さ
き
に
柳
先
生
経
由
で
お
送
り
し
ま
し
た
書
籍
、
無
事
お
手
許
に
着
い
た
こ
と
を
知
っ
て
安
心
致
し
ま
し
た
。
あ
の
う
ち
『
俳

諧
評
釋
』（
柳
田
國
男
）
は
、
ゾ
ッ
キ
本
で
百
圓
で
買
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
様
に
御
計
算
下
さ
い
ま
せ
。
本
屋
の
倒
産
相
つ
ぎ
、

ゾ
ッ
キ
本
の
中
に
も
中
々
の
良
書
が
こ
ろ
が
っ
て
お
る
よ
う
で
す
。

『
柳
多
留
（
五
）』
は
未
刊
で
す
。
出
版
次
第
お
送
り
い
た
し
ま
す
。『
浮
世
風
呂
解
注
』
は
中
々
な
い
本
で
す
が
、
近
い
う
ち
に
見
つ

か
る
と
思
い
ま
す
。

『
静
か
な
る
山
々
』（
續
篇
）
は
、
昨
年
中
『
ア
カ
ハ
タ
』
に
連
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
単
行
本
は
ま
だ
出
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
も
う
一
度
し
ら
べ
て
み
ま
す
。
角
川
文
庫
に
（
一
）（
二
）
が
出
て
い
ま
す
が
、
二
冊
合
せ
て
「
前
篇
」
で
あ
り
ま
す
。
蒼
樹
社

出
版
の
前
篇
（
こ
れ
も
ゾ
ッ
キ
に
出
た
そ
う
で
す
）
は
見
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
た
し
か
な
こ
と
は
存
じ
ま
せ
ん
が
、―

―

な
お
確
か
め

て
み
ま
す⒇
。

次
に
小
生
の
欲
し
い
本
を
申
上
げ
ま
す
。
ま
ず
先
生
の
お
譯
し
に
な
っ
た
ギ
リ
シ
ア
の
物
を
拝
見
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
ま
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だ
日
本
に
は
一
冊
も
来
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
そ
れ
を
お
願
い
致
し
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
小
生
、
最
近
、

曹
禺
「
蛻
変21
」
を
翻
訳
し
ま
し
て
（
こ
ん
ど
の
便
で
、
お
手
許
に
差
上
げ
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
）、
こ
の
頃
、
戯
曲
に
多
少
興
味
を

感
じ
て
お
り
、
曹
禺
著
作
を
次
々
に
入
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
『
曹
禺
獨
幕
劇
集
』『
橋
』『
艶
陽
天22
』
あ
た
り
か
ら
、
お
送

り
願
え
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。
多
少
讀
過
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
小
生
自
身
、
曹
禺
著
作
は
一
冊
も
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん

（「
蛻
変
」
も
人
に
借
り
た
の
で
す
）
か
ら
、
見
つ
か
り
次
第
、
ど
れ
か
ら
お
送
り
下
さ
っ
て
も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。『
雷
雨
』
等
は

改
作
前
の
も
欲
し
い
の
で
す
。

そ
の
外
で
は
、『
紅
樓
夢
』
関
係
の
本
、
兪
・
周
二
氏
の
新
書
は
持
っ
て
い
ま
す
が―

―

趙
女
士
の
『
紅
楼
夢
劇23
』
な
ど
、
で
き
れ
ば

讀
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
一
月
の
五
日
、
駅
の
近
く
に
行
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
だ
屠
蘇
気
分
の
人
々
も
い
く
ら
か
目
に
つ
き
ま
す
。
年
末
年
初
の
様
子
は

昔
と
大
し
て
変
り
ま
せ
ん
。
た
ゞ
門
松
や
し
め
縄
な
ど
、
商
家
は
別
と
し
て
、
一
般
の
家
で
は
む
し
ろ
飾
ら
な
い
の
が
普
通
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
様
で
す
。
小
生
も
五
十
に
近
く
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
頃
は
満
と
數
え
年
と
両
方
あ
っ
て
、
ど
っ
ち
が
ど
う
か
自

分
で
も
よ
く
わ
か
ら
ぬ
様
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が―

―

お
は
ず
か
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
度
は
こ
れ
で
失
敬
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
お
大
事
に
と
祈
り
ま
す
。

 

松
枝
茂
夫　
　
　
　
　
　

 

東
京
都
目
黒
区　
　
　

 

三
谷
町
三
三　
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１
９
５
５
０
２
０
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

松
枝
先
生
：

　
　

從
柳
君
轉
寄
之
書
籍
九
冊
已
收
到
，
費
心
多
謝
。
一
月
五
日
手
書
亦
於
十
五
日
寄
到
了
。
曹
禺
刊
本
不
知
何
故
市
上
不
易
買
得
，

只
得
到
一
冊
『
劇
選
』
，
內
係
『
雷
雨
』
等
三
種
。
雖
係
新
印
，
但
內
容
似
保
留
改
作
前
原
本
，
或
可
供
參
考
。
其
餘
容
再
訪
問
，
或

在
雜
誌
發
表
而
未
單
行
者
，
亦
當
查
詢
蒐
集
。
拙
譯
只
寄
上
『
阿
里
斯
托
芬
喜
劇
集
』
一
冊
，
其
中
「
財
神
」（P

loutos

）
係
由
我
翻
譯
。

此
外
雖
已
譯
出
エ
ゥ
リ
ビ
デ
ー
ス
劇
九
篇
（
餘
在
續
譯
中
）
，
須
至
秋
後
始
可
陸
續
付
印
，
今
年
內
可
先
出
一
冊
三
篇
。
又
『
伊
索
寓
言
』

亦
由
原
文
譯
出
一
部
，
可
能
春
間
出
版
，
屆
時
當
再
寄
奉
。

　
　

人
民
文
學
出
版
社
想
要
介
紹
日
本
古
典
文
學
，
我
只
能
答
應
譯
一
點
室
町
時
代
的
狂
言
，
舊
曾
譯
出
『
十
番
』
，
今
又
加
添
，
共

有
二
十
四
篇
，
名
為
『
日
本
狂
言
選
』
，
大
概
上
半
年
內
可
以
印
出
。
此
外
擬
為
譯
德
川
時
代
的
滑
稽
本
，
第
一
是
『
浮
世
風
呂
』
，
但

須
找
到
出
口
米
吉
注
本
始
可
着
手
。
現
代
的
有
石
川
啄
木
的
小
說
，
他
們
指
定
，
我
亦
擬
代
譯
，
但
手
邊
也
無
原
書
，
希
望
為
尋
找
一

二
單
行
或
文
庫
本
見
寄
為
幸
。
上
海
出
版
公
司
有
拙
著
『
魯
迅
小
說
裡
的
人
物
』
一
書
，
未
知
已
見
到
否
？
雖
多
是
小
說
中
的
說
明
，

後
面
也
附
有
關
於
魯
迅
早
年
生
活
之
資
料
。
草
草
不
盡
，
即
頌

近
安　
　
　
　
　
　

二
月
四
日　
　
　
　

周
作
人

別
記
各
書
希
便
中
購
寄
為
荷
，
又
及
。

一
、
岩
波
文
庫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
岩
波
寫
真
文
庫25
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高
津
譯
『
ギ
リ
シ
ヤ
神
話
』
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
東
京　
　
　
　

２
、
東
京
案
内

　

岩
本
譯
『
カ
タ
ー
サ
リ
ッ
ト
サ
ー
ガ
ラ
』（
一
）
カ
ラ24　
　
　
　
　
　
　

３
、
富
士
山　
　
　

４
、
ア
カ
チ
ャ
ン

　

高
津
譯
『
擬
曲
』
ヘ
ロ
ン

ダ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
、
郵
便
切
手　
　

６
、
飛
騨
高
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、『
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
』
第
九
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京 

ア
ル
ス 

發
行26

１
９
５
５
０
２
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
柳
存
仁
↓
松
枝
茂
夫27
】

存
仁
兄
大
鑒
：
今
晨
收
到
轉
來
松
枝
君
所
寄
書
三
冊
，
至
為
欣
感
。『
浮
世
風
呂
注
』
得
到
，
於
將
來
譯
該
書
甚
有
幫
助
。『
末
摘
花
』

雖
承
實
藤
代
買
第
一
版
本
，
今
再
得
一
本
亦
甚
可
喜
（
深
恐
國
內
未
有
第
三
本
也
。
）『
曹
禺
篇
』
見
惠
，
甚
感
荷
。
前
寄
上
之
書
（『
曹

劇
選
』
，
又
『
雷
雨
』
等
二
冊
）（『
喜
劇
集
』
係
贈
與
者
在
外
）
想
承
費
心
代
轉
，
今
又
寄
上
『
劇
本
』
二
冊
，
內
有
「
明
朗
的
天
」

一
劇
，
請
再
為
寄
送
。
曹
劇
大
概
銷
行
太
好
，
不
易
找
到
，
如
松
枝
君
此
外
需
要
別
的
書
籍
，
請
其
示
知
，
以
便
購
集
，
曹
劇
則
仍
當

隨
時
找
尋
。

又
有
下
列
之
書
，
希
望
松
枝
君
代
為
購
求
。（
均
見
『
末
摘
花
』
巻
末
廣
告
）

一
、　

岡
田
甫
著
『
新
川
柳
末
摘
花
』（
並
製
）　

有
光
書
房

二
、　

〃　
　
　

『
全
釋
柳
の
葉
末
』　
　
　
　

美
和
書
院28

計
託
松
枝
君
代
買
之
書
，
共
計
已
不
少
，
因
此
希
望
他
能
將
需
要
之
中
文
書
多
多
開
示
，
俾
得
抵
充
。
目
下
只
曹
禺
一
種
，
不
但
現
時

不
易
得
、
且
亦
価
値
太
少
，
不
能
相
抵
也
。『
白
石
畫
冊
』
想
已
収
到
了
。
匆
匆
即
頌

近
安　
　
　

二
月
十
五
日　
　

啓
明

此
係
我
的
事 

存
仁
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松
枝
先
生
：

　

今
天
收
到
你
寄
周
先
生
大
批
書
，
包
括
：
『
希
臘
神
話
』
，『
川
柳
』
，『
石
川
啄
木
集
』
四
冊
及
『
東
京
案
內
』
各
書
，
已
全
部
寄
去
。

又
：
另
寄
你
『
劇
本
』
二
冊
，
乃
周
先
生
囑
轉
寄
你
的
。
祝

好
　
　
　
　
　
　
　
　

存
仁 

三
，
八
。

１
９
５
５
０
２
２
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫29
】

拝
啓　

月
初
航
空
寄
一
信
，
想
已
查
覽
矣
。
曹
禺
劇
作
由
柳
君
轉
寄
三
次
，
想
可
次
第
収
到
。
目
下
曹
君
作
品
不
知
為
何
市
上
少
見
，

希
望
開
示
別
的
需
要
書
籍
，
以
便
覓
購
。
尊
譯
『
曹
禺
篇30
』
已
拝
見
。『
浮
世
風
呂
』
找
到
甚
為
欣
慰
，
惜
一
時
無
暇
，
未
知
何
日
始

能
着
手
，
至
於
移
譯
不
易
，
又
是
別
一
事
耳
。『
末
摘
花
』
曾
得
第
一
出
版
社
本
，
今
又
承
寄
下
一
冊
，
甚
感
。
曾
寫
信
給
柳
君
説
，

在
中
国
恐
無
第
三
本
，
頗
以
自
憙
也
。
由
柳
君
函
請
購
求
岡
田
氏
同
類
著
作
，（『
末
摘
花
註
解
』
及
『
愛
欲
史31
』
，
已
托
實
藤
君
求
得 

矣
）
，
未
知
有
可
得
者
否
？
昔
孔
子
云
，「
七
十
而
從
心
所
欲
，
不
逾
矩
」
，
鄙大
半
是
讀
エ
リ
ス
之
御
蔭

人
頗
思
引
此
語
以
自
解
。
川
柳
（
特
別
是
『
末
摘
花
』

一
路
）
此
刻 

或
永

遠

 

難
以
介
紹
於
中
国
，
但
個
人
得
有
機
緣
独
自
鑑
賞
，
亦
大
是
幸
事
耳
。『
ア
リ
ス
ト
ブ
ゥ
ネ
ー
ス
選
集32
』
想
已
収
到
，

『
日
本
狂
言
選33
』
三
月
中
可
出
，
屆
時
當
寄
上
一
冊
，
作
為
我
對
于
日
本
之
紀
念
也
。
草
草

松
枝
先
生　
　
　
　

周
作
人　

二
月
廿
七
日
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１
９
５
５
０
３
１
６
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

周
作
人
先
生

い
つ
も
御
返
事
が
お
く
れ
て
し
ま
っ
たマ
マ

、
ま
こ
と
に
申
譯
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
柳
先
生
を
通
じ
て
御
送
り
い
た
ヾ
き
ま
し
た
『
曹
禺
劇
本

選
』、『
雷
雨
』、『
日
出
』、『
阿
里
斯
托
芬
喜
劇
集
』、
全
部
た
し
か
に
頂
い
て
お
り
ま
す
。
御
厚
意
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
手
紙
も
二
月
四
日
付
、
三
月
一
日
付
の
も
の
、
み
な
た
し
か
に
拝
承
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
お
く
れ
た
返
事
に
な
ろ
う
と
は

私
自
身
と
し
て
も
全
く
意
外
で
怪
し
か
ら
ぬ
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
深
く
お
わ
び
申
上
げ
ま
す
。

岡
田
氏
の
本
は
勝
手
に
お
送
り
い
た
し
た
の
で
す
が
、
お
喜
び
頂
い
て
、
勿
怪
の
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
本

は
古
本
で
二
百
円
で
し
た
。
も
う
こ
れ
も
中
々
か
ん
た
ん
に
は
見
つ
か
ら
ぬ
本
に
な
り
ま
し
た
。

『
魯
迅
の
故
家
』
拙
訳
本
が
よ
う
や
く
出
来
ま
し
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
三
冊
だ
け
柳
先
生
あ
て
に
送
ら
せ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
お
は

ず
か
し
い
点
が
多
う
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
許
し
願
い
と
う
存
じ
ま
す
。

訳
文
も
、
実
は
い
ろ
い
ろ
お
き
き
し
な
け
れ
ば
解
決
つ
か
ぬ
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
手
廻
し
が
わ
る
い
爲
に
何
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

口
繪
の
紹
興
風
景
は
大
連
の
亜
東
印
画
集館
で
う
つ
し
た
も
の
の
う
ち

に
あ
っ
た
「
紹
興
十
種
」
の
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
す
が
、
説
明
書
が
紛
失
し
て
い
た
爲
に
、

城
門
の
名
が
わ
か
ら
ず
困
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
門
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
お
教
え
ね
が
い
と
う
存
じ
ま
す
。
附
録
の
地
図
が
又
お

か
し
な
も
の
で
、
上
の
略
図
は
私
の
持
っ
て
い
る
『
紹
興
縣
全
圖
』（
中
華
民
國
十
三
年
七
月
張
光
釗
）
に
據
っ
て
つ
く
っ
た
の
で
す

け
れ
ど
、
昌
安
門
外

0

0

0

0

の
魯
墟
と
い
う
の
が
ど
う
し
て
も
納
得
い
か
な
か
っ
た
り
、
大
樹
港
が
み
つ
か
ら
な
い
た
め
、
や
む
を
え
ず
そ
の

ま
ヽ
に
し
た
り
、
そ
の
他
甚
だ
心
細
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
下
の
城
内
地
圖
も
、
あ
ま
り
よ
く
な
く
、「
魯
迅
の
生
家
」
の
位
置
の

指
示
も
少
し
ち
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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ど
う
か
お
お
し
え
願
い
た
く
存
じ
ま
す
。

さ
る
二
月
二
十
一
日
に
お
送
り
し
た
書
籍
は
す
で
に
お
受
取
り
下
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
の
う
ち
『
真
山
青
果
随
筆
集
』
二
冊
だ
け

は
武
田
泰
淳
君
か
ら
貰
っ
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
お
送
り
し
ま
し
た
。
川
柳
・
西
鶴
な
か
な
か
詳
し
か
っ
た
人
だ
っ
た
と
見
え
ま
す
。
何

か
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
と
存
じ
て
送
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
お
受
け
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。
明
日
左
の
五
種
を
柳
先
生
経
由

で
お
送
り
し
ま
す
。

一
、『
滑
稽
本
名
作
集
』
三
田
村
鳶
魚
注　
　
　
　
　

一
，
〇
〇
〇
円

二
、『
川
柳
末
摘
花
註
解
』
岡
田
甫
注　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
〇
円

三
、『
誹
風
末
摘
花
』
稲
田
三
良
注　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
〇
円

四
、『
末
摘
花
通
解
』
二
ノ
上34　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
円

五
、『
知
識
人
の
抗
議
』
渡
辺
一
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
円

（
一
）
の
『
浮
世
風
呂
』
の
注
は
出
口
氏
の
ほ
ど
詳
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
解
説
が
く
わ
し
く
、
専
門
家
の
話
で
は
や
は
り
大
事
な

本
ら
し
く
、
本
が
か
な
り
い
た
ん
で
い
る
に
も
か
ヽ
わ
ら
ず
、
値
が
張
り
ま
し
た
。
こ
の
本
も
少
な
い
よ
う
で
す
。（
二
）
も
非
常
に

少
な
い
そ
う
で
す
。

次
に
私
の
欲
し
い
本
を
挙
げ
ま
す
。

○
李
長
之
の
著
書

但
し
『
司
馬
遷
之
人
格
と
風
格
』、『
陶
淵
明
傳
論
』、『
中
国
文
学
史
略
稿
』
二
冊
は
す
で
に
求
め
ま
し
た
。
戦
争
中
に
李
白
論
そ
の
他

の
本
が
出
た
と
か
き
き
ま
し
た
。
又
、『
文
学
史
略
稿
』
の
續
冊
が
出
れ
ば
お
送
り
ね
が
い
と
う
存
じ
ま
す
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○
林
庚
『
中
国
文
学
簡
史
』

○
魯
迅
の
著
書
の
う
ち

『
二
心
集
』、『
三
閒
集
』、『
且
介
亭
雑
文
二
集
』、『
且
介
亭
雑
文
末
編
』（
初
集
は
不
要
）、『
魯
迅
書
簡
』、『
中
国
小
説
史
略
』、『
古

小
説
鈎
沈
』

○
小
字
典
一
，
二
種

『
新
華
字
典
』、『
学
文
化
字
典
』
な
ど
の
う
ち
、
使
い
よ
さ
そ
う
な
の
を
、
一
、
二
種
ほ
し
い
の
で
す
。

○
李
健
吾
、
丁
西
林
、
熊
佛
西
、
田
漢
、
洪
深
そ
の
他
の
人
々
の
代
表
作
品
集
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（『
新
文
学
大
系
・

戯
曲
篇
』
の
よ
う
な
も
の
）

○
『
新
建
設
』
一
九
五
〇
年
三
月
号

兪
氏
の
「
紅
楼
夢
簡
論
」
を
ぜ
ひ
よ
み
た
い
の
で
す
。

○
『
儒
林
外
史
』　　
　

人
民
文
学
出
版
社35

○
『
許
地
山
選
集
』　　

中
国
新
文
学
選
集

○
『
人
民
畫
報
』

　
　
　

手
に
入
る
か
ぎ
り
最
近
號
ま
で

○
世
界
書
局
発
行　
　
『
世
説
新
語
』、『
顔
氏
家
訓
』
等
五
種
ほ
ど
で
一
冊
に
な
っ
た
本

大
分
並
べ
ま
し
た
か
ら
、
又
こ
の
次
に
注
文
い
た
し
ま
す
。
こ
の
外
で
も
文
藝
関
係
（
そ
れ
以
外
で
も
）
小
生
に
適
當
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で
も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
見
計
ら
っ
て
お
送
り
願
え
た
ら
幸
甚
で
す
。
萬
一
私
の
持
っ
て
い
る
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分
と
重
複
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
学
校
で
買
っ
て
も
ら
う
な
り
、
よ
ろ
し
く
處
分
す
る
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
点
は
ご
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

『
南
方
熊
楠
全
集
』
十
二
冊
は
御
覧
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
萬
一
ま
だ
で
し
た
ら
、
何
と
か
捜
し
て
御
贈
呈
し
た
い
と
、
今
村

氏
と
二
人
で
話
合
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
良
心
的
な
出
版
の
爲
に
、
当
の
出
版
書
店
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
か
お
知
ら
せ

下
さ
い
ま
す
様
、
お
ね
が
い
し
ま
す
。

曹
禺
の
『
蛻
変
』
が
、
こ
の
五
月
下
旬
か
ら
、
新
協
劇
團
（
村
上
知
義
）
で
演
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
本
屋
で
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
作
品
集
を
出
版
し
よ
う
と
計
畫
し
て
お
り
、
日
本
文
の
三
冊
（
す
で
に
稀
覯
本
と
な
り
、
上
野
圖
書
館

に
も
そ
の
う
ち
の
一
冊
し
か
（『
人
類
の
為
に
』）
な
い
程
で
す
）
の
削
除
さ
れ
た
部
分
を
、
魯
迅
の
譯
文
に
よ
っ
て
補
正
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
中
国
譯
本
に
は
魯
迅
の
外
に
胡
愈
之
（
或
い
は
先
生
も
）
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
も
し
あ
れ
ば
そ
の
篇
名
、
訳
者
名
（
魯
迅
以
外
の
）
等
、
御
教
示
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
前
に
商
務
發
行
の
『
枯
葉
雑
記36
』
を
私
は
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
失
く
し
ま
し
た
。
誰
の
譯
だ
っ
た
か
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

雑
多
な
事
の
み
書
き
並
べ
ま
し
た
。
御
判
読
ね
が
い
ま
す
。
で
は
お
大
事
に
。
は
る
か
に
祈
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生

○
追
伸
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前
記
五
冊
の
外
に
、『
南
方
全
集
』
二
冊
を
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
の
手
元
に
あ
り
ま
し
た
ハ
ン
パ
本
で
す
。
見
本
と

し
て
お
送
り
し
ま
す
。
も
し
も
、
全
集
を
御
覧
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
た
ら
、
こ
の
二
冊
は
、
お
知
合
の
ど
な
た
か
に
お
贈
り
下
さ
る

な
り
、
適
當
に
御
處
分
下
さ
い
。
ど
う
せ
私
は
不
要
で
す
か
ら
。

な
お
、
出
口
米
吉
氏
注
に
『
頭
注　

東
海
道
膝
栗
毛37
』
と
い
う
の
が
あ
る
こ
と
を
、
古
本
屋
で
知
り
ま
し
た
。
四
百
円
也
、
三
田
村
鳶

魚
よ
り
も
詳
し
い
注
で
す
。
御
存
じ
と
は
思
い
ま
す
が
、
つ
い
で
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１
９
５
５
０
４
１
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拝
啓 

三
月
十
六
日
手
書
於
六
日
拝
讀
，
賜
寄
之
書
籍
亦
由
柳
君
轉
寄
到
了
。
費
神
至
為
感
謝
。『
真
山
青
果
集
』
等
亦
已
於
三
月
中
旬

收
到
。
三
田
村
之
『
滑
稽
本
』
，
於
我
頗
有
用
處
，
因
為
明
年
計
畫
翻
譯
『
浮
世
風
呂
』
，
可
以
參
考
。
只
是
尚
有
一
層
困
難
，
因
第
一

編
中
談
及
将
棋
、
非
先
学
習
得
一
点
知
識
，
無
從
着
手
，
為
此
請
便
中
為
留
意
買
一
小
冊
『
将
棋
の
手
解
き
』
之
類
的
初
歩
入
門
書
，

但
反
正
須
明
年
動
手
，
此
小
書
亦
不
急
了
也
。
出
口
之
『
膝
栗
毛
註
』
昔
亦
有
之
、
唯
因
不
計
畫
譯
此
書
、
故
目
下
無
用
處
耳
。『
南

方
集
』
二
冊
承
見
賜
謝
々
，
對
於
南
方
昔
甚
有
敬
意
，
全
集
未
見
，
曾
欲
求
得
，
如
有
機
縁
能
代
找
得
甚
幸
，
但
未
敢
請
贈
予
，
仍
作

為
交
換
可
耳
。
尊
需
之
書
，
只
將
買
得
的
數
冊
先
由
柳
君
轉
呈
，
計
有

一
、『
儒
林
外
史
』
一
冊　
　

二
、『
魯
迅
書
簡
』
二
冊　
　

三
、
又
『
文
集
』
二
冊

四
、『
古
小
説
鈎
沈
』
一
冊　

五
、『
小
説
史
略
』
二
冊　

係
舊
有
初
版
本
、
今
以
奉
贈
。

六
、『
洪
深
劇
作
選
』
一
冊　

七
、『
田
漢
劇
作
選
』
一
冊　

八
、
林
庚
『
文
學
簡
史38
』
上
一
冊
（
下
續
刊
）　

九
、『
人
民
畫
報
』
二
冊　

二
月
份
品
切
、
大
抵
雑
誌
的back num

ber

不
易
入
手
、

因
此
有
俞
平
伯
論
文
之
﹃
新
建
設
﹄
現
在
亦
無
法
找
得
了
。

字
典
容
在
市
上
一
找
，
大
抵
都
很
淺
。
想
難
有
什
麼
用
處
，
容
後
日
奉
告
。
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世
界
書
局
係
李
毓
瀛
所
辧
，
早
已
沒
収
，
其
舊
書
亦
少
見
，
容
找
尋
但
恐
難
得
。『
許
地
山
選
集
』
及
魯
迅
別
的
論
文
集
買
到
後
再
寄
去
，

別
的
有
適
宜
書
物
亦
容
留
意
。
承
詢
紹
興
城
門
，
因
面
貌
已
非
，
記
不
清
是
哪
一
門
，
過
去
在
門
上
有
城
樓
。
如
東
郭
門
即
是
，
而
此

無
有
，
故
不
能
斷
定
。
又
魯
墟
確
是
在
昌
安
門
外
，
至大
樹
港
在
西
郭
門
外
，
東
浦
之
東

少
由
城
內
去
魯
墟
是
要
經
過
昌
安
門
的
。
下
圖
中
「
魯
迅
の
生
家
」
還
應
偏
西

一
点
，
距
張
馬
橋
只
數
丈
，
在
張
馬
橋
的
西
北
一
点
，
圖
中
所
記
乃
是
「
老
臺
門
」
也
。『
故
家
』
根
據
族
叔
周
官
五
的
指
示
，
関
於

人
地
名
略
有
訂
正
增
補
，
寫
了
一
篇
後
記
增
入
，
唯
新
版
遅
々
未
出
，
目
下
尚
不
可
得
。
エ
ロ
シ
ェ
コ
作
譯
本
，
根
据
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

文
的
。
記
得
有
胡
愈
之
等
本
，
日
内
當
一
問
詢
，
後
再
奉
聞
。
匆
々
不
盡
。

　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
一
日　
　
　
　

周
作
人

再
， 

下
列
各
書
乞
再
費
心
代
為
購
寄
，
由
柳
君
轉
寄
是
幸
：

一
、
新
日
本
圖
書
館
學
叢
書
之
内　
　

文
京
区
音
羽
町
五
ノ
一
、
蘭
書
房
発
行

　

一
、『
圖
書
分
類
ト
圖
書
記
號
』　　

仙
田
正
雄
著

　

二
、『
圖
書
分
類
規
則
』　　
　
　
　

同
上

　

三
、『
圖
書
目
録
ノ
ツ
ク
リ
方
』　　

小
野
則
秋
著

二
、
岩
波
寫
真
文
庫
之
內

『
73 

佐
渡
』　　
　
　
　
『
111 

熊
』

『
79 

日
本
ノ
民
家
』　　
『
121 

農
村
ノ
婦
人
』

『
85 

伊
豆
ノ
漁
村
』　　
『
125 

日
本
ノ
焼
物
』

『
98 

美
人
畫
』　　
　
　
『
129 

瀬
戸
内
海
』
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１
９
５
５
０
４
２
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拝
啓
。
十
一
日
寄
一
信
想
已
蒙
查
覽
矣
。
昨
又
由
柳
君
寄
上
書
四
冊
、
除
『
許
地
山
選
集
』
外
、
其
『
高
玉
寶
』
及
『
秦
漢
的
方
士
與

儒
生
』
顧
頡

剛

均
随
手
拾
得
，
便
以
寄
呈
，
恐
無
甚
用
處
。
又
拙
集
『
立
春
之
前
』
一
冊
、
在
終
戦
前
印
成
而
未
発
行
，
似
未
蒙
見
到
，

今
故
奉
贈
一
冊
。
鄙
人
于
「
淪
陥
」
時
出
任
「
偽
官
」
其
動
機
大
概
未
為
知
道
，
但
有
一
事
可
以
奉
告
者
，
即
一
九
三
九
年
元
旦
之
暗

殺
事
件
乃
出
自
日
本
軍
部
︵
？マ
マ

︶
方
面
也
。
當
時
鄙
人
在
燕
京
大
学
任
職
，
在
重
慶
方
面
是
認
為
正
当
的
。
事
件
後
在
北
京
潜
伏
之
重
慶
教
育
部
専
員

及
燕
京
大
学
校
長
司
徒
雷
登
均
致
慰
問
、

且
説
明
並
非

出
自
重
慶
。

又
北
京
暗
殺
各
案
後
均
破
獲
，
唯
此
案
無
着
落
。
曾
向
常
来
訪
問
之
憲
兵
隊
員
問
及
，
以
後
即
不
再
来
，
均
属
可
疑
。
特
別

是
我
當
時
毎
週
一
天
定
期
往
燕
京
上
課
，
在
郊
外
狙
伺
最
為
確
實
。
而
其
時
偏
到
家
裡
来
，
是
明
々
恐
怕
在
郊
外
狙
撃
，
容
易
顯
出
嫌

疑
，
顯
露
因
為
往
燕
大
去
之
故
也
。
此
事
已
成
過
去
，
但
日
本
友
人
方
面
恐
知
者
不
多
，
故
以
奉
告
，
聊
備
参
考
。
前
託
柳
君
轉
寄
書

中
有
拙
譯
『
日
本
狂
言
選
』
一
冊
，
係
增
訂
舊
譯
『
狂
言
十
番
』
而
成
。
因
出
版
社
缺
少
日
本
古
典
文
學
譯
本
，
故
得
早
日
付
印
，
亦

是
僥
幸
也
。『
人
民
畫
報
』
以
後
可
毎
月
寄
呈
，
但
四
月
份
亦
尚
未
出
。
前
函
奉
託
代
購
岩
波
寫
真
文
庫
，
有
『
72 

廣
島
』
一
種
忘
記

列
入
，
乞
費
心
補
購
。
又
見
廣
告
，
朝
日
新
聞
社
出
有
柳
田
國
男
編
之
『
日
本
民
俗
圖
錄
』
，
亦
祈
寄
下
一
冊
為
幸
。『
新
華
字
典
』
及

『
學
文
化
字
典
』
曾
一
看
，
皆
極
粗
淺
，
但
如
需
要
、
可
一
示
及
，
當
為
寄
去
。
匆
々
不
盡
、
此
上

　

松
枝
先
生
台
鑒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
啓
明　

四
・
二
一
・

１
９
５
５
０
７
２
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

松
枝
先
生
：

　

兩
月
未
通
問
訊
為
歉
。
上
月
中
由
柳
君
轉
来
『
日
本
民
俗
圖
録
』
等
大
小
十
六
冊
，
至
為
感
荷39
。
尊
需
各
書
，
苦
於
不
易
得
：
魯
迅
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雑
文
零
售
者
不
多
，『
且
介
亭
文
』
終
未
能
入
手
，
聞
人
民
文
学
出
版
社
将
刊
行
註
解
本
，
屆
時
當
可
買
到
。
唯
其
時
須
在
明
年
耳
。

新
出
了
『
西
林40
』
，『
吳
祖
光
劇
選
』
，
各
寄
上
一
冊
，
又
李
長
之
『
文
学
史
簡
編
』
第
三41
亦
已
寄
出
。
又
『
趙
樹
理
』
及
『
老
舎
近
作
』

各
一
，
皆
名
人
近
作
，
寄
呈
以
供
参
考
。
胡
風
集
団
在
現
今
是
一
重
要
問
題
，
有
關
資
料
五
冊
，
特
以
奉
贈
，
可
請
一
覧
。
極
想
寄
奉

書
刊
，
不
知
何
者
適
用
，
請
多
々
開
示
，
以
便
照
辧
為
幸
。
下
記
岩
波
寫
真
文
庫
中
三
書
，
希
望
便
中
代
購
寄
下
：

﹃
七
〇 
手
術
﹄　
　

﹃
九
九 

日
本
の
貝
殻
﹄　
　

﹃
一
〇
〇 

本
の
話
﹄

北
京
現
在
初
伏
中
，
正
當
日
本
暦
之
「
土
用
」
，
想
必
天
気
炎
熱
，
尚
祈
珍
重
為
要
。
草
々
不
盡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
一
日　
　

周
啓
明

１
９
５
５
０
９
０
６
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拝
啓
：
前
寄
信
知
已
蒙
察
覽
，
從
柳
君
轉
来
『
古
典
研
究
』
及
寫
真
文
庫
三
冊
，
至
為
感
荷
。『
浮
世
風
呂
』
已
由
人
民
文
学
出
版
社

見
委
翻
譯
，
擬
譯
出
前
二
編
，
加
註
可
有
十
萬
餘
字
，
擬
於
十
月
内
完
成
之
。
希エ
ウ
リ
ピ
テ
ー
ス

臘
悲
劇
已
成
十
部
，
無
足
珍
重
。
此
次
如
譯
成
此
半

部
『
風
呂
』
，
深
自
欣
幸
。
鄙
人
留
学
日
本
一
趟
，
雖
学
無
専
門
，
稍
渉
獵
近
世
文
学
，
只
可
惜
所
喜
川
柳
落
語
方
面
無
可
發
揮
，
在

滑
稽
本
上
邊
得
盡
一
点
力
，
實
是
大
幸
。
但
此
亦
正
是
解
放
之
惠
，
否
則
忙
於
教
書
，
亦
無
從
着
手
也
。
出
版
社
亦
頗
想
叫
我
譯
些
落

語
，
惜
材
料
難
得
，
手
邊
只
有
一
冊
安マ

岡マ

鶴
夫
的
『
落
語
鑑
賞42
』
，
很
可
利
用
，
而
可
選
者
不
多
，
如
得
多
有
一
二
種
，
便
好
。
不
知

便
中
能
為
留
意
否
？
又
譯
書
中
遇
到
『
忠
臣
蔵
』
故
事
，
深
感
知
識
不
够
。
乞
代
找
一
冊
簡
要
梗
概
書
寄
下
。
本
来
収
蔵
資
料
不
足
，

今
又
均
散
失
，
圖
書
館
未
整
理
未
能
借
出
，
因
此
深
感
参
考
為
難
也
。
朝
日
新
聞
社
刊
行
日
本
古
典
全
書
，
中
有
『
浮
世
床
』
一
冊
，

未
知
何
日
出
版
，
刊
出
後
祈
為
代
購
一
冊
，
雖
不
翻
譯
，
亦
欲
得
之
。（
該
書
係
中
西
善
三
校
注
）
又
下
列
各
書
亦
乞
費
心
購
寄
：

一
，
朝
日
新
聞
社
﹃
家
庭
医
学
叢
書
﹄
四
冊　
　

一
八
〇
宛
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二
，
同
上　
　
　

﹃
寫
真
デ
見
ル
新
日
本
﹄　
　
　

三
五
〇

三
，
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
﹃
歌
舞
伎
名
作
の
鑑
賞
﹄　

二
八
〇

　
　

尊
處
需
要
何
書
，
亦
祈
源
源
開
示
，
以
便
購
奉
。

　
　

九
月
六
日　

周
作
人

松
枝
先
生

１
９
５
５
１
１
１
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟 

接
讀
一
日
來
書
後
於
十
五
日
寄
一
復
信
，
想
已
蒙
察
覽
矣
。
囑
購
之
書
昨
日
找
到
數
種
，
先
後
寄
出
，
計
『
重
評
石
頭
記
』
一

部
二
冊
，『
西
遊
補
』
一
冊
，『
文
學
遺
產
增
刊
第
一
輯
』
一
冊
，『
聊
齋
志
異
』
一
函
四
冊
。
尚
有
『
古
今
小
說
』
，
俟
由
上
海
來
貨
後

當
再
代
購
，
唯
『
世
說
新
語
』
云
係
翻
印
前
田
家
尊
經
閣
印
本
，
是
否
需
要
，
請
見
告
。
此
外
聞
有
余
嘉
錫
之
『
世
說
新
語
箋
注
』
，

頗
為
詳
盡
，
如
出
版
，
似
尚
有
參
考
之
價
值
。『
封
神
演
義
』
亦
容
續
寄
。
有
在
西
北
大
學
之
外
孫43
索
得
中
日
貿
易
新
聞
社
集
郵
部
之

目
錄
，
有
別
紙
所
列
之
郵
票
欲
得
而
無
法
郵
購
。
茲
特
代
為
奉
托
，
可
否
請
向
該
社
購
取
，
直
接
寄
至
敝
處
，
至
為
感
荷
。
又
有
下
列

二
書
，
亦
祈
費
心
代
購
。
唯
第
二
種
係
外
縣
出
版
，
是
否
不
易
覓
得
。

一
，
岸
本
水
府
著
『
川
柳
讀
本
』
創
元
社

二
，
安
川
久
留
美
著
『
現
代
川
柳
の
鑒
賞
』
す
げ
笠
川
柳
社

（
愛
知
県
犬
山
町
松
本
町
三
四
〇
，
す
げ
笠
川
柳
社
）

承
寄
下
忠
臣
藏
參
考
書
甚
為
感
謝
。
又
『
落
語
全
集
』
二
冊
。
閒
時
披
讀
甚
感
興
趣
，
唯
苦
於
不
適
宜
於
翻
譯
（
題
材
方
面
）
，
此
事

恐
甚
困
難
。
雖
出
版
社
有
此
希
望
，
恐
未
易
達
到
也
。『
浮
世
風
呂
』
前
編
二
編
已
譯
註
完
了
，
送
給
出
版
社
，
何
時
能
刊
行
，
則
尚
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未
知
。
匆
匆
不
盡
，
即
請

松
枝
先
生
台
鑒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
啟
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一.

十
三.

目
黒
区
柿
木
坂
一
一
四

中
日
貿
易
新
聞
社
集
郵
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
價

　

第
四
回
国
民
体
育
大
会
紀
念
（
水
泳
）　

８　

20　
　
　
　

十
和
田
国
立
公
園
（
組
合
せ
）　　
　
　

55　

100

　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
（
陸
地
）　

８　

20　
　
　
　

阿
寒　
　

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

55　

100

　

切
手
趣
味
週
間
紀
念　
　
　
　
　
　
　

５　

80　
　
　
　

梅
謙
次
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10　

20

　

平
和
博
覧
会
紀
念
（
長
野
）　　
　
　
　

16　

40　
　
　
　

内
村
鑑
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８　

15

　

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
（
組
合
せ
）　　
　

60　

100　
　
　
　

狩
野
芳
崖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８　

15

　

中
部
山
岳　

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　

60　

100　
　
　
　

樋
口
一
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８　

15

　

吉
野
熊
野　

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　

40　

80　
　
　
　

長
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

24　

50

　

富
士
箱
根　

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　

55　

100　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

855
44
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１
９
５
５
１
１
２
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

拝
啓　

前
承
寄
示
川
柳
新
刊
廣
告
，
其
中
有
大
曲
駒
村
著
『
川
柳
大
辞
典
』（
上
下
二
冊
、
日
文
社
發
行
）
如
已
刊
行
，
祈
費
心
為
代

購
一
部
寄
下
為
荷
。

松
枝
先
生　

台
鑒

　
　
　
　
　

十
一
月
廿
四
日　

周
啓
明

１
９
５
５
１
２
０
５
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

暫
く
ご
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
お
変
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
本
日
、
柳
先
生
あ
て
に
（
大
変
お
そ
く
な
り
ま
し
た
が
）

岸
本
水
府
『
川
柳
讀
本
』（
こ
れ
は
ゾ
ッ
キ
本
で
金
百
円
也
で
す
）

安
川
く
る
み
『
現
代
川
柳
の
鑑
賞45
』

岡
田
甫
『
珍
書
探
求
』

『
近
世
庶
民
文
化
』
二
八
号

『
日
本
郵
便
切
手 

型
録
』

組
合
せ
切
手
六
種

を
送
り
ま
し
た
。『
柳
の
葉
末
』
は
来
年
再
刊
さ
れ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
れ
ま
で
お
待
ち
ね
が
い
ま
す
。『
近
世
庶
民
文
化
』
は
近
い

う
ち
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
取
揃
え
て
お
送
り
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。『
柳
の
葉
末
』
の
精
粹
は
大
方
で
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
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な
お
同
種
の
も
の
に
「
べ
に
ふ
で46
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
か
で
、
こ
れ
も
来
年
再
刊
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
切
手
は
組
合
せ
分
以

外
の
分
は
、
こ
の
手
紙
に
同
封
い
た
し
て
お
き
ま
す
。
最
近
ビ
ー
ド
ロ
を
吹
く
女
と
い
う
の
が
出
て
好
評
の
よ
う
で
す
。
つ
い
で
に
二

枚
だ
け
添
え
お
き
ま
す
。

お
示
し
の
柿
ノ
木
坂
一
一
四
、
中
日
貿
易
新
聞
社
と
い
う
は
、
ち
ょ
う
ど
私
が
学
校
に
行
く
道
筋
で
す
の
で
、
さ
が
し
て
み
ま
し
た
が
、

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
番
地
の
人
に
き
い
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
し
い
看
板
の
か
ゝ
っ
た
家
も
あ
り
ま
せ
ん
。
狐
に

つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
気
持
で
す
。
そ
れ
で
神
田
の
専
門
店
か
ら
、
こ
れ
は
買
っ
た
の
で
す
。

『
重
評
石
頭
記47
』
を
お
送
り
下
さ
れ
し
由
、
ま
だ
着
き
ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
有
難
く
、
一
日
千
秋
の
思
で
待
っ
て
お
り
ま
す
。

『
紅
樓
夢
討
論
集48
』
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
お
願
い
致
し
ま
す
。
豊
一
先
生
の
譯
書49
す
で
に
受
取
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
前
便
ご
教
示
の
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
寫
真50
に
つ
い
て
、
二
十
三
年
の
も
の
と
す
れ
ば
、
日
記
に
あ
る
八
人
の
う
ち
竹
田
先
生
の

姿
が
あ
り
ま
せ
ん
。
駒
田
氏
に
よ
れ
ば
、
も
う
一
枚
、
竹
田
先
生
の
は
い
っ
た
の
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
た
し
か
二
十
二
年
（
魯
迅
日

記
缺
）
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
數
ヶ
月
、
魯
迅
の
『
墳
』
の
翻
譯
に
従
事
し
、
大
変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
調
べ
ら
れ
る
だ
け
調
べ
た
つ
も
り
で
す
け
れ
ど
も
、

尚
不
明
の
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
っ
て
こ
ま
り
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
こ
の
三
つ
お
教
え
願
い
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

一
，
八
八
頁
一
、
二
行
「
摩
羅
詩
力
説
」
汲
覃
勗
迭
氏
？

　
　
　

二
、
二
〇
二
頁　

十
一
行
「
雑
憶
」
黄
蕭
養 

回
頭

　
　
　

三
、
九
九
頁　

十
三
行
「
摩
羅
詩
力
説
」
コ
ロ
レ
ン
コ
の
「
末
光
」　

く
ら
が
り
？

今
日
、
お
葉
書
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。『
川
柳
大
辞
典
』
さ
っ
そ
く
調
べ
て
、
出
て
い
た
ら
、
お
送
り
し
ま
す
。
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尚
、
余
嘉
錫
『
世
説
箋
注
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
前
田
家
本
は
以
前
に
東
大
で
借
り
出
し
て
校
訂
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
急
に
要
る
わ
け
で
は
な
く
、
余
氏
の
本
が
出
れ
ば
、
尚
更
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
ら
、
こ
の
度
は
お
送
り
願

わ
な
い
こ
と
に
致
し
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
、
寒
い
時
候
と
な
り
ま
し
た
。
御
地
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
は
ま
だ
火
鉢
は
用
い
ず
、
日
向
ぼ
っ
こ
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。

お
か
ら
だ
、
お
大
事
に
な
さ
い
ま
す
様
、
祈
っ
て
お
り
ま
す　

不
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
五
日　
　
　

松
枝
茂
夫

周
啓
明
先
生

１
９
５
５
１
２
１
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

拜
啓 

下
記
畫
刊
二
冊
祈
費
心
購
寄
。
此
二
冊
如
能
直
接
郵
寄
北
京
最
好
，
專
此
拜
托
。

　
　

一
，『
歌
舞
伎
』（
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
②
）

　
　

二
，『
歌
舞
伎
名
作
の
鑑
賞
』（
同
上
⑤51
）

　
　
　
　

（
世
話
狂
言
の
部
）

１
９
５
５
１
２
３
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雜
書
十
許
種
，
甚
為
瑣
碎
，
祈
費
神
代
購
為
幸
。

拜
啟 

五
日
航
空
信
已
拜
見
，
承
費
心
寄
下
『
川
柳
讀
本
』
等
亦
已
領
到
，
謝
謝
。『
世
說
新
語
』
影
印
本
容
一
找
，
如
印
佳
當
為
購
寄
。
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『
封
神
』
云
要
印
，
但
尚
不
知
何
時
。
關
於
『
墳
』
的
問
題
，
容
日
內
轉
問
人
民
文
學
出
版
社
內
魯
編
室 

魯
迅
著
作

編
輯
室

 

同
人
。
他
們
在
作
註

解
。
有
些
比
我
所
知
為
詳
，
但
�
汲
罩
勛
迭52
�
記
得
他
們
曾
來
問
我
過
，
則
恐
終
難
測
知
為
誰
也
。
魯
迅
雜
文
注
解
聞
一
九
五
六
年
中

可
印
出
數
種
。
他
們
還
在
整
理
日
記
及
書
簡
，
則
工
程
浩
大
，
恐
一
時
未
易
卒
業
耳
。
草
草
。

　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

十
二
・
三
十
・　
　
　
　
　
　
　

周
啟
明

角
川
文
庫

　

戸
板
康
二　
『
歌
舞
伎
ノ
話
』

　

徳
永
直　
　
『
妻
ヨ　

ネ
ム
レ53
』

　

〃　
　
　
　
『
静
カ
ナ
ル
山
々
』（
一
，
二54
）

河
出
書
房
市
民
文
庫

　

田
山
花
袋　
　
　
『
東
京
ノ
三
十
年55
』

　

内
田
百
閒　
　
　
『
贋
作
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』

岩
波
書
店

　

岩
波
文
庫　
　
　
『
擬
曲
』

　

〃　
　
　
　
　
　
『
人
サ
マ
〴
5〵6

』

　

〃　
　
　
　
　
　
『
銀
ノ
匙
』（
中
勘
助
）
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〃　
　
　
　
　
　
『
誹
風
柳
多
留
』（
五
）

　

〃　
　
　
　
　
　
『
啄
木
歌
集
』

　

寫
真
文
庫　
　
　
『
歌
舞
伎
』

　

啄
木
全
集
別
冊　
『
啄
木
案
内
』

１
９
５
６
０
１
１
４
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
地
は
旧
臘
か
ら
ず
っ
と
春
の
よ
う
な
暖
さ
が
つ
ゞ
い
て
、
全
然
冬
の
よ
う
な
気
持
が
し
ま
せ
ん
。
お
正
月
も
火
鉢
い
ら
ず
と
は
珍
ら

し
い
こ
と
で
す
。
御
地
は
い
か
ゞ
で
し
ょ
う
か
。『
脂
硯
斎
本
石
頭
記
』、『
西
遊
補
』、『
古
今
小
説
』、『
聊
斎
志
異
』
等
た
し
か
に
受

取
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
は
十
二
月
二
十
八
日
に
、『
川
柳
大
辞
典
』
二
冊
、『
静
か
な
る
山
々
』

第
二
部
上
、
下
二
冊
、『
近
世
庶
民
文
化
』
第
八
号
か
ら
三
十
号
ま
で
（
２
８
欠
）、
香
港
柳
先
生
宛
に
送
り
ま
し
た
。
右
の
う
ち
、『
静

か
な
る
山
々
』
第
二
部
は
、
う
っ
か
り
し
て
九
月
に
發
行
さ
れ
た
の
を
知
ら
ず
、
大
変
お
く
れ
て
申
譯
な
く
存
じ
ま
す
。

『
近
世
庶
民
文
化57
』
は
、
岡
田
甫
氏
よ
り
武
藤
禎
夫
氏
を
通
じ
て
、
先
生
に
贈
呈
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
武
藤
氏
は
若
い
川

柳
研
究
者
で
、『
苦
茶
庵
笑
話
選
』
を
私
の
と
こ
ろ
に
借
り
に
見
え
ら
れ
て
か
ら
、
知
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
岡
田
氏
と
昵
懇
の
由
で
、

一
九
五
六
年
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そ
の
著
書
を
求
め
る
便
宜
を
得
ま
し
た
。
岡
田
氏
か
ら
は
「
拙
著
を
讀
ん
で
下
さ
っ
て
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
傳
え
て
く
れ
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
（
一
月
十
日
）

香
港
あ
て
に
九
冊
、『
歌
舞
伎
の
話
』、『
妻
よ
ね
む
れ
』、『
静
か
な
る
山
々
』
第
一
部
上
下
、『
贋
作
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』、『
擬
曲
』、

『
人
さ
ま
ざ
ま
』、『
銀
の
匙
』、『
啄
木
歌
集
』

北
京
あ
て
に
二
冊
、

　
　
『
ア
ル
ス
グ
ラ
フ
歌
舞
伎
名
作
の
鑑
賞
』、『
歌
舞
伎
』

尚
、
そ
の
他
は
、
又
あ
と
か
ら
お
送
り
し
ま
す
。
岩
波
文
庫
『
柳
多
留
』（
五
）
は
、
二
月
發
行
の
由
で
す
。
一
句
索
引
を
附
す
る
為

に
發
行
が
延
び
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
目
下
『
准
風
月
談
』
と
『
花
邊
文
學
』
の
翻
訳
に
忙
殺
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
四
月
頃58
か
ら
、
岩
波
書
店
か
ら
『
魯
迅
選
集
』

十
四
冊
が
続
刊
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
一
冊
で
す
。
形
は
啄
木
全
集
、
芥
川
、
志
賀
全
集
と
同
じ
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
新
書
版
で
、
毎

月
二
冊
づ
ゞ
出
る
の
で
す
か
ら
、
大
変
で
す
。
翻
訳
は
疑
問
続
出
で
難
行
を
き
わ
め
、
大
弱
り
の
て
い
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
け
て

も
、
中
國
の
注
釈
事
業
が
待
た
れ
る
次
第
で
す
が
、
間
に
合
わ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
と
恐
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
仕
事
で
い
そ
が
せ
ら
れ
て
、
正
月
も
怱
々
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
手
紙
も
す
っ
か
り
の
び
〳
〵
に
な
っ
て
申
訳
も
あ
り

ま
せ
ん
。

あ
と
の
本
は
集
ま
り
次
第
す
ぐ
お
送
り
し
ま
す
。

　
　

松
枝
茂
夫　
　
　

一
月
一
四
日

周
啓
明
先
生
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１
９
５
６
０
１
２
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拝
啓
，
承
寄
下
『
川
柳
大
辞
典
』
二
冊
，『
静
カ
ナ
ル
山
々
』
等
三
冊
，
收
到
多
謝
。
新
年
過
後
圖
書
館
始
能
借
書
，
借
来
『
墳
』
一
看
，

略
奉
答
如
下
：
一
，「
汲
覃
勖
迭
」
夙
成
疑
聞
。
人
民
文
学
社
魯
︵
迅
著
作
︶編

室
︵
輯
︶

同
人
見
詢
亦
未
能
解
答
。
今
見
原
文
始
憶
起
此
段
材
料
原
係
鄙

人
所
供
給
，
出
自
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
之
『Ideal &

 Reality in Rus.Lit.

』
或
ブ
ラ
ン
デ
ス
之
『
ロ
シ
ヤ
印
象
記
』
中
。
請︵
大
抵
是
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
︶

就
各
該
章
一
査
，

當
可
明
瞭
。
二
，「
黄
蕭
養
回
頭
」
係
陳一

種

カ

タ

リ

モ

ノ

天
華
所
作
，
借
了
民︵

廣

東

？

︶

間
傳
説
人
物
叙
説
満
清
滅
明
故
事
，
宣
傳
民
族
革
命
者
。
關
於
此
一
項

如
魯
編
室
有
更
詳
明
的
資
料
，
當
再
奉
告
。
三
，
コ
ロ
レ
ン
コ
之
『
末
光
』
未
能
確
憶
，
記
得
似
是
英
譯
名T

w
ilight

，
但
英
譯
本

未
見
到
。
請
一
査
關
於
コ
ロ
レ
ン
コ
著
作
的
論
文
，
當
可
知
道
吧
。『
近
世
庶
民
文
化
』
承
惠
寄
，
至
感
。
茲
又
有
一
事
奉
託
：
人
民

文
学
社
以
後
擬
着
手
譯
印
日
本
文
学
作
品
，
妄
思
着
手
搞
一
冊
浄
瑠
璃
選
，
苦
無
参
考
本
，
聞
河
出
書
房
有
『
口
語
譯
近
松
名
作
集
』

一
種
，
乞
費
心
代
購
一
冊
。
又
朝
日
新
聞
社
古
典
全
書
中
有
中
西
善
三
校
註
之
『
浮
世
床
』
，
如
已
出
版
，
亦
祈
一
併
購
寄
。
岩
波
寫

真
文
庫
中
『
一
年
生
』
一
種
聞
甚
佳
，
乞
亦
找
一
冊
寄
下
。『
浮
世
風
呂
』
初
二
編
譯
本
云
即
將
付
印
，
可
能
在
春
間
出
版
。
在
店
頭

見
『
封
神
演
義
』
已
出
，
購
得
一
部
寄
在
柳
君
處
。
想
不
久
可
以
奉
上
。
查
此
係
翻
印
坊
本
（
四
雪
艸
堂
本
）
，
似
無
多
大
價
值
。
明

刊
本
国
中
找
不
到
，
此
翻
刻
似
無
多
少
意
義
。
若
為
流
通
計
則
又
書
本
太
大
，
殊
不
便
於
翻
閱
也
。
不
盡

松
枝
先
生　
　

一
月
廿
一
日　

作
人

１
９
５
６
０
２
０
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
印
出
『
警
世
通
言
』
是
否
需
要
，
容
寄
奉
。

拜
啟
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十
四
日
賜
書
誦
悉
。
直
接
寄
來
之
『
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
』
已
於
昨
晚
收
到
，
由
香
港
轉
之
分
想
亦
即
可
到
矣
。
柳
君
將
有
英
國
之
行
，

將
轉
寄
刊
物
之
事
托
了
何
儀
君 

香
港
九
龍
約

道
十
一
號

唯
以
後
擬
陸
續
改
為
直
寄
。
如
貴
處
別
無
什
麼
不
便
，
亦
請
改
變
。
雖
然
請
何
君
轉
亦
無
不
可
。

前
由
柳
君
轉
奉
『
封
神
』
二
冊
，
又
由
何
君
寄
上
小
書
三
冊
（『
文
學
遺
產
選
集
』、『
增
刊
』
等
）
。
想
可
前
後
收
到
了
。
嚴
敦
易
『
水

滸
之
演
變
』
未
出
，
聞
原
擬
附
於
『
水
滸
評
林
』
翻
印
本
後
，
現
似
在
擱
淺
也
。『
墳
』
中
三
問
題
已
查
來
�
波
罩
勛
迭
�
原
文
當
係

從
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
書
中
查
得
。
同
封
寄
上
祈
查
收
。
前
來
信
說
及
兒
童
文
學
，
關
於
此
事
一
時
殊
難
奉
答
。
因
不
知
有
何
種
佳
作
，
而

市
上
批
評
又
多
不
很
可
憑
心
。
以
此
久
擱
。
有
友
人
在
人
民
美
術
出
版
社
主
編
�
小
人
書
� 

此
係
俗
稱
，
現
在
通

稱
�
連
環
圖
畫
�
。  

曾
以
上
製
『
東
郭
先
生
』

見
貽
。
今
轉
以
奉
贈
。
云
小
人
書
精
印 

用
宣
紙

大
本

 

者
此
處
只
有
�
童
工
�
，
為
其
中
最
佳
之
二
冊
也
。
又
拙
著
『
立
春
以
前
』
一
冊
亦
附
奉
，

此
書
剛
印
成
適
逢
終
戰
，
未
發
行
而
書
店
關
門
，
故
市
面
上
不
見
。『
笑
贊
』
一

篇
即
收
在
內

。
笑
話
選
久
思
改
變
，
未
有
機
會
，
數
月
前
�
外
文
出

版
社
�
擬
選
譯
笑
話
一
冊
為
英
文
，
囑
供
給
資
料
。
因
發
心
於
原
書
三
部
分
外
加
入
趙
南
星
之
『
笑
贊
』
全
文
。
此
書
難
得
完
全
板
本
。
因
此
我

所
抄
存
的
一
卷
也
可
以
算
是

珍
本

了
。 

名
為
『
明
清
笑
話
集
』
。
除
借
給
外
文
社
抄
出
一
本
外
，
已
寄
給
文
學
古
籍
刊
物
社 

人
民
文
學
出
版

社
內
之
一
分
支 

去
看
。
未
知
能
接
受
出
板
否
耳
。

匆
匆
不
盡
。

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
啟
明

　
　
　

再
下
記
二
書
，
祈
為
物
色
賜
寄
：

　
　
　

一
，
徳
富
蘆
花
『
不
如
帰
』（
岩
波
文
庫
，
或
其
他
）

　
　
　

二
，
佐
多
稲
子
『
私
ノ
東
京
地
図
』（
新
日
本
文
学
会
，
但
別
種
刊
本
均
可
）

〈
別
紙
〉

原
稿
用
紙
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
万
年
筆
の
文
字
の
後
に
毛
筆
で
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
万
年
筆
は
恐
ら
く
魯
迅
著
作
編
輯
室
で
、
毛
筆

181



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦後篇

37

が
周
作
人
だ
ろ
う
。
毛
筆
部
分
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
す
。

（
一
）
汲△
波

覃
勗
迭
（F.M

. Bodenstedt, 1819―
1892

）
德
國
作
家
。

（
二
）�
末
光
�
的
原
名
是П

оследны
й Луч

。
英
文
是L

ast R
ay

。
一
九○

一
年
發
表
。

（
三
）
黃
蕭
養
回
頭
，
新
廣
東
武
生
著
，
是
一
本
鼓
吹
反
清
革
命
的
粵
劇
。
原
載
新
小
說
雜
誌
，
後
有
廣
智
書
局
的
單
行
本
。

內
容
說
黃
帝
命
黃
蕭
養
的
靈
魂
投
生
，
從
事
救
國
運
動
。

一
，
�
汲
�
應
是
波
字
。
恐
在
『
河
南
』
雜
誌
上
發
表
時
誤
植
，
相
沿
未
及
改
正
。

三
，
此
書
記
得
係
是
陳
天
華
所
作
。「
新
廣
東
武
生
」
當
係
其
筆
名
。

１
９
５
６
０
２
１
６
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

お
手
紙
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。�
汲
覃
勗
迭
�
な
ど
三
件
大
変
お
手
數
を
お
か
け
し
て
、
す
み
ま
せ
ん
。
お
か
げ
で
ど
う
や
ら
形
が
つ

き
ま
し
た
。『
摩
羅
詩
力
説
』
の
第
八
章
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ス
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
英
文
1886
中
の
「
十
九
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
文
学
」
に
あ

る
由
、
学
生
が
調
べ
て
く
れ
て
、
ほ
ぼ
原
文
を
つ
き
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
ゞ
方
々
に
や
は
り
疑
問
が
あ
っ
て
、
十
分
な
翻

訳
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
羞
か
し
く
思
い
ま
す
。

『
封
神
演
義
』、
昨
日
た
し
か
に
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
あ
つ
く
お
禮
申
上
げ
ま
す
。

さ
て
大
変
お
く
れ
ま
し
た
が
、
本
日
、
直
接
北
京
あ
て
に
、
五
冊
だ
け
お
送
り
し
ま
す
。
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『
浮
世
床
』（
朝
日
新
聞
社
）

『
一
年
生
』（
岩
波
写
真
）

『
東
京
の
三
十
年
』（
角
川
）

『
私
の
東
京
地
図
』（　
〃　
）

『
不
如
帰
』（
岩
波
文
庫
）

な
お
、「
啄
木
案
内
」
は
目
下
品
切
、
そ
の
う
ち
に
岩
波
の
人
に
た
ず
ね
て
、
何
と
か
手
に
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
柳
多
留
』（
五
）、『
近
松
』（
河
出
國
民
文
学
）
は
ま
だ
出
ま
せ
ん
。

浄
瑠
璃
本
は
、
新
刊
本
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
さ
が
し
て
み
ま
す
。

柳
先
生
か
ら
、
私
の
方
へ
も
お
知
ら
せ
が
参
り
、
何
儀
先
生
を
紹
介
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
直
接
北
京
の
方
が
、
時
間
的
に
ず
っ
と
速
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
途
中
紛
失
の
危
險
さ
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
方
が
よ
ろ

し
い
様
に
思
い
ま
す
。
私
の
方
は
一
向
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
中
國
に
対
す
る
一
般
感
情
は
非
常
に
よ
く
、
こ
と
に
若
い
人
達
は
き
わ

め
て
自
然
な
気
持
で
（
卑
屈
で
は
な
く
）、
中
國
に
対
し
て
深
い
尊
敬
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
戦
前
と
は
全
く
大
し
た
ち
が
い
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
先
だ
っ
て
お
見
え
に
な
っ
た
郭
先
生
の
一
行
も
十
分
お
わ
か
り
に
な
っ
て
帰
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

当
地
は
今
年
に
な
っ
て
一
度
、
大
雪
が
降
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ま
た
非
常
に
暖マ

くマ

、
桜
も
咲
き
そ
う
な
日
和
が
つ
ゞ
き
ま
す
。
私
は

魯
迅
全
集
の
翻
訳
で
ず
っ
と
い
そ
が
し
く
、『
准
風
月
談
』
と
『
花
邊
文
学
』
を
よ
う
や
く
終
り
、
こ
れ
か
ら
『
両
地
書
』
の
後
半
部

に
か
か
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
右
ま
で
、
又
書
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
六
日　
　
　

松
枝
茂
夫
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周
啓
明
先
生

１
９
５
６
０
２
２
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟 

十
六
日
航
空
信
拜
見
。
承
寄
下
書
籍
想
不
久
可
到
，
費
心
多
謝
。
今
又
有
事
奉
煩
，
友
人
徐
祖
正
（
現
已
回
北
京
大
學
，
在
東

方
語
文
系
日
語
科
任
教
授
）
需
要
新
村
出
編
『
廣
辭
苑
』（
岩
波
版
）
一
冊
。
請
寄
下
轉
交
。
徐
君
亦
擬
以
漢
籍
交
換
，
未
知
有

何較

大

部

為

宜

書
需
要
。
祈
示
及
，
亦
仍
由
敝
處
代
辦
寄
上
。
又
有
下
列
諸
書
，
亦
乞
費
心
代
購
：

　

一
，
東
久
邇
宮
稔
彥
著
『
ヤ
ン
チ
ャ
孤
獨
』
出
版
所
不
明

　

一
，
朝
日
新
聞
社
編？

『
東
京
ム
カ
シ
ム
カ
シ59
』

　

一
，
若
山
牧
水
著
﹃
紀
行
文
集
﹄　

此
種
並
無
一
定
，
因
有
改
造
文
庫
中
之
一
冊
，
頗
覺
喜
歡
。
為
此
請
代
一
查
岩
波
及
其
他
文
庫
。

如
有
別
種
選
本
（
或
單
行
本
）
，
請
為
購
取
一
二
為
荷
。
北
京
今
年
殊
不
冷
，
近
日
連
續
下
雪
三
個
半
天
。
今
日
雪
後
大
風
，
但
早
晨

室
外
亦
只
是
零
下
六
度
耳
。
草
草
不
盡
。

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
作
人　
　
　

二
・
二
十
七
・

１
９
５
６
０
３
２
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拝
啓　

二
月
末
寄
一
信
，
想
已
可
収
到
。
二
月
中
曾
寄
上
『
文
藝
遺
產
選
集
』
及
『
増
刊
號
』
三
冊
，
由
何
君
轉
呈
，
似
未
到
香
港
而

中
途
遺
失
。
日
後
當
再
購
寄
耳
。
由
北
京
直
寄
之
件
，
未
知
均
能
収
到
乎
？
昨
寄
出
一
包
，
内
『
且
介
亭
雑
文
二
集
』
一
冊
，
市
上
找

不
到
，
乃
是
日
内
見
到
人
民
文
學
出
版
社
内
�
魯
編
室
�
幹
部
，
向
其
索
取
，
由
該
室
奉
贈
者
。
略
一
翻
看
，
其
中
文
章
恐
對
於
日
本

現
代
讀
者
未
必
有
多
大
興
趣
？
又
一
冊
關
於
北
京
者
，
係
友
人
張
君
所
著
，
嘱
代
為
贈
與
對
於
北
京
有
興
趣
的
日
本
友
人
，
請
査
収
。
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如
或
別
有
感
到
興
趣
，
或
擬
利
用
者
，
請
告
知
。
尚
可
向
其
索
取
一
二
冊
也
。
今
年
魯
迅
去
世
廿
年
紀
念
，
人
民
文
學
社
将
印
行
註
解

本
著
作
，
但
出
版
遲
遲
。
對
於
尊
譯
幫
助
上
無
多
用
處
。
因
出
版
之
期
恐
将
在
秋
間
開
始
也
。
北
京
天
氣
漸
暖
，
日
本
想
�
花
見
�
時

節
不
久
将
開
始
矣
。
草
草
不
盡
。

松
枝
先
生　
　

三
月
廿
二
日　

作
人

１
９
５
６
０
３
２
３
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

昨
日
、
お
手
紙
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

過
日
来
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
お
送
り
下
さ
い
ま
し
た
『
人
民
画
報
』
二
冊
、『
警
世
通
言
』、『
紅
樓
夢
問
題
討
論
集
』
三
冊
、
そ
れ
か
ら
、『
東

郭
先
生
』
と
『
立
春
以
前
』、
確
か
に
受
取
り
ま
し
た
か
ら
、
何
卒
ご
安
心
下
さ
い
。
お
手
数
を
お
か
け
し
て
済
み
ま
せ
ん
。

『
立
春
以
前
』
は
、
実
は
前
に
す
で
に
い
た
ゞ
い
て
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
珍
ら
し
い
ご
本
を
二
冊
も
ひ
と
り
で
我
物
に
す
る
の

は
、
甚
だ
勿
体
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
か
ね
て
先
生
の
ご
著
述
を
愛
読
し
て
い
る
友
人
の
今
村
與
志
雄
君
に
贈
る
つ
も
り
で
お
り
ま

す
。

本
日
別
便
で

『
柳
多
留
』（
五
）（
岩
波
文
庫
）

若
山
牧
水
『
幾
山
河
』（
角
川
文
庫
）

野
田
宇
太
郎
『
東
京
文
学
散
歩
手
帖
』

を
送
り
ま
し
た
。
最
後
の
も
の
は
神
田
の
露
店
で
、
ゾ
ッ
キ
本
に
出
て
い
ま
し
た
の
を
買
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
つ
い
で
に
添
え
た
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ま
で
で
ご
ざ
い
ま
す
。
野
田
氏
の
『
東
京
文
学
散
歩
』
や
『
パ
ン
の
会
』
は
す
で
に
御
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

『
啄
木
全
集
案
内
』
は
、
賣
切
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
手
に
入
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
新
書
版
は
、
後
出
の
芥
川
や
志
賀
の
全
集

ほ
ど
装
幀
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
賣
行
が
わ
る
く
、
あ
ま
り
増
刷
し
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
河
出
書
房
の
『
文
藝
』
の
臨
時
増

刊
に
『
石
川
啄
木
讀
本
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
割
合
便
利
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
吉
田
孤
羊
編
の
『
啄
木
写
真
帖
』

か
な
り
大
部
の
立
派
な
も
の
で
す
が
、
古
本
屋
に
半
値
か
三
分
の
一
位
の
値
段
（
た
し
か
三
、
四
百
三
五
〇
円
位
）
で
、
古
本
屋
（
新

本
の
古
本
）
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

『
広
辞
苑
』
は
近
日
中
に
早
速
求
め
て
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
徐
先
生
の
お
求
め
に
な
る
本
、
何
に
よ
ら
ず
、
お
申
し
越
し
下
さ
い
。

喜
ん
で
出
来
る
限
り
の
事
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
た
ゞ
文
字
通
り
微
力
で
、
私
自
身
に
購
書
の
余
裕
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
お

は
ず
か
し
い
次
第
で
す
が
。

牧
水
は
な
お
捜
し
て
送
り
ま
す
。
少
し
心
当
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

甚
だ
お
手
数
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
左
記
の
も
の
を
お
ね
が
い
申
上
げ
ま
す
。

○
『
魯
迅
日
記
』
二
帙

○
『
魯
迅
書
簡
』
コ
ロ
タ
イ
プ
版　

一
冊

　
　
　
　
　
　
　

（
近
刊
の
二
冊
本
は
す
で
に
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
）

○
『
毛
沢
東
選
集
』 
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○
『
魯
迅
全
集
補
遺
』

○
『　
　
　

〃　　
　

續
編
』

○
范
文
瀾
『
中
國
通
史
簡
編
』
第
二
冊
以
下
（ 

第
一
冊

已
有 

）

○

王
瑤
『
中
國
新
文
學
史
稿
』
下
冊
（ 

上
冊

已
有 

）

私
は
目
下
、
岩
波
の
『
魯
迅
選
集
』
の
翻
訳
で
か
な
り
忙
が
し
い
日
々
を
過
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
に
や
っ
と
『
墳
』
一
巻
、『
准

風
月
談
』『
花
邊
文
學
』
一
巻
、
及
び
『
両
地
書
』
の
後
半
に
か
ゝ
り
ま
す
が
、『
且
介
亭
雑
文
』
一
二
三
集
、
一
巻
、
と
『
日
記
』『
書

簡
』『
集
外
集
補
遺
』
等
で
一
巻
、
こ
れ
だ
け
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
各
一
冊
を
殆
ど
一
ヵ
月
位
で
訳
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
か
ら
、
始
め
か
ら
大
体
無
理
な
話
で
あ
り
ま
す
。
お
は
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

目
下
当
地
は
入
学
試
験
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ど
の
学
校
も
十
倍
二
十
倍
の
競
争
率
で
、
せ
ま
い
土
地
に
一
億
ち
か
い
人
間
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
私
ど
も
に
と
っ
て
は
又
納
税
の
期
日
で
も
あ
り
、
こ
の
重
圧
は
思
っ
て
も
気
が
遠

く
な
る
位
で
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
も
は
や
こ
の
苦
し
み
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
こ
れ
だ
け
に
い
た
し
ま
す
。
さ
よ
う
な
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
五
日　
　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生

北
京
あ
て
に
送
り
ま
し
た
小
包
は
み
な
無
事
に
着
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
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以
上
は
三
月
五
日
に
書
い
て
、
出
さ
な
い
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
自
分
の
ず
ぼ
ら
を
恥
か
し
く
思
い
ま
す
。
三
月
十
三
日
に
、
小
包
二

個
送
り
ま
し
た
。

一
つ
は　
『
広
辞
苑
』
一
冊

一
つ
は
、『
東
京
む
か
し
む
か
し
』

　
　
　
　
『
や
ん
ち
ゃ
孤
独
』

　
　
　
　
『
牧
水
全
集　

小
品
随
筆
（
１
）』

な
お
次
の
も
の
を
求
め
て
お
送
り
下
さ
い
ま
す
様
お
ね
が
い
致
し
ま
す
。

○
『
独
幕
劇
選
』　　
　
　
　
　

人
民
文
学
社

○
『
骨
董
瑣
記
全
編
』　　
　
　

三
聯

○
『
懋
齋
詩
鈔
』　

○
『
四
松
堂
集
』　　
　

紅
樓
夢
関
係
書

○
『
春
柳
堂
詩
稿
』　　

第
一
〜
九
種

　
　
　
　

…
…

○
『
主
婦
手
記
』

　
　
　
　

----------------------

書
き
落
し
ま
し
た
が
、
さ
き
に
岡
田
甫
氏
に
、
先
生
の
お
手
紙
の
趣
、
つ
た
え
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
に
感
激
し
た
手
紙
を
よ
こ
さ
れ
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ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
ん
な
こ
と
を
申
上
げ
て
は
甘
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
も
し
周
先
生
が
お
気
が
向
い
た
と
き
、
小
生
の
た
め

に
何
か
額
に
で
も
出
来
る
詩
文
で
も
大
き
く
書
い
て
頂
け
な
い
も
の
か
、
そ
れ
を
貧
し
い
書
斎
に
飾
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
甚
こ
の
上

も
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
」
と
洩
し
て
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
右
お
傳
え
い
た
し
ま
す
。

入
学
試
験
や
何
や
か
で
、
三
月
の
休
み
も
大
半
を
す
ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
活
の
た
め
に
相
変
ら
ず
追
わ
れ
て
、
ろ
く
ろ
く
讀
書

も
せ
ず
は
ず
か
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
彼
岸
の
日

追
伸

『
啄
木
案
内
』、
本
日
、
岩
波
か
ら
直
接
お
く
る
様
た
の
ん
で
お
き
ま
し
た
。
市
上
で
は
殆
ど
手
に
は
い
ら
な
い
の
で
す
。

○
葉
丁
易
『
現
代
中
國
文
學
史
』

と
い
う
本
、
ほ
し
い
の
で
す
が
、
も
し
あ
れ
ば
二
部
お
送
り
下
さ
る
様
、
ご
依
頼
申
上
げ
ま
す
。

１
９
５
６
０
３
３
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

拜
啟 

下
記
各
書
乞
費
心
購
寄
集
為
幸
。
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一
，
長
塚
節
（
岩
波
文
庫
）

　
　

『
炭
焼
の
娘
』

一
，
永
井
荷
風

　
　

『
冷
笑
』

　
　

『
雪
解
』

一
，
三
遊
亭
円
朝

　
　

『
牡
丹
灯
籠
』

一
，
坪
田
譲
治
（
新
潮
文
庫
）

　
　

『
鶴
の
恩
返
へ
し
『

一
，
波
多
野
完
治

　
　

『
十
五
少
年
漂
流
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

１
９
５
６
０
４
０
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

三
月
二
十
三
日
手
書
誦
悉
。
賜
寄
書
籍
二
包
，
不
久
亦
到
。『
廣
辭
苑
』
已
轉
交
徐
君
，
算
作
新
幣
十
六
元
。
交
鄙
人
代
為
辦

理
購
奉
書
籍
。
計
已
寄
上
『
魯
迅
日
記
』
二
函
，
又
『
全
集
補
遺
』
並
製

無
有 
二
冊
，『
骨
董
瑣
記
』
一
冊
，
丁
易
『
文
學
史
』
及
『
毛
選
集
』

等
容
買
到
再
寄
。『
四
松
堂
集
』
等
九
種
紅
樓
夢
資
料
，
本
由
文
學
古
籍
刊
行
社
印
行
，
及
往
新
華
古
典
門
市
部
去
買
，
則
云
已
停
止

出
售
矣
，
因
前
有
人
在
報
上
批
評60
，
此
等
書
不
值
得
影
印
之
故
，
擬
寫
信
給
報
館
建
議
，
批
評
固
正
確
，
但
應
在
出
版
方
針
上
訂
正
，

172



文化論集第33号
46

已
印
之
書
停
售
亦
屬
浪
費
物
力
，
正
應
仍
舊
發
售
，
以
供
需
用
者
之
求
。
批
評
者
謂
應
摘
錄
彙
印
，
此
固
是
正
辦
，
但
既
未
彙
印
而
驟

然
停
售
，
良
可
謂
因
噎
廢
食
矣
。『
魯
迅
書
簡
』
影
印
本
目
下
市
上
殆
不
可
得
，
已
函
�
魯
編
室
�
同
志
請
助
，
如
有
什
麽
地
方
可
買
，

當
再
設
法
，
但
如
該
室
能
協
力
，
贈
與
一
冊
，
則
更
佳
矣
。
又
『
廣
辭
苑
』
甚
佳
，
豐
一
亦
欲
得
一
冊 

分
冊
的
辭
書

不
便
於
用

，
可
否
請
再
費
心
為

購
寄
一
部
，
至
為
感
荷
。
由
東
京
直
寄
之
書
，
均
能
收
到
，
較
轉
寄
更
爲
便
利
矣
。
草
草
。

松
枝
先
生　
　

四
月
七
日　

作
人

（
欄
外
に
追
記
）

『
主
婦
手
記61
』
不
易
找
，
希
望
以
出
版
所
或
著
者
名
見
告
。

１
９
５
６
０
４
０
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟  

下
記
之
書
乞
費
神
購
寄
為
幸
：

一
，
安
倍
能
成　
　
　
『
山
中
雜
記
』

二
，
野
田
宇
太
郎　
　
『
新
東
京
文
学
散
歩
』

　
　
　

二
冊
（
以
上
角
川
文
庫
）

三
，
羽
仁
五
郎　
　
　
『
日
本
人
民
ノ
歴
史
』

四
，
栗
林
農
夫　
　
　
『
俳
句
ト
生
活
』

五
，
關
敬
吾　
　
　
　
『
民
話
』

六
，
高
津
譯　
　
　
　
『
古
代
ノ
書
物
』
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（
以
上　

岩
波
新
書
）

七
，
長
塚
節　
　
　
　
『
土
』
二
冊

　
　
　
　
　

（
以
上　

岩
波
文
庫
）

１
９
５
６
０
４
１
０
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

軽
い
風
邪
で
臥
せ
っ
て
い
ま
す
床
で
、
お
送
り
下
さ
っ
た
『
人
民
首
都
的
天
橋
』
と
『
且
介
亭
二
集
』
た
し
か
に
受
取
り
ま
し
た
。
ま

こ
と
に
有
難
う
存
じ
ま
す
。
天
橋
は
昔
好
ん
で
遊
ん
だ
地
で
、
大
変
面
白
く
拝
見
し
ま
し
た
。
私
の
周
囲
に
も
天
橋
に
興
味
を
抱
い
て

い
る
人
は
幾
人
も
ご
ざ
い
ま
す
。
き
っ
と
こ
の
本
を
見
せ
た
ら
欲
し
が
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
新
華
書
店
系
統
の
本
は
東
京
に
も
内

山
書
店
は
じ
め
三
、
四
軒
か
ら
あ
る
中
国
専
門
の
書
店
で
割
合
容
易
に
手
に
入
り
ま
す
が
、
こ
の
種
の
も
の
に
な
る
と
、
全
然
そ
の
書

名
さ
え
知
る
手
が
か
り
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

本
日
、
別
便
で
書
籍
一
包
送
り
ま
す
。

内
容
は
左
の
通
り
で
す
。　
　

九
冊

○
『
雪
解
』　

荷
風

○
『
冷
笑
』　

荷
風

○
『
牡
丹
灯
籠
』　

円
朝

○
『
鶴
の
恩
返
し
』　

坪
田
譲
治
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○
『
十
五
少
年
飄マ
マ

流
記
』　　
　

波
多
野
完
治

○
『
柳
の
葉
末
全
釈
』　　
　
　

岡
田
甫 

六
八
〇
円

○
『
古
川
柳
辞
典　

第
一
巻
』　

根
岸
川
柳　
　

武
藤
禎
夫
氏
よ
り

○
『
笑
府
研
究
』　　
　

武
藤
禎
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
贈

○
『
近
世
庶
民
文
化
』　

31
．
32
合
併
号　

│
│　

岡
田
甫
よ
り
寄
贈

　

右
の
う
ち
、『
柳
の
葉
末
全
釈
』
は
普
及
判
で
、
こ
の
上
に
更
に
限
定
版
が
あ
る
そ
う
で
す
。『
古
川
柳
辞
典
』
は
恐
ら
く
第
一
巻
き

り
で
、第
二
巻
以
下
は
出
版
し
な
い
か
も
知
れ
ぬ
と
の
こ
と
で
す
。武
藤
氏
は
校
正
者
で
あ
る
関
係
か
ら
貰
っ
た
の
で
す
。『
炭
焼
の
娘
』

は
こ
の
次
お
く
り
ま
す
。
浄
瑠
璃
も
、

な
お
、『
近
世
庶
民
文
化
』
は
、
30
号
は
送
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
若
し
ま
だ
な
ら
、
送
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

（
私
失
念
し
ま
し
た
）

そ
れ
か
ら
三
月
十
三
日
に
送
り
ま
し
た
書
籍
二
包
（『
広
辞
苑
』
な
ど
）
は
届
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
日
あ
た
り
、
東
京
は
櫻
が
満
開
で
す
。
拙
宅
の
近
所
の
碑
文
谷
公
園
の
櫻
も
、
門
口
に
出
る
と
、
見
ら
れ
ま
す
。
一
昨
日
の
日
曜
は

ち
ょ
う
ど
花
見
時
で
し
た
の
に
、
あ
い
に
く
の
冷
雨
で
、
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
花
見
酒
に
よ
っ
た
人
々
の
写
真
が
新
聞
に
出
て
い
ま
し
た
。

四
月
一
日
に
は
三
分
咲
き
の
櫻
に
雪
が
積
も
り
ま
し
た
。
何
し
ろ
へ
ん
な
天
気
が
つ
づ
き
ま
す
。

お
大
事
に
な
さ
い
ま
す
様
い
の
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫

　

周
啓
明
先
生

⎭⎬⎫
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１
９
５
６
０
４
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

今
日
收
到
岩
波
書
店
寄
贈
之
『
啄
木
案
內
』
一
冊
，
謝
謝62
。
啄
木
的
詩
歌
在
一
九
二
一
年
頃
曾
譯
過
若
干
。
現
擬
慢
々
譯
出
其

二分

行

的
歌
集
，
交
與
人
民
文
學
出
版
社
。
此
事
至
難
。
但
不
敢
推
諉
，
擬
於
一
二
年
內
以
餘
假
成
之
。
關
於
此
事
須
請
大
力
幫
助
，
即
是
請

代
留
心
尋
找
資
料
，
特
別
是
說
明
啄
木
的
歌
與
人
的
關
係
的
。
記
得
溝
口
白
羊
有
過
「
啄
木
を
繞
る
人
々
」
一
類
的
著
作
。
如
能
找
到
，

祈
代
購
一
二
。
但
亦
不
必
急
々
也
。
紅
樓
夢
資
料
九
種
停
售
。
今
日
寫
信
給
人
民
日
報
社
，
請
其
轉
致
有
關
機
關
，
改
變
辦
法
，
仍
可

售
與
需
用
此
種
資
料
之
人
。
大
概
可
望
成
功
，
但
須
稍
等
幾
時
耳
。
舊
購
二
三
種
前
清
小
說
，
閱
後
無
用
，
便
以
奉
贈
。
雖
現
今
未
必

適
於
翻
譯
。
但
當
作
閒
書
看
亦
頗
有
趣
，
特
別
是
『
官
場
現
形
』
與
『
怪
現
狀
』
。
阿
英
之
『
晚
清
小
說
史
』
亦
可
供
參
考
。
亦
有
一

冊
可
以
奉
贈
，
前
由
港
轉
寄
『
文
學
遺
產
增
刊
二
集
』
及
『
選
集
』
，
似
未
到
香
港
，
日
後
亦
當
補
購
一
同
直
接
寄
上
也
。
草
草
不
盡
。

　
　
　
　
　
　

四
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
人

松
枝
先
生

１
９
５
６
０
４
２
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
十
日
手
書
拜
見
，
承
寄
來
之
書
大
概
月
内
可
到
吧
。
岡
田
君
囑
寫
字
，
遲
遲
未
敢
獻
醜
，
今
日
始
寫
大
小
二
紙
，
大
抵
係
錄
舊

作
，
咏
兒
童
所
玩
之
花
紙 

昔
時
之

新
年
畫 

原
有
小
註
，
另
紙
抄
上
，
否
則
更
不
易
明
了
也
。
聊
以
塞
責
，
乞
費
心
轉
交
，
硯 

漢
磚

硯

 

墨 

乾
隆

辛
卯

︵1771

︶

御
墨

 

筆 

鳩
居
堂

寫
經
筆 

均
佳
，
惜
字
不
行
耳
。『
庶
民
文
化
』
收
到
二
十
九
期
。
第
三
十
期
，
乞
為
轉
請
岡
田
君
賜
予
。『
魯
迅
書
簡
』
影
印

本
久
絕
板
，�
魯
編
室
�
亦
無
有
，
既
託
人
在
舊
書
店
尋
找
，
說
不
定
可
以
遇
到
，
但
亦
不
一
定
耳
。
武
藤
君
贈
書
，
祈
先
代
致
謝
意
，

日
後
容
再
去
信
致
謝
。
匆
匆
不
盡
。
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松
枝
先
生　

四
月
廿
三
日 

作
人

１
９
５
６
０
５
０
６
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟

　
　

十
日
航
空
信
拜
讀
後
，
於
二
十
三
日
寄
一
復
信
。
內
附
拙
書
二
紙
，
因
分
量
過
重
，
未
寄
航
空
，
想
此
信
到
後
亦
已
可
達
覽
矣
。

『
魯
迅
日
記
』
及
『
全
集
補
遺
』
等
未
知
均
收
到
否
？
一
月
末
有
『
文
學
遺
產
增
刊
二
集
』
等
由
香
港
轉
奉
，
乃
中
途
遺
失
未
到
香
港
。

今
先
將
『
增
刊
二
集
』
及
『
文
學
研
究
集
刊
二
集
』
各
一
冊
找
到
，
另
行
直
接
寄
奉
。
又
武
漢
大
學
教
員
劉
綬
松
其
人
所
著
講
義
『
新

文
學
史
初
稿
』
二
冊
亦
新
出
版
，
寄
上
以
供
參
考
。
又
阿
英
『
晚
清
小
說
史
』
新
刊
訂
正
本
，
在
同
類
書
中
可
稱
白
眉
，
與
新
西
蘭
人

編
譯
『
中
國
古
詩
選
』
一
冊 

係
外
文
出
版

社
見
贈
本

 
一
併
寄
呈
，
題
名
『Peace T

hrough A
ges

』
。
似
亦
是
一
種
看
法
也
。『
毛
澤
東
選
集
』
三

冊
作
一
包
寄
出
，
第
四
冊
未
刊
行
也
。『
人
民
畫
報
』
三
，
四
月

份
容
即
寄 

亦
均
收
到
否
？
如
中
有
遺
失
，
祈
見
告
以
便
補
購
。
十
日
信
中
所
說
承

費
心
寄
出
之
書
九
種
，
大
約
日
內
可
到
，
現
今
書
籍
郵
寄
，
速
時
三
星
期
可
到
，
但
亦
可
能
遲
延
。
時
令
已
交
夏
季
，
而
氣
候
尚
頗
冷
，

在
室
內
未
能
脫
去
棉
衣
。
在
東
京
則
已
是
看
花
時
節
矣
。
匆
匆
不
盡
。
即
請
。

　

松
枝
先
生　

台
鑒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
六
日　
　
　
　
　

作
人

１
９
５
６
０
５
０
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

　
　

拜
啓
。
日
前
得
有
光
書
房
通
知
，『
末
摘
花
詳
解
拾
遺
篇
』
將
於
五
月
下
旬
刊
行
，
乞
費
心
代
爲
注
文
一
冊
（
並
製
）
，
不
勝
感
幸
。

草
草
不
盡
。

　
　

松
枝
先
生　

啓
明 

五.

九.

167



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦後篇

51

１
９
５
６
０
５
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

四
月
十
日
所
寄
出
『
川
柳
の
葉
末
』
等
於
十
三
日
收
到
。
二
十
一
日
所
寄
『
廣
辭
苑
』
及
其
他
九
冊
一
包
，
則
在
十
五
日
即
已

送
達
矣
。
多
費
清
神
，
不
勝
感
荷
。
武
藤
君
賜
書
乞
先
代
為
致
意
道
謝
，『
笑
府
研
究
』
裨
益
良
多
，
因
舊
編
『
笑
話
選
』
擬
改
編
為
『
明

清
笑
話
集
』
，
笑
府
原
書
不
可
得
見
，
根
據
武
藤
君
研
究
，
對
於
舊
選
亦
可
有
不
少
改
正
也
。
日
前
寄
上
『
紅
樓
夢
討
論
集
四
』
及
『
文

學
遺
產
增
刊
』
，『
文
學
集
刊
』
第
二
輯
各
一
冊
，『
文
學
遺
產
選
集
』
一
輯
亦
已
購
到
，
容
下
次
再
寄
。
又
『
四
松
堂
集
』
等
紅
樓
夢

資
料
，
經
原
刊
行
社
給
予
紹
介
信
，
向
新
華
書
店
辦
好
交
涉
，
已
經
買
到
，
但
只
有
五
種
，
另
行
寄
奉
。
據
云
本
來
尚
有
二
三
種
，
但

現
在
恐
未
必
再
影
印
矣
。
其
中
聞
有
『
曹
氏
奏
摺
』
當
是
曹

寅
的
吧 

似
亦
無
多
大
價
值
也
。
別
紙
開
上
書
目
，
仍
乞
費
心
代
購
。『
魯
迅
日
記
』

於
上
月
四
日
寄
出
，
希
望
已
經
遞
到
。
匆
匆
不
盡
，
即
請

松
枝
先
生
台
鑒　
　
　
　
　
　
　
　

周
啟
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
五
日

一
，『
ラ
イ
ン
ケ
狐
』　　
　
　
　
　
　

岩
波
文
庫

二
，
柳
田
国
男
『
一
目
小
僧
』　　
　
　

角
川
〃
〃

三
，　　
　
　
　
『
木
棉
以
前
の
こ
と
』　　

〃

四
，　　
　
　
　
『
國
語
の
将
来
』　　
　
　

〃

五
，　　
　
　
　
『
遠
野
物
語
』　　
　
　
　
　
　

〃

六
，　　
　
　
　
『
日
本
の
伝
説
』　　
　
　

〃
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七
，　　
　
　
　
『
日
本
の
昔
話
』　　
　
　

〃

八
，
早
川
孝
太
郎
『
猪
鹿
狸
』　　
　
　
　

〃

１
９
５
６
０
５
２
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟 

前四

月

四

日

寄
上
『
魯
迅
日
記
』
二
函
，『
全
集
補
遺
』
二
冊
，
及
別
的
書
籍
，
未
知
均
能
收
到
否
？
頗
以
為
念
。
望
便
中
示
及
。『
廣
辭
苑
』

及
文
庫
多
冊
，
均
已
到
了
。
費
心
多
謝
。
前
因
擬
為
人•

文•

社
選
譯
『
啄
木
詩
歌
』
一
冊
，
可
否
請
代
購
『
啄
木
詩
集
』
二
冊
，

岩
波
本 

併

代
留
意
說
明
啄
木
歌
中
的
人
的
參
考
書
，
代
為
蒐
集
一
二
。
這
之
後
或
將
著
手
『
一
茶
選
集
』
，
則
至
早
須
俟
明
年
耳
。
又
朝
日
新
聞

社
出
版
了
ノ
エ
ル
・

ヌ
エ
ッ
ト　

﹃
東
京
誕
生
記
﹄，
亦
乞
購
寄
一
冊
為
荷
。

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

　

四
月
廿
三
日
寄
去
為
岡
田
君
所
寫
二
紙
，
想
已
蒙
收
到
了
。

１
９
５
６
０
６
０
５
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

又
々
大
変
な
ご
無
沙
汰
い
た
し
て
、
ま
こ
と
に
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
書
き
か
け
た
手
紙
、
そ
れ
も
一
と
月
以
上
も
前
の
を
出
し
て
み

て
、
恥
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。

お
送
り
の
御
本
、
全
部
無
事
着
い
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
御
安
心
下
さ
い
。

ま
こ
と
に
有
難
く
お
禮
申
上
げ
ま
す
。

165



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦後篇

53

『
魯
迅
全
集
補
遺
』
二
冊
、『
兒
童
文
學
選
』、『
魯
迅
日
記
』
二
函
、『
毛
澤
東
選
集
』
三
冊
、『
獨
幕
劇
選
』、『Peace T

hrough 

A
ges

』、『
中
國
新
文
學
史
初
稿
』
二
冊
、『
晚
清
小
說
史
』、『
文
明
小
史
』、『
廿
年
目
睹
之
怪
現
狀
』
二
冊
、『
官
場
現
形
記
』
二
冊
、

『
高
蘭
墅
集
』、『
四
松
堂
集
』、『
春
柳
堂
詩
稿
』、『
懋
齋
詩
鈔
』、『
綠
煙
瑣
窗
集
』、『
文
學
遺
產
增
刊
』
二
冊
、『
文
學
研
究
集
刊
』
第

二
冊
、『
古
今
小
說
』、『
人
民
畫
報
』、『
骨
董
瑣
記
』、『
紅
樓
夢
問
題
討
論
集
』　
　
　
　
　
　

一
、
二
、
三
、
四
、『
且
介
亭
雜
文
二
集
』、『
西
遊
補
』、『
東

郭
先
生
』
も
。

要
す
る
に
お
送
り
い
た
ゞ
い
た
分
は
全
部
着
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ご
返
事
を
怠
っ
た
ば
か
り
に
大
変
ご
心
配
を
か
け
て
ほ
ん
と
に

申
譯
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
岡
田
氏
の
た
め
に
、
お
書
き
下
さ
っ
た
書
、
説
明
書
と
も
三
枚
、
さ
っ
そ
く
届
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
岡
田
氏
は
大
変
よ
ろ
こ

ん
で
家
寶
が
ふ
え
た
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
よ
く
よ
く
お
禮
申
上
げ
て
く
れ
と
の
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
折
、
詩
の
解
釈
を

さ
せ
ら
れ
て
、
大
汗
か
き
ま
し
た
。
御
説
明
書
に
よ
っ
て
二
詩
の
方
は
何
と
か
ご
ま
か
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
詩
の
方
は
「
無
生
忍
」

と
い
う
語63
が
わ
か
り
か
ね
て
、
あ
と
で
調
べ
て
…
と
の
事
に
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
調
べ
き
れ
な
い
で
お
り
ま
す
。
ど
う
か
お
教
え
ね
が

い
た
く
存
じ
ま
す
。

さ
る
五
月
廿
三
日
に
、
十
冊
一
包
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

『
ラ
イ
ン
ケ
狐
』、『
木
棉
以
前
の
事
』、『
日
本
の
伝
説
』、『
国
語
の
将
来
』、『
遠
野
物
語
』、『
日
本
人
民
の
歴
史
』、
な
お
、『
庶
民
文

化
研
究
』
二
九
、
三
〇
（
岡
田
氏
贈
）、『
狂
言64
』（
古
川
氏
贈
）、『
魯
迅
選
集
』
二
冊
（
小
生
贈
）
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私
の
方
か
ら
、
お
送
り
し
た
分
も
割
合
早
く
、
確
実
に
、
お
手
許
に
着
い
て
お
り
ま
す
様
で
安
心
い
た
し
ま
す
。

近
日
中
に
、
又
一
ま
と
め
し
て
、
お
送
り
す
る
つ
も
り
で
す
。

昨
年
か
ら
引
續
き
、『
魯
迅
選
集
』
の
た
め
に
本
屋
か
ら
矢
の
催
促
の
受
け
通
し
で
、
身
も
細
る
思
い
で―

―

実
際
や
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
な
い
智
恵
を
し
ぼ
り
、
乏
し
い
力
を
ふ
り
立
て
て
、
随
分
無
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
出
は
じ
め
ま
し
た
が
、
ご
ら
ん

の
通
り
の
て
い
た
ら
く
で
、
甚
だ
ま
ず
い
も
の
が
出
来
上
り
、
は
ず
か
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
御
叱
正
ね
が
い
た
く
存
じ
ま
す
。
ま

ち
が
い
だ
ら
け
で
そ
ん
な
こ
と
が
い
え
る
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

東
京
は
こ
の
頃
雨
ば
か
り
つ
ゞ
い
て
、
す
で
に
梅
雨
に
は
い
っ
た
ら
し
く
、
鬱
陶
し
い
毎
日
で
す
。
昨
日
め
ず
ら
し
く
晴
れ
た
の
で
、

子
供
づ
れ
で
早
慶
戦
（
野
球
）
な
る
も
の
を
は
じ
め
て
見
に
行
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
緑
の
野
外
に
遊
び
、
日
光
に
さ
ら
さ
れ
て
、

急
に
元
気
を
取
戻
し
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

去
る
卅
一
日
、
歌
舞
伎
座
で
梅
蘭
芳
一
行
の
京
劇
を
見
ま
し
た
。「
鬧
天
宮
」
が
面
白
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
暑
く
な
っ
て
参
り
ま
す
。
御
地
は
も
う
夏
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
か
ら
だ
を
お
大
事
に
な
さ
い
ま
す
様
、
い
の
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　

六
月
五
日　
　
　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生
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１
９
５
６
０
６
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

五
日
來
信
誦
悉
，
承
寄
下
各
書
亦
已
收
到
。
費
神
至
為
感
謝
。
拙
譯
狂
言
承
古
川
君
注
意65
，
甚
為
感
荷
。『
狂
言
十
番
』
適
尚

存
舊
本
，
以
一
冊
為
贈
。
另
行
付
郵
，
請
費
心
代
呈
。『
魯
迅
選
集
』
二
冊
謝
謝
。
出
版
可
謂
神
速
。
昨
日
人
民
文
學
出
版
社
魯
（
迅

著
作
）
編
（
輯
）
室
王
士
菁
君
來
訪
，
云
尚
未
見
，
因
借
去
一
看
。
去
年
出
版
社
於
『
浮
世
風
呂
』
之
外
，
併
問
及
落
語
之
翻
譯
，
近

日
少
閑
，
因
試
譯
「
心
眼
」
一
篇
，
作
為
�
見
本
�
送
去
。
如
以
為
合
式
或
擬
續
譯
下
去
。
但
因
客
觀
條
件
（
時
代
與
社
會
風
俗
不
同
）

關
係
，
選
擇
材
料
比
較
不
易
，
有
些
很
好
的
東
西
因
講
的
吉
原
事
情
不
大
好
懂
，
只
好
割
愛
。（
又
如
﹁
寢
床
﹂
之
講
義
太
大
，
亦
是

一
例
）
不
知
『
落
語
全
集
』
除
前
見
賜
之
松
竹
二
冊
外
，
其
餘
各
冊
尚
能
找
到
否
？
如
有
別
的
亦
好
，
祈
乞
費
神
留
意
為
幸
。
承
問
�
無

生
忍
�
，
那
是
無
生
法
忍
之
略
，
係
佛
教
用
語
，
據
字
典
解
作
�
真
如
法
性
，
無
生
無
滅
ヲ
認
知
シ
テ
安
住
ス
ル
コ
ト
�
實
在
是
很
理

念
的
話
。
所
謂
�
悟
得
�
原
來
也
只
是
虛
辭
耳
。
可
發
一
笑
。
北
京
近
來
多
雨
，
差
不
多
已
像
入
雨
季
了
。
匆
匆
不
盡
。

　

松
枝
先
生　
　
　
　
　

六
月
十
五
日　
　
　
　
　

作
人

下
記
書
二
冊
乞
費
神
代
購
：

（
岩
波
新
書
之
內
）

森
島
守
人
著66

　

１
，『
陰
謀
・
暗
殺
・
軍
刀
』

　

２
，『
真
珠
湾
・
リ
ス
ボ
ン
・
東
京
』
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１
９
５
６
０
７
０
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

拜
啟　

下
記
各
書
乞
費
神
代
購
為
荷
。

岩
波
寫
真
文
庫
：

　
　
　

『
日
本
の
庭
園
』

　
　
　

『
木
曾
』

朝
日
寫
真
ブ
ッ
ク
：

　
　
　

『
ト
カ
ラ
の
島
々
』

　
　
　

『
十
和
田
の
四
季
』

講
談
社
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
：67

　
　
　

『
廣
重
』

　
　
　

『
歌
麿
』

　
　
　

（『
北
齋
』
已
有
）

１
９
５
６
０
７
０
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
十
五
日
一
信
，
想
已
蒙
察
收
矣
。
今
日
寄
上
『
歐
陽
予
倩
劇
作
選
』
一
冊
，
乞
查
收
。
此
外
有
何
需
要
，
幸
祈
示
及
。
改
編
『
明

清
笑
話
選
』
，
據
外
文
出
版
社
來
人
所
說
，
已
決
定
在
年
内
開
始
選
譯
（
英
文
）
，
併
云
在
上
海
找
到
『
笑
府
』
一
部
六
冊
，
將
來
擬
借

用
改
訂
，
選
取
當
可
較
多
，
惜
明
刊
『
開
卷
一
笑
』
終
不
可
得
見
耳
。
落
語
試
譯
一
篇
（
安マ

岡マ

鶴
夫
著
『
落
語
鑑
賞
』
中
之
「
心
眼
」）
，

161



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦後篇

57

經
文
學
出
版
社
閱
過
，
云
亦
擬
出
版
，
本
年
於
『
悲
劇
』
翻
譯
之
暇
擬
着
手
於
此
，
唯
安マ

岡マ

書
中
至
多
才
能
譯
一
半 

有
些
因
風
俗
不
同
之
故
不

易
了
解
，
亦
即
不
易
譯

 

如
有
別
的
落
語
資
料
，
尚
乞
費
心
代
爲
收
購
，
費
心
至
感
。
出
版
社
近
頗
熱
心
於
日
本
古
典
作
品
，
現
聞
在
找
錢
稻
孫
譯
『
源
氏
』
，

找
傅
仲
濤
譯
『
浄
瑠
璃
』，
此
事
極
好
，
但
亦
極
艱
難
耳
。
北
京
今
夏
多
雨
，
因
此
天
氣
甚
涼
，
東
京
想
已
大
熱
了
。
兩
三
年
前
見
書

目
上
有
『
夢
二
畫
集
』
出
板
（
龍
星
閣
發
行
，
價
四
五
〇
），
不
知
現
今
尚
可
得
否
？
便
中
乞
費
心
一
問
。
在
東
京
留
學
時
初
見
『
夢

二
畫
集
：
春
の
卷
』
，
至
今
尚
不
免
留
戀
，
亦
可
笑
也
。
匆
匆
不
盡
。

松
枝
先
生　

七
月
七
日  

作
人

１
９
５
６
０
８
１
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
久
未
問
訊
，
想
起
居
佳
勝
為
慰
。
承
寄
下
�
廣
重
�
等
大
小
書
九
冊
，
費
心
多
謝
。『
落
語
全
集
』
已
得
全
部
，
唯
選
擇
爲
難
，

尚
未
能
決
定
也
。
上
月
中
收
到
『
中
學
國
語
』
全
部
九
冊
，
係
由
出
板
所
寄
出
，
未
知
何
人
所
贈
，
編
輯
人
中
有
今
村
君
，
未
知
係
今

村
君
的
好
意
乎
？
拙
文
「
論
語
小
記
」
承
選
入
為
參
考
資
料
，
其
實
則
無
什
麽
可
取
，
殊
為
慚
愧
。
今
年
魯
迅
逝
世
二
十
年
紀
念
，
國

内
刊
物
漸
見
活
躍
，
來
我
處
索
稿
者
多
，
苦
於
無
法
應
付
，
因
我
所
寫
係
報
告
事
實
，
資
料
有
限
，
無
法
多
寫
，
但
不
得
已
亦
非
應
酬

不
可
，
已
寫
了
兩
万
餘
字
，
看
來
紀
念
過
去
，
我
可
以
�
托
蔭
�
寫
成
一
冊
小
書
，
目
下
已
有
出
板
社
來
預
約
，
可
謂
敏
捷
矣
。
在
紹

興
之
魯
迅
紀
念
館
約
我
去
看
一
趟
，
大
概
有
些
物
件
要
託
�
鑒
定
�
，
我
得
公
費
旅
行
，
一
看
現
今
的
百
草
園
，
亦
甚
樂
意
，
惟
因
天

熱
，
且
江
南
浙
東
多
蚊
，
以
是
遲
延
，
擬
候
天
氣
稍
涼
再
去
。
別
紙
有
幾
種
書
物
，
還
請
費
心
代
購
，
先
生
需
用
書
刊
亦
祈
示
知
，
以

便
購
奉
。
古
川
先
生
承
賜
所
著
﹃
狂
言
の
研
究68
﹄，
已
直
接
去
函
道
謝
矣
。
匆
匆
不
盡
。

松
枝
先
生　

八
月
十
八
日  

作
人
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岩
田
九
郎
著　
　

有
精
堂　
　
　
　
　

新
潮
文
庫

　

『
川
柳
評
釋
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
田
讓
治
『
風
の
中
の
子
供
』

　
　

吉
田
機
司
編　
　

綠
地
社　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

『
子
供
の
四
季
』
上
下

　

『
現
代
川
柳
』

岩
波
寫
真
文
庫

　

『
富
士
を
め
ぐ
る
』

　

『
四
囯
遍
路
』

　

『
村
の
一
年
』

　

『
佛
陀
の
一
生
』１

９
５
６
０
８
２
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

松
枝
先
生
：

七
月
廿
一
日
寄
上
一
信
，
想
已
蒙
收
到
。
胡
風
集
團
在
現
今
成
爲
嚴
重
問
題
，
曾
將
資
料
數
種
寄
奉
，
其
第
五
、
六
冊
亦
已
送
上
矣
。

『
人
民
畫
報
』
七
、
八
月
份
亦
已
寄
上
，
想
一
直
均
已
收
到
，
不
至
遺
失
吧
。
此
外
不
知
需
要
何
種
書
物
，
希
望
示
知
，
以
便
源
々
寄
呈
。

近
見
有
光
書
房
廣
告
，
有
下
列
一
書
：
岡
田
甫
著
，『
川
柳
末
摘
花
詳
釋
』
上
、
下
各
一
卷
並
製
，
代
價
三
五
〇
円
宛
，
乞
費
心
於
便

中
代
購
一
部
。

又
�
朝
日
寫
真
ブ
ッ
ク
�
中
有
下
列
二
書
：
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１
，『
琉
球
ノ
ソ
ノ
後
』

２
，『
中
華
人
民
共
和
國
』
，
亦
祈
各
購
一
冊
。
前
曾
代
買
『
浮
世
風
呂
』
註
解
，
現
今
已
得
其
用
，
由
人
民
文
學
出
版
社
委
託
翻
譯
（
擬

先
譯
前
二
編
）
，
預
定
年
内
交
稿
，
或
明
年
可
以
付
印
乎
。
匆
匆
。

即
致 

敬
啓　
　

八
月
廿
三
日 

周
啓
明

１
９
５
６
０
９
０
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

久
未
通
信
，
因
近
來
應
各
報
雜
誌
之
求
，
寫
魯
迅
紀
念
文
，
一
個
月
中
胡
亂
寫
了
四
五
萬
字
，
係
�
應
需
�
趕
寫
者
，
內
容
不

免
是
八
股
，
大
概
在
九
十
月
中
均
可
刊
出
。
以
後
結
集
為
一
小
冊
，
題
名
『
魯
迅
的
青
年
時
代
』
，
已
由
青
年
出
版
社
約
定
出
板
。
但

原
係
�
際
物
�
，
除
一
二
篇
外
亦
不
足
觀
也
。
落
語
承
蒐
集
全
部
，
甚
為
感
謝
，
唯
選
擇
翻
譯
為
難
，
能
否
譯
成
尚
無
把
握
。
曾
試
譯

「
心
眼
」
一
篇
，
寄
給
出
板
社
審
閱
，
卻
蒙
通
過
，
併
約
明
春
着
手
選
譯
，
殊
無
自
信
。
出
版
社
目
下
甚
希
望
多
出
些
日
本
現
代
以
外

的
作
品
，
而
譯
者
難
得
，
未
能
實
現
。
近
在
找
錢
稻
孫
譯
『
源
氏
』
，
未
知
能
有
成
否
。
又
承
寄
下
『
啄
木
寫
真
帖
』
，
啄
木
詩
歌
亦
由

出
版
社
囑
譯
，
而
啄
木
歌
近
來
愈
看
愈
難
譯
（
難
在
譯
出
了
便
沒
有
多
少
意
思
了
）
。
以
此
亦
未
知
何
日
可
以
着
手
耳
。

草
草
不
盡
，
容
再
談
。

　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

九
・
五
・　
　

作
人

１
９
５
６
０
９
１
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

拜
啓
。
下
記
書
籍
據
蘇
聯
民
族
學
雜
誌
，
批
評
頗
佳
，
因
欲
一
讀
，
祈
費
神
代
爲
購
寄
是
幸
。

一
、
和
歌
森
太
郎
著
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『
日
本
民
俗
學
』
弘
文
堂
出
版

１
９
５
６
１
０
２
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
久
未
通
詢
，
九
月
中
因
�
全
國
文
聯
�
之
邀
，
往
西
安
參
觀
，
本
月
中
才
回
北
京69
。
承
寄
下
『
星
取
り
棹70
』
等
書
，
費
神
多
謝
。

玆
因
小
孩
們
之
請
求
，
請
為
便
中
蒐
購
舊
郵
便
切
手
（
如
無
舊
者
，
則
新無

消

印

者

者
亦
可
）
二
十
種
，
別
紙
開
呈
，
祈
賜
鋻
察
。
此
次
魯
迅
紀

念
會
，
長
與
、
里
見
、
内
山
各
位
先
生
前
來
與
會
，
均
得
一
見
，
甚
爲
欣
幸71
。
商
品
展
覽
會
亦
往
一
看
，
惜
小
賣
供
不
應
求
，
無
從
買

得
耳
。

松
枝
先
生　

十
月
廿
四
日   

作
人

１
９
５
６
１
１
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
久
未
得
來
信
為
念
。
承
代
購
圖
書
甚
感
。『
夢
二
』
等
亦
已
收
到
矣
。
許
久
未
見
御
注
文
，
未
知
有
何
需
要
，
乞
隨
時
示
知
。

玆
又
有
一
事
奉
煩
，
乃
是
書
籍
以
外
之
事
。
未
知
能
行
否
？
聞
中
日
間
小
包
可
以
通
郵
，
以
一
キ
ロ
為
限
。
可
否
便
中
一
為
打
聽
，
如

果
可
能
，
擬
請
費
神
在
藥
店
一
問
，
近
出
糖
尿
病
特
效
藥D

iabeton

可
否
買
到
？
乞
代
購
在
一
千
元
以
內
之
藥
品
，
由
郵
便
寄
下
。

但
如
有
困
難
，
即
可
罷
論
。
承
惠
贈
『
魯
迅
選
集
』
，
先
後
均
已
轉
借
給
人
民
文
學
出
版
社
了
。
近
刊
『
日
記
』
一
二
九
中
有
說
及
馬

理
子
一
條72
，
註
中
解
為
馬
裕
藻
之
女
，
乃
系
錯
誤
。
馬
君
有
女
名
馬
理
，
此
日
記
中
所
說
乃
是
周
建
人
之
長
女
，
小
名
マ
リ
。
馬
理
乃

ア
テ
字
。
她
的
學
名
為
鞠
子
。
後
改
名
為
菊
梓
矣
。
人
民
文
學
社
本
全
集
已
出
一
二
兩
冊
，
所
註
亦
不
能
無
誤
。
如
�
荊
生
�
林
琴
南
小
說

中
主
人
公

 

不
知
系
指
徐
樹
錚
，
註
以
韓
文
�
識
荊
�
為
據
。
既
是
其
一
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
・
十
五　
　
　
　

作
人
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１
９
５
６
１
１
１
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
十
五
日
寄
一
信
，
奉
託
代
找
糖
尿
病
特
效
藥
ヂ
ア
ベ
ト
ン
，
唯
據
醫
師
說
新
藥
性
能
未
詳
，
或
未
便
試
用
，
因
此
特
再
通
知
，

可
請
作
罷
為
要
。
今
年
魯
迅
紀
念
，
應
報
刊
之
需
寫
了
些
文
章
，
編
爲
一
小
冊
，
交
青
年
出
版
社
刊
行
，
大
抵
多
已
說
過
，
無
甚
新
義

耳
。
草
草
不
盡
。

十
一
月
十
九
日　

周
啓
明

松
枝
先
生

１
９
５
６
１
２
０
６
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓　

随
分
長
い
間
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。

甚
だ
申
し
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
書
籍
す
べ
て
受
け
取
り
ま
し
た
。
有
難
う
存
じ
ま
す
。

『
魯
迅
選
集
』
の
仕
事
が
こ
の
程
よ
う
や
く
終
了
い
た
し
ま
し
て
、
一
年
ぶ
り
に
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
間
、

全
く
気
持
ち
の
余
裕
が
な
く
て
、
お
手
紙
一
つ
差
し
上
げ
な
か
っ
た
よ
う
な
仕
末
で
ご
ざ
い
ま
す
。

色
々
と
ま
ず
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
に
な
っ
て
は
、
あ
ゝ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
、
こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
。

力
の
不
足
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
国
の
方
で
註
釈
本
が
出
ま
し
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
尚
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
る

所
が
多
く
、
私
共
の
誤
り
も
沢
山
発
見
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
先
日
の
お
手
紙
に
馬
理
子
の
註
の
あ
や
ま
り
、
お
教
え
い
た
だ
き

156



文化論集第33号
62

ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
の
機
会
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
も
ど
う
も
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

先
日
の
お
手
紙
に
ヂ
ア
ベ
ト
ン
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
さ
っ
そ
く
薬
店
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
あ
ま
り
賣
り
出
し
て

い
な
い
と
か
で
、
中
々
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
成
分
を
書
い
た
紙
を
別
便
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
最
近
で
は
糖
尿
病
の
薬
は
、

新
薬
が
い
く
つ
も
出
て
い
て
、
ヂ
ア
ベ
ト
ン
は
、
あ
ま
り
出
て
い
な
い
の
で
、
知
ら
な
い
と
い
う
薬
店
も
あ
り
ま
し
た
。
メ
ゾ
キ
サ
ン

と
い
う
新
薬
が
、
こ
の
頃
は
出
て
い
る
と
か
で
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
を
貰
っ
て
来
ま
し
た
か
ら
、
試
み
に
お
送
り
し
ま
す
。
小
包
便
は
、

郵
便
局
に
た
ず
ね
ま
し
た
ら
、
や
は
り
ま
だ
通
じ
て
い
な
い
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
何
と
か
方
法
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
国
に
行
く
人
に
託
す
と
か
、
或
い
は
香
港
経
由
に
す
る
と
か
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
御
心
配
な
こ
と
で
、
は
や
く
何
と
か
お
薬
を
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
包
便
、
い
ず
れ
は
近
く
開
通
す
る
様
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
香
港
に
御
知
人
の
方
を
お
依
頼
下
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
お
大
事
に
な
さ
い
ま
す
様
い
の
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

左
記
の
も
の
「
御
注
文
」
い
た
し
ま
す
。

　
　

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・『
世
説
新
語
』
尊
経
閣
影
印
本　

や
は
り
欲
し
く
な
り
ま
し
た
。

・『
東
京
夢
華
録
』
上
海
古
典
文
学
出
版

・『
詩
経
試
訳
』
李
長
之　
　

〃

・『
金
元
戯
曲
方
言
考
』
徐
嘉
瑞　
　

商
務
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・『
桑
園
読
書
記
』
鄧
之
誠　
　

三
聯

・『
散
文
集
』
李
広
田　

作
家
出
版

・『
葉
聖
陶
童
話
選
』　

中
国
少
年
児
童
出
版

・『
西
蔵
民
間
故
事
』　

通
俗
読
物
出
版

・『
說
不
完
的
故
事
』　　
　

〃

・『
僮
族
民
間
故
事
』　　
　

〃

・『
維
吾
爾
民
間
故
事
』　　

〃

・『
國
王
吃
糠
』　　
　
　
　

〃

・『
國
王
和
醫
生
』　　
　
　

〃

こ
の
類
の
も
の
、
中
国
の
も
の
も
こ
め
て
、
何
で
も
結
構
で
す
。
以
前
に
『
阿
詩
瑪
』
を
よ
ん
で
大
変
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

・『
魯
迅
全
集
（
註
釈
本
）』、
で
き
た
ら
精
装
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

周
啓
明
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫
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１
９
５
６
１
２
２
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
六
日
惠
函
誦
悉
。『
魯
迅
選
集
』
二
冊
『
案
内
』
一
冊
及
郵
便
切
手
一
袋
收
到
，
費
心
謝
謝
。
所
需
『
魯
迅
全
集
』
託
人
向
市

上
尋
找
，
杳
不
可
得
，
因
向
新
華
書
店
注
文
，
未
知
爲
何
，
最
後
或
當
託
出
版
社
，
想
可
分
得
一
部
。
此
外
各
書
容
日
内
往
東
城
去
找
，

近
十
日
因
感
冒
臥
病
尚
在
靜
養
中
，
預
計
過
了
新
年
當
可
外
出
活
動
矣
。
先
此
奉
復
。

松
枝
先
生　

十
二
月
廿
一
日　

作
人

１
９
５
６
１
２
２
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
六
日
手
書
及
『
魯
迅
選
集
』
三
冊
均
已
收
到
。
嗣
又
得
惠
寄
之
メ
ゾ
キ
サ
ン
一
瓶
，
費
心
至
為
感
荷
，
此
藥
擬
一
試
，
還
乞
代

購
一
百
片
者
二
瓶
，
由
小
包
郵
便
寄
至
香
港
，
託
友
人
代
收
轉
寄
，
其
地
址
為
�
香
港
九
龍
約
道
十
一
號
何
儀
先
生
收
�
，
但
因
藥
品

到
北
京
須
由
稅
関
課
稅
，
須
得
表
明
價
格
，
以
便
核
算
，
藥
包
上
想
當
印
有
官
價
欤
？
内
人
患
糖
尿
病
並
不
重
，
但
既
有
此
口
服
之
新

藥
，
故
亦
願
一
試
之
也
。
需
要
之
書
經
訪
求
一
頃
，
所
得
殊
少
，
計
只
有
『
方
言
考
』
一
、『
葉
童
話
』
一
、『
維
吾
爾
故
事
』
一
，
此

外
見
有
『
文
學
研
究
集
刊
』
也
買
得
一
冊
，
乃
是
第
四
，
至
於
第
三
現
已
無
有
，
容
日
後
隨
時
訪
之
，
餘
書
亦
當
隨
時
上
市
去
看
，
當

能
遇
見
。『
魯
迅
全
集
』
已
向
新
華
書
店
登
記
，
聞
下
月
中
可
有
一
批
增
印
之
書
出
板
，
可
能
得
到
，
登
記
的
是
精
裝
本
，
但
恐
也
只

是
一
種
布
面
而
已
，
用
紙
未
必
佳
，
初
板
有
稍
佳
者
都
早
已
售
盡
矣
。
魯
迅
對
於
書
籍
印
刷
裝
幀
極
是
注
意
，
今
則
甚
是
隨
便
，
即
如

魯
迅
自
己
之
文
集
也
印
得
不
講
究
，
即
此
亦
可
以
說
魯
迅
的
遺
風
失
傳
了
，
甚
爲
可
惜
。
草
草
不
盡
。

松
枝
先
生　

十
二
月
廿
九
日 

作
人
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１
９
５
７
０
１
１
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

國
內
近
來
書
籍
供
不
應
求
，
搜
集
為
難
。
尊
需
各
書
未
能
齊
備
，
容
再
尋
找
。
報
載
上
海
有
『
詩
詞
曲
語
辭
彙
釋
』
張
相
，
上

下
二
冊
。
似
頗
豐
富
，
不
久
當
可
到
京
中
乎
？
『
魯
迅
全
集
』
聞
將
加
印
二
萬
冊
，
而
是
用
報
紙
印
者
，
且
市
面
上
恐
亦
不
易
入
手
。

曾
向
新
華
書
店
登
記
，
亦
無
消
息
。
日
前
函
告
人
民
文
學
出
板
社
魯
編
室
之
友
人
，
昨
晚
來
訪
，
帶
來
大
本
全
集
第
一
至
三
，
囑
為
寄

奉
。
今
日
以
二
冊
付
郵
，
明
日
再
寄
一
冊
，
請
查
收
。
以
後
大
概
每
月
可
出
一
冊
，
屆
時
由
出
板
社
直
寄
。
或
仍
由
我
轉
致
亦
未
可
知
。

『
魯
迅
選
集
』
承
賜
甚
感
荷
。
一
時
借
給
魯
編
室
。
又
轉
借
給
魯
迅
博
物
館
。
於
開
館
時
展
覽
。
現
已
告
知
即
轉
贈
給
了
博
物
館
矣
。『
世

說
新
語
』
云
有
影
印
本
（
想
重
印
尊
經
閣
本
？
）
，
只
值
四
五
元
，
亦
頗
想
得
一
部
，
而
市
上
無
有
。
只
可
隨
時
出
去
留
心
耳
。
匆
匆

不
盡
。

　

松
枝
茂
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
九
日　
　
　
　
　
　

作
人

再
，『
夢
華
錄
』
及
張
相
氏
著
書
已
買
到
，
別
封
寄
上
，
請
查
收
。

又
，
左
列
郵
票
切
手
乞
費
心
代
購
：

　

一
、
公
二
五73　
　
　
　
　
　
　

一
五　
　
　
　
　

一
一
、
記
一
三
〇　
　
　
　
　

六
〇

一
九
五
七
年
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二
、
公
二
六　
　
　
　
　
　
　

二
〇　
　
　
　
　

一
二
、
記
一
三
一　
　
　
　
　

六
〇

　

三
、
公
二
七　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇　
　
　
　

一
三
、
記
一
三
六　
　
　
　
　

二
五

　

四
、
公
二
八　
　
　
　
　
　
　

一
二
〇　
　
　
　

一
四
、
記
一
七
六　
　
　
　
　

二
〇

　

五
、
公
三
〇　
　
　
　
　
　
　

二
〇　
　
　
　
　

一
五
、
記
一
七
七　
　
　
　
　

二
〇

　

六
、
公
三
一　
　
　
　
　
　
　

三
〇　
　
　
　
　

一
六
、
記
一
九
二　
　
　
　
　

二
五

　

七
、
公
三
二　
　
　
　
　
　
　

四
〇　
　
　
　
　

一
七
、
記
一
九
三　
　
　
　
　

二
五

　

八
、
公
三
三　
　
　
　
　
　
　

五
〇　
　
　
　
　

一
八
、
記
一
九
五　
　
　
　
　

三
五

　

九
、
記
一
二
八　
　
　
　
　
　

六
〇　
　
　
　
　

一
九
、
增
五　
　
　
　
　
　
　

三
〇

　

一
〇
、
記
一
二
九　
　
　
　
　

六
〇　
　
　
　
　

二
〇
、
增
六　
　
　
　
　
　
　

三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
日　

作
人
再
啓

１
９
５
７
０
１
１
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
日
前
寄
出
書
籍
四
包
，
想
已
蒙
查
收
。
人
民
文
學
出
版
社
副
社
長74
見
訪
，
囑
準
備
編
選
雜
文
，
擬
於
下
年
度
為
刊
行
選
集
數
冊
。

政
府
之
好
意
甚
可
感
，
唯
因
無
自
信
，
自
選
殊
感
困
難
，
幸
時
日
尚
寬
，
可
以
慢
慢
打
算
耳
。
當
時
說
及
『
文
學
集
刊
』
之
三
，
遍
覓

不
可
得
，
承
其
由
出
版
社
賜
寄
一
冊
，
已
付
郵
寄
上
矣
。
近
來
購
者
增
加
，
而
紙
張
缺
乏
，
印
數
未
能
多
增
，
以
此
造
成
缺
書
的
現
象
，
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如
『
世
說
新
語
』
至
今
尚
未
能
找
到
也
。
為
説
明
『
文
學
集
刊
』
事
，
故
寄
此
信
，
匆
匆
不
盡
。

　
　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
十
四
日  

作
人

１
９
５
７
０
１
１
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
日
前
寄
信
，
想
已
承
察
覽
矣
。
朱
居
易
著
書75
由
友
人
王
古
魯
君
代
索
得
一
部
，
已
直
接
寄
上
。
近
承
曹
聚
仁
君
（
以
前
在
上
海

各
大
學
任
教
，
事
變
中
任
新
聞
記
者
，
現
在
香
港
為
南
洋
商
報 

新
加
坡 

特
派
員
）
寄
贈
所
著
書
，
有
『
文
壇
五
十
年
』
，
看
法
與
正

統
派
稍
異
，
或
有
可
供
參
考
處
，
今
日
已
付
郵
，
請
查
收
。
又
著
有
『
魯
迅
評
傳
』
上
下
二
冊
，
亦
在
香
港
出
板
，
觀
察
似
較
近
真
實
，

如
有
用
祈
示
及
，
亦
當
寄
奉
，
在
日
本
想
難
得
讀
到
也
。
玆
有
一
事
奉
託
，
因
人
民
文
學
出
版
社
囑
譯
『
古
事
記
』
，
而
資
料
無
有
，

可
否
請
代
找
一
二
適
用
之
書
（
在
文
字
訓
解
上 

有
口
語

譯
最
好 

及
考神

話

傳

説

證
上
相
當
明
確
者
︶，
過
去
曾
利
用
次
田
潤
著
『
古
事
記
新
講
』
，
想
已
不

可
得
矣
。
但
過
於
詳
細
的
考
證
也
不
適
用
，
乞
費
心
酌
選
之
為
幸
。
選
譯
『
落
語
』
出
版
社
雖
有
此
希
望
，
但
因
苦
於
選
擇
及
譯
述
爲

難
，
恐
只
能
暫
且
放
棄
矣
。
草
草
不
盡
，
此
上
。

　
　

松
枝
先
生　

台
鑒

　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
十
九
日　
　
　
　
　

作
人

１
９
５
７
０
１
２
７
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

又
々
ご
返
事
を
怠
け
て
し
ま
っ
て
、
相
済
み
ま
せ
ん
。
お
手
紙
つ
ゞ
け
て
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
『
画
報
』
二
冊
、
本
日
ま
た
『
文

学
研
究
集
刊
』（
４
）、『
金
元
戯
曲
方
言
考
』、『
維
吾
爾
民
間
故
事
』、『
葉
聖
陶
童
話
選
』
の
四
冊
、
受
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
王
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古
魯
先
生
を
通
じ
て
、『
元
劇
俗
語
方
言
例
釈
』
を
著
者
朱
居
易
先
生
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
御
配
慮
あ
り
が
た
く
存

じ
ま
す
。

先
生
の
散
文
選
が
新
し
く
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
由
、
何
よ
り
も
う
れ
し
く
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

奥
様
の
御
病
気
さ
ぞ
ご
心
配
の
事
と
存
じ
ま
す
。
旧
臘
、
北
京
に
飛
ぶ
人
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
伊
藤
万
商
店
に
つ
と
め
る
矢
崎

氏
と
い
う
人
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
つ
い
で
と
思
い
、
メ
リ
ト
ス
錠
二
箱
お
と
ど
け
す
る
様
た
の
み
ま
し
た
が
、
果
し
て
着
き
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
本
人
は
ま
だ
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
の
で
確
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
間
接
に
癌
研
究
所
々
員
で
糖
尿
病
の
専
門
家
に
き
い
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
で
で
き
る
糖
尿
病
の
薬
は
、
小
野

薬
品
の
メ
リ
ト
ス
に
し
て
も
、
興
和
化
学
の
イ
ン
ベ
ノ
ー
ル
に
し
て
も
、
ま
た
こ
の
三
月
に
山
内
製
薬
で
新
発
賣
の
薬
品
に
し
て
も
、

み
な
ド
イ
ツ
の
ヘ
キ
ス
ト
、
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
、
等
の
薬
を
使
っ
て
製
造
し
た
も
の
だ
そ
う
で
、
そ
の
ド
イ
ツ
の
薬
は
「
Ｂ
Ｚ
５
５
」
と

い
う
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
こ
の
薬
は
香
港
経
由
で
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
香
港
で
買
え
ば
、
二
重
、
三
重
の

関
税
を
払
わ
な
く
て
も
す
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
す
か
ら
、
香
港
か
ら
、
そ
の
「
ビ
ー
ゼ
ッ
ト
５
５
」
を
お
求
め
に
な
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

以
上
教
わ
っ
た
ま
ま
を
お
知
ら
せ
申
し
ま
す
。
な
お
も
っ
と
詳
し
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
次
に
書
き
ま
す
。

又
、
先
日
新
聞
広
告
で
岡
田
氏
『
末
摘
花
評
釈
拾
遺
篇
』
の
出
版
を
知
り
、
街
の
本
屋
を
さ
が
し
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

岡
田
氏
を
訪
ね
て
き
ゝ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
市
販
し
な
い
と
の
こ
と
、
函
が
気
に
入
ら
な
い
か
ら
作
り
直
さ
せ
て
い
る
そ
う
で
、

来
月
中
旬
頃
、
同
氏
の
新
着
『
古
川
柳
艶
句
選
』
と
一
緒
に
お
送
り
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
後
者
は
『
万
句
合
』
の
中
か
ら
『
柳
多

留
』
や
『
末
摘
花
』
に
未
収
の
艶
句
を
抜
萃
し
た
も
の
だ
そ
う
で
、
削
除
な
し
の
本
を
周
先
生
に
差
上
げ
た
い
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。（
市
販
本
は
相
当
の
削
除
が
あ
る
由
）、
雑
誌
も
そ
れ
と
同
時
に
お
送
り
し
ま
す
。
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去
年
は
一
年
『
魯
迅
選
集
』
の
翻
訳
で
怱
忙
の
中
に
く
れ
、
月
に
二
冊
の
出
版
の
大
変
な
こ
と
、
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
全
く
日

本
の
ジ
ャ
ナ
リ
ズ
ム
ほ
ど
せ
っ
か
ち
な
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
岩
波
書
店
に
し
て
こ
の
通
り
で
す
。
爾
餘
の
書
店
は
さ

ら
に
輪
を
か
け
て
恐
ろ
し
い
も
の
が
多
い
の
で
す
。
今
年
は
何
と
か
し
て
少
し
読
書
の
余
暇
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
何

し
ろ
苦
し
い
生
活
、
果
し
て
う
ま
く
行
き
ま
す
か
ど
う
か
、
多
分
や
は
り
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
今
年
は
『
水
滸
伝
』

の
少
年
版
を
一
冊
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
俸
給
だ
け
で
は
半
月
も
暮
せ
な
い
の
で
す
か
ら
、
全
く
大
変
で
す
。
私
は
目
下
、
荻

窪
の
近
く
に
小
さ
な
住
宅
を
建
て
て
い
ま
す
。
三
月
の
末
に
は
移
れ
る
予
定
で
す
。
現
在
の
借
家
は
月
一
万
二
千
円
の
家
賃
で
、
こ
れ

は
私
の
月
給
の
凡
そ
三
分
の
一
以
上
に
当
り
ま
す
。
そ
れ
で
大
決
心
を
し
て
、
方
々
か
ら
金
を
借
り
集
め
て
三
十
三
、
四
坪
の
家
を
建

て
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
へ
移
れ
ば
、
い
く
ら
か
気
分
も
変
っ
て
勉
強
も
出
来
る
か
と
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

切
手
二
十
枚
同
封
い
た
し
ま
す
。
八
四
五
円
也
の
由
、
な
お
前
に
お
送
り
し
ま
し
た
『
啄
木
写
真
帖
』
は
特
価
本
で
三
五
〇
円
で
す
。

こ
の
種
類
の
本
で
安
く
て
立
派
な
本
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
は
書
籍
の
「
御
注
文
」
が
一
寸
と
だ
え
た
よ
う
で
す
が
、

御
病
気
は
い
か
ゞ
で
し
ょ
う
か
。
お
大
事
に
な
さ
い
ま
す
よ
う
、
遥
か
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
二
十
七
日　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生

東
京
は
こ
の
冬
は
雪
は
お
ろ
か
、雨
一
滴
ふ
ら
ず
、何
十
年
ぶ
り
の
暖
冬
で
す
。春
の
よ
う
な
ポ
カ
〳
〵
し
た
天
気
が
四
十
日
以
上
つ
ゞ

き
、
今
日
も
外
を
あ
る
く
と
、
汗
が
出
て
、
外
套
な
ど
着
て
お
ら
れ
な
い
位
で
す
。
空
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
て
ま
だ
〳
〵
こ
の
天
気
は
つ

づ
き
そ
う
で
す
。
北
京
は
い
か
ゞ
で
し
ょ
う
か
。
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１
９
５
７
０
２
０
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
接
奉
二
十
七
日
手
書
，
併
郵
票
二
十
枚
，
費
心
甚
感
。
又
承
代
辦
糖
尿
病
藥
，
尤
爲
感
荷
。
矢
崎
君
想
已
抵
京
，
收
到
藥
品
時

當
再
告
知
。
承
示BZ55

，
當
託
在
香
港
友
人
尋
訪
，
未
知
能
獲
得
否
。
日
前
寄
上
『
魯
迅
全
集
』
一
〜
三
各
一
冊
，
又
『
文
壇
五
十
年
』

一
冊
，
想
均
已
收
到
。
今
又
寄
上
同
著
者
（
曹
聚
仁
）
之
『
魯
迅
評
傳
』
上
下
二
冊76
，
頗
有
獨
到
之
見
，
唯
是
非
正
統
派
的
立
場
，
故

只
可
供
個
人
之
參
考
耳
。
別
紙
開
列
書
目
，
乞
費
心
代
購
，
不
勝
幸
甚
。
中
國
出
版
界
近
來
甚
見
活
潑
，
唯
因
用
紙
不
足
而
讀
者
增
多
，

故
有
許
多
種
均
不
易
買
到
，
如
鄧
之
誠
之
『
桑
園
讀
書
記
』
在
市
上
迄
未
得
見
，
雖
然
其
『
骨
董
瑣
記
』
則
各
處
多
有
，
亦
不
知
何
故

也
。
影
印
『
世
說
新
語
』
亦
終
未
見
到
，
雖
上
市
常
常
問
詢
。
北
京
冬
季
甚
冷
，
比
以
前
為
甚
，
近
來
已
稍
好
，
今
日
已
是
�
節
分
�
，

縱
有
餘
寒
，
想
亦
不
至
太
甚
矣
。
岡
田
君
新
著
希
望
早
得
快
睹
，
唯
川
柳
因
文
字
與
風
俗
関
係
，
幾
乎
無
法
介
紹
，
承
援
助
得
了
好
些

資
料
，
只
能
獨
享
，
頗
有
�
宝
の
持
腐
�
之
感
耳
。
草
草
不
盡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
三
日　

周
作
人

松
枝
先
生

一
、
岩
城
之
德
『
石
川
啄
木
傳
』
第
二
書
房

一
、
五
十
嵐
力
『
ふ
る
さ
と
の
民
話
』　

〃

一
、
岩
波
寫
真
文
庫

　
　

『
一
三
〇 

飛
鳥
』

　
　

『
一
三
八 

伊
豆
半
島
』
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『
一
四
五 

鹽
原
』

　
　

『
一
六
二 

熊
野
道
』

　
　

『
一
七
四 

箱
根77
』

１
９
５
７
０
２
０
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
三
日
方
寄
一
信
，
五
日
承
矢
崎
君
見
訪
，
收
到
メ
リ
ト
ス
二
箱
，
費
心
至
為
感
謝
。『
魯
迅
全
集
』
一
至
三
冊
想
已
寄
到
，
年

前
注
文
之
分
（
亦
是
上
製
，
而
是
乙
種
，
比
較
贈
與
先
生
者
稍
小
）
亦
已
購
到
，
如
或
知
友
中
有
人
需
要
而
未
能
購
得
者
（
聞
竹
内
君

已
由
鮑
秀
蘭
女
士
得
到
一
部
云
）
，
可
以
奉
讓
，
希
便
中
示
及
。
草
草
不
盡
。

　
　
　
　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
人 

二.

七.

１
９
５
７
０
３
０
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓 

近
日
臥
病
多
日78
，
始
見
漸
愈
，
唯
記
憶
力
驟
減
，
數
學
力
亦
見
障
害
，
似
非
短
期
所
能
恢
復
，
大
體
尚
可
支
持
，
請
勿
遠
念
。

但
左
記
書
物
仍
所
需
要
，
祈
費
心
一
辦
是
所
最
禱
。『
魯
迅
全
集
』
已
得
入
手
一
部
，
如
貴
友
有
尊
需
者
可
以
奉
寄
。
專
此
不
盡
。

松
枝
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
一
日　
　
　
　
　
　

周
作
人

角
川
文
庫

　

一
、
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
禮
讚
』
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二
、『
幸
田
文
隨
筆
集
』

　

三
、
金
田
一
京
助
『
石
川
啄
木
』

　

四
、
金
田
一
京
助
『
北
の
人
』

　

五
、『
中
央
亞
細
亞
探
險
記
』

岩
波
寫
真
文
庫

　

一
、『
和
歌
山
縣
』（
150
）

　

二
、『
男
鹿
半
島
』（
168
）

　

三
、『
白
浜
』（
171
）

　

四
、『
琵
琶
湖
』（
180
）

　

五
、『
日
本
』（
183
）79

１
９
５
７
０
３
２
０
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

御
病
気
の
由
う
け
た
ま
わ
り
、
ひ
そ
か
に
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
つ
い
つ
い
怠
っ
て
お
見
舞
の
お
手
紙
も
さ
し
上
げ
ず
、
大
変
失

禮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
宅
で
も
大
人
數
な
こ
と
と
て
、
次
か
ら
次
に
誰
や
ら
が
身
体
工
合
を
悪
く
し
て
、
た
え
ま
が
な
く
、
去
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
、
ず
っ
と
天
気
つ
ゞ
き
で
、
ほ
と
ん
ど
雨
と
い
う
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
程
で
す
。
そ
し
て

風
邪
が
非
常
に
し
つ
こ
く
、
熱
は
出
ま
せ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
、
サ
ッ
パ
リ
な
ら
ぬ
風
邪
で
、
私
宅
で
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
三
べ
ん
づ
ゞ

位
、
治
っ
て
は
ひ
き
、
治
っ
て
は
ひ
き
し
て
い
る
よ
う
な
あ
ん
ば
い
で
す
。
学
校
の
方
は
二
月
末
か
ら
授
業
は
休
み
で
す
け
れ
ど
、
卒
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業
し
け
ん
、
入
学
し
け
ん
、
そ
の
ほ
か
種
々
雑
多
の
雑
務
で
、
か
え
っ
て
普
段
よ
り
も
気
ぜ
わ
し
く
、
一
向
お
ち
つ
く
ひ
ま
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
去
年
の
暮
か
ら
荻
窪
方
面
に
家
を
新
築
す
る
こ
と
に
し
て
、
資
金
の
調
達
か
ら
役
所
の
届
、
ま
た
大
工
左
官
と
の
交
渉
、
ど

れ
も
中
々
の
苦
労
で
一
寸
や
そ
っ
と
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か
げ
様
で
三
月
内
に
は
移
転
が
で
き
る
見
込
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
大
変
気
ぜ
わ
し
く
、
つ
い
つ
い
御
返
事
を
怠
っ
て
し
ま
い
、
甚
だ
申
訳
な
く
存
じ
ま
す
。
一
向
弁
解
に
も
実
は

な
ら
な
い
の
で
す
が
。

『
魯
迅
全
集
』
三
冊
た
し
か
に
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
ま
た
『
文
壇
五
十
年
』、『
魯
迅
評
伝
』、
こ
れ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
私
に
と
っ
て
新
し
い
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
為
に
な
り
ま
し
た
。
御
厚
意
を
有
難
く
存
じ
ま
す
。

先
日
、
岡
田
甫
氏
へ
の
詩
箋
、
ち
ょ
う
ど
早
稲
田
に
つ
い
で
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
立
寄
り
ま
し
た80
。
あ
い
に
く
岡
田
氏
は
お
留
守
で

会
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
奥
様
に
差
上
げ
て
お
き
ま
し
た
。
奥
様
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、『
艶
句
選
』
は
ま
だ
出
来
て
い
な
い
そ
う

で
す
。『
末
摘
花
』
の
拾
遺
も
同
様
で
す
。
何
で
も
編
集
手
伝
い
の
人
が
や
め
た
た
め
、
手
不
足
で
す
っ
か
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
出
来
次
第
し
ら
せ
る
と
の
事
で
す
が
、
又
そ
の
う
ち
に
様
子
を
見
に
参
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

な
お
、�
打
架
妖
精
�
の
詩
、
つ
ゞ
き
工
合
が
ま
だ
私
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
玉
体
は
妖
精
に
つ
い
て
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
と
�
摩
登
伽
女
�（
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
？
）
と
の
関
係
が
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
を
伺
い
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
岡
田
さ

ん
に
き
か
れ
る
と
困
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
お
ね
が
い
申
上
げ
ま
す
。�
万
紫
萬
紅
�
の
方
は
、
ど
う
や
ら
わ
か
り
ま
す81
。

次
田
氏
『
古
事
記
新
講
』
は
新
し
い
改
訂
版
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
近
日
中
に
送
り
ま
す
。
ま
た
河
出
書
房
か
ら
『
古
事
記
』
の
現

代
訳
が
出
て
い
ま
す
が
、（
訳
者
は
福
永
氏
、
戦
後
出
た
新
人
の
小
説
家
で
す
）
こ
れ
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
、
河
出
書
房
の
本
は
二
，

三
ヵ
月
も
す
れ
ば
新
本
が
す
ぐ
古
本
屋
に
安
く
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
か
ら
、
も
し
お
い
そ
ぎ
で
な
け
れ
ば
、
少
し
お
待
ち
に
な
っ
た
方

が
ま
し
と
思
い
ま
す
。
も
う
そ
ろ
〳
〵
出
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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『
魯
迅
全
集
』、
こ
ち
ら
の
学
生
で
欲
し
い
と
申
し
て
い
る
の
が
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
送
り
ね
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
続
刊
の
分
も

引
つ
ゞ
き
お
ね
が
い
申
上
げ
ま
す
。

私
は
『
水
滸
伝
』
の
少
年
用
よ
み
も
の
を
依
頼
さ
れ
て
少
し
準
備
に
と
り
か
ゝ
っ
て
い
ま
す
が
、
何
か
現
代
用
の
出
て
お
り
ま
す
で

し
ょ
う
か
。
若
し
あ
れ
ば
お
ね
が
い
し
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
宋
雲
彬
氏
の
『
潔
本
水
滸
』
と
い
う
の
は
す
で
に
手
に
入
れ
ま
し
た
）

今
日
は
こ
れ
だ
け
に
し
ま
す
。

注
文
は
こ
の
次
に
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
お
大
事
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
日　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生

１
９
５
７
０
３
１
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
一
月
十
日
左
右
寄
奉
『
魯
迅
全
集
』
三
冊
，
計
可
達
覽
，
尚
未
有
回
信
為
念
。
二
月
中
又
聞
全
集
已
可
購
得
一
部
，
倘
貴
友
中

有
需
要
者
，
亦
可
讓
與
，
祈
乞
賜
回
答
為
幸
。
我
近
因
勞
累
，
又
自
不
謹
慎
，
不
甚
服
藥
，
及
往
請
教
醫
生
，
發
生
輕
度
血
壓
增
長
狀

態
，
經
靜
養
月
餘
，
已
漸
就
復
元
矣
。
人
民
文
學
出
板
社
工
作
歐エ
ウ
リ
ピ
デ
ス

里
庇
得
斯
後
，
擬
翻
譯
石
川
啄
木
之
詩
歌
集
，
此
外
已
受
託
譯
『
古

事
記
』
，
真
成
了
民
間
故
事
中
之Jack of all trades

了
。
草
草
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　

三
月
十
一
日　
　
　
　
　

周
啓
明
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再
，
下
記
書
籍
乞
代
購
。

　

一
、
若
山
牧
水
『
旅
と
ふ
る
さ
と
』
新
潮
文
庫

　

一
、
高
杉
一
郎
『
極
光
の
か
げ
に
』　
　

〃

來
信
所
說
之
『
文
學
ア
ル
バ
ム
』
中
，
如
有
一
、
永
井
荷
風　

二
、
武
者
小
路
実
篤
二
氏
乞
代
購
，
如
無
有
則
�
島
崎
藤
村
�
亦
可
。

１
９
５
７
０
３
２
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟 

此
間
亦
流
行
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
，
頗
為
猖
獗
。
貴
處
正
亦
同
之
，
想
現
已
減
退
歟
？
拙
詩
解
釋
如
下
，
�
妖
精
打
架
�
只
是
汎
論
，

�
摩
登
伽
�
乃
是
誘
惑
佛
之
大
弟
子
阿
難
的
婬
女
，
茲
特
借
用
，
取
其
有
�
モ
ダ
ン
�
字
樣
也
。
�
玉
體
橫
陳
，
味
如
嚼
蠟
�
，
亦
佛

經
成
語
，
別
無
所
指
。
打
油
詩
例
如
「
狂
歌
」
，
只
取
連
讀
，
不
大
好
拘
泥
字
義
也
。『
魯
迅
集
』
三
冊
，
另
封
寄
上
。
餘
冊
分
別
寄
呈
。

但
出
版
殊
不
敏
捷
。『
古
事
記
』
翻
譯
期
在
五
八
年
，
為
時
尚
早
。『
水
滸
傳
』
只
出
俗
本
，
成
為
問
題
。
恐
不
足
供
參
考
者
。
匆
匆
不

盡
。

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
十
五
日　
　
　
　
　

周
啟
明

　
　

あ
さ
ひ
写
真
ブ
ッ
ク

一
，『
ダ
ム
誕
生
』

二
、『
熊
野
を
さ
ぐ
る
』

三
、『
奈
良
あ
ち
こ
ち
』

四
、『
鯨
を
追
う
て
』
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１
９
５
７
０
４
２
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

茲
又
有
瑣
事
，
用
以
相
煩
。
去
年
長
與
君
來
京
，
知
有
同
人
雜
誌
﹁
心82
﹂
刊
行
，
承
其
見
贈
，
讀
之
甚
有
興
味
，
而
四
月
號
未

到
，（
未
知
係
郵
件
遺
失
或
中
斷
）
特
請
代
將
﹁
心
﹂
自
四
月
號
起

◎

，
代
購
一
冊
寄
下
為
禱
。﹁
心
﹂
之
發
行
所
為
三
鷹
市
牟
礼
三
五
一
，

生
成
会
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
二
十
一
日　
　
　
　
　

周
作
人

松
枝
先
生

１
９
５
７
０
５
２
７
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓　

長
ら
く
御
無
沙
汰
申
上
げ
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
夏
の
暑
さ
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
後
お
変
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

さ
き
に
『
魯
迅
全
集
』
三
冊
（
第
二
次
分
）、
た
し
か
に
落
手
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
去
る
七
日
に
は
、『
魯
迅
の
青
年
時
代
』
を
お
送

り
い
た
ゞ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
有
難
う
存
じ
ま
す
。
早
速
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
方
か
ら
は
、
さ
き
に
『
古
川
柳
艶
句
選
』
そ
の
他
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
十
七
日
に
『
末
摘
花
拾
遺
篇
』
そ
の
他
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。
す
で
に
、
お
受
取
下
さ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。『
拾
遺
篇
』
は
一
般
に
市
販
し
な
い
為
、
少
し
高
い
の
だ
そ
う
で
す
。

岡
田
氏
か
ら
先
生
へ
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
申
上
げ
て
く
れ
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
田
一
氏
の
『
日
本
語
』
と
い
う
本
を
つ
い
で
に
添
え
て
お
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
私
よ
ん
で
面
白
か
っ
た
の
で
、
一
寸
ご
ら
ん
に
入

れ
る
気
に
な
っ
た
だ
け
で
す
。

『
永
井
荷
風
』（
文
学
ア
ル
バ
ム
）
は
未
出
版
、『
島
崎
藤
村
』
と
朝
日
グ
ラ
フ
の
も
う
一
冊
は
、
手
に
入
り
次
第
お
送
り
し
ま
す
。
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ま
た
「
心
」
編
輯
部
へ
は
、
さ
っ
そ
く
五
百
円
送
っ
て
四
月
号
か
ら
お
送
り
す
る
様
依
頼
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
北
京
周
先
生
へ
は
引
續

き
寄
贈
し
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
四
月
号
か
ら
二
冊
づ
つ
要
る
の
か
と
問
合
せ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
事
情
を
知
ら
せ
ま
し
た
ら
、
四
、

五
月
号
は
念
の
為
も
う
一
度
送
る
か
ら
と
て
五
百
円
は
返
送
し
て
参
り
ま
し
た
。
四
、
五
月
号
は
も
う
お
手
許
に
届
い
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

私
は
三
月
末
に
表
記
の
新
し
い
住
居
に
移
り
ま
し
た
。

去
年
の
九
月
に
よ
う
や
く
の
思
い
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の
抽
籤
に
当
り
、（
四
年
目
で
す
）
そ
れ
か
ら
、
金
融
公
庫
に
お
百
度
を
ふ
ん

で
メ
ン
ド
ー
な
手
續
を
す
ま
せ
、
ど
う
や
ら
三
十
八
万
円
を
国
家
か
ら
借
り
ら
れ
る
メ
ド
が
つ
き
、
一
月
着
工
、
三
月
末
に
二
十
四
坪

弱
の
小
さ
な
家
が
建
ち
ま
し
た
。
工
事
費
す
べ
て
百
十
二
万
円
也
、
何
と
い
っ
て
も
安
普
請
で
、
い
ろ
い
ろ
不
足
も
あ
り
ま
す
が
、
と

も
か
く
も
木
の
香
新
し
い
自
分
の
家
、
設
計
も
自
分
の
手
で
し
た
の
で
す
か
ら
、
住
宅
難
の
今
日
、
あ
ま
り
ゼ
イ
タ
ク
は
い
っ
て
な
る

ま
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
れ
や
こ
れ
や
で
、
こ
の
半
年
ば
か
り
は
、
心
忙
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
つ
い
て
勉
強
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生
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１
９
５
７
０
８
０
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓 
久
未
問
訊
，
惟
起
居
多
福
為
頌
。
病
狀
頗
見
良
好
，
但
未
能
復
元
，
精
神
亦
未
佳
，
不
克
工
作
，
日
唯
偃
臥
休
息
耳
。
出
版
亦

未
見
活
潑
，『
魯
迅
集
』
之
四
至
今
半
年
未
出
版
，
病
中
亦
少
出
門
，
未
見
有
何
新
著
，
林
庚
『
文
學
史
簡
編
上
』
因
易
，
書
店
重
板
，

求
得
一
冊
亦
是
翻
板
也
。
別
記
新
書
希
便
中
購
寄
，
費
神
至
感
。
匆
匆
不
盡
。

　
　
　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
啓
明　
　
　
　

八
月
三
日

佐
藤
春
夫
『
釈
迦
堂
物
語
』
普
及
板　

平
凡
社

岩
波
文
庫
『
一
茶
俳
句
集
』

　

〃　
　

『
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
』

角マ

田マ

文
庫
『
俳
句
歳
時
記
』（
一
よ
り
五
迄83
）

１
９
５
７
０
９
１
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
接
到
寄
下
『
釋
迦
堂
物
語
』
等
書
二
包
，
費
神
多
謝
。『
魯
迅
全
集
』
第
四
冊
已
出
版
，
前
後
相
去
已
隔
一
年
，
可
謂
久
矣
。

今
寄
上
大
本
一
冊
，
係
寄
贈
，
又
一
冊
稍
小
，
則
代
購
者
也
。
拙
著
『
魯
迅
的
故
家
』
等
近
亦
改
由
人
民
文
學
出
板
社
出
板
，『
故
家
』

中
稍
有
增
訂
，
寫
有
後
記
中
。
玆
附
呈
一
部
祈
查
收
是
幸
。
匆
匆
不
盡
。

　
　
　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

周
啓
明
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１
９
５
７
１
０
１
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

拜
啓
。

乞
代
購
下
記
書
籍
寄
下
爲
荷
。

一
、
井
上
翠
著

『
ポ
ケ
ッ
ト
日
華
字
典
』　

文
求
堂

　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
日　

周
啓
明

松
枝
先
生

１
９
５
７
１
１
２
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

多
日
未
通
訊
，
甚
是
抱
歉
。
除
寄
出
『
人
民
畫
報
』
外
，『
魯
迅
全
集
』
之
四
亦
已
寄
奉
，
又
前
後
寄
上
『
詩李

長

之

經
選
譯
』
、『
雅
頌
選
譯
』
、

『
夏
衍
劇
作
選
』
、『
中
國
新
文
學
史
講
話
』
，
想
均
陸
續
收
到
矣
。
鄙
人
近
狀
如
恆
，
血
壓
照
常
，
但
翻
譯
工
作
已
經
停
止
，
近
唯
整
理

『
悲
劇
』
舊
譯
，
預
備
付
印
耳
。
另
紙
所
開
書
籍
，
希
便
中
代
購
寄
下
爲
荷
。
北
京
天
氣
頗
冷
，
昨
今
已
下
雪
耳
。
匆
匆
不
備
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　

十
一
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

周
作
人

『
動
物
園
の
け
も
の
』

『
〃　

〃
の
鳥
』
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『
歌
舞
伎
』

『
日
本
の
人
形
』

『
伊
豆
の
大
島
』

　
　
　

岩
波
寫
真
文
庫

『
島
崎
藤
村
』

『
永
井
荷
風
』

　
　
　

日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

１
９
５
７
１
２
０
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
葉
書
）

拜
啓
。
左
記
之
書
籍
希
費
神
代
爲
購
寄
是
幸
。

一
、『
私
の
赤
チ
ャ
ン
』

　
　
　
　

婦
人
畫
報
社
出
板

　
　

十
二
月
二
日　

周
啓
明

松
枝
先
生

１
９
５
７
１
２
１
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓　

日
前
寄
奉
書
籍
想
均
收
到
。
近
又
見
『
沈
從
文
小
説
選
』
頗
有
廢
名
之
作
風
，
而
無
其
晦
澀
之
缺
點
，
故
亦
以
寄
閱
，
又
廢
名

等
人
近
亦
有
小
説
選
之
出
板
，
日
内
亦
擬
寄
奉
。
近
日
新
作
亦
有
擬
收
集
者
否
？
尚
請
示
知
，
以
便
訪
問
。
鄙
人
近
狀
如
恆
，
血
壓
亦
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能
維
持
現
狀
，
惟
記
憶
大
壞
，
特
別
是
數
學
，
幾
無
所
知
矣
。
草
草
。

　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
八
日84　
　
　
　
　

周
作
人

右マ

記マ

書
籍
乞
代
購
寄
。

岩
波
寫
真
文
庫

『
一
八
七 

東
海
道
五
十
三
次
』

『
一
九
九 

小
供
は
見
る
』

『
二
〇
一 

東
京
都
』

『
二
〇
九 

日
本
（
一
九
五
六
年
八
月
十
五
日
）』

『
二
二
一 

北
京
』

『
二
二
二 

江
南
』

『
二
二
三 

四
川
』

『
二
二
四 

廣
州 

大
同
』

子
供
文
庫
（
中
央
公
論
社85
）

『
一
一 

炭
燒
長
者
』

『
一
八 

藁
し
べ
の
王
子
』

『
二
五 

上
の
爺
さ
ま
と
下
の
爺
さ
ま
』
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１
９
５
８
０
２
２
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

前
寄
信
併
書
報
，
想
均
蒙
察
收
，
未
得
來
書
為
念
。
今
又
有
極
瑣
事
奉
煩
，
日
本
橋
之
第
一
製
藥
會
社
，
戰
前
出
有
テ
ラ
ポ
ー
ル

（T
herapol

）
錠
劑
，
内
人
偶治

尿

道

炎

有

效

用
殊
有
效
驗
，
今
不
知
尚
有
否
？
祈
費
心
查
問
，
如
目
前
市
上
尚
能
買
到
，
乞
代
購
百
粒
者
一
瓶
，﹁
見

本
﹂
と
し
て
由
郵
局
寄
下
為
盼
。
戰
後
製
藥
情
形
恐
已
有
變
遷
，
恐
新
陳
代
謝
，
已
不
似
舊
日
形
狀
矣
。
此
上

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
四
日　
　
　
　
　

周
啓
明

１
９
５
８
０
３
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】【 

】

拜
啟　

日
前
寄
一
函
，
託
購
舊
藥
テ
ラ
ポ
ー
ル
，
唯
此
藥
恐
已
不
復
製
售
，
且
寄
送
亦
覺
困
難
，
為
此
可
能
勿
費
神
尋
找
矣
。
承
寄
下

岡
田
君
大
著
『
奇
書
』
併
『
近
世
庶
民
文
化
』
，
均
已
收
到
。
另
有
書
數
種
，
乞
費
神
代
為
購
寄
為
荷
。
專
此
奉
托
，
匆
匆
不
盡
。

松
枝
先
生　
　
　
　

三
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

周
作
人

１
９
５
８
０
４
０
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】【 
】

拜
啟　

得
手
書
併
惠
寄
藥
物
，
費
心
甚
感
。
所
要
之
書
前
後
作
五
次
寄
上
，
其
中
唯
『
文
學
史
教
學
大
綱
』
，『
方
言
詞
例
釋
』
及
『
李

一
九
五
八
年
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煜
詞
討
論
集
』
因
「
品
切
」
不
能
得
，
又
『
謝
康
樂
詩
註
』
因
同
係
黃
節
所
著
，
故
併
及
之
。『
苦
茶
庵
笑
話
選
』
今
加
入
『
笑
贊
』
，

改
為
『
明
清
笑
話
四
種
』
，
附
呈
一
冊
，
祈
惠
存
。
井
上
翠
之
『
ポ
ケ
ッ
ト
日
華
辭
典
』
近
知
其
出
版
處
為
江
南
書
院
，
祈
一
訪
之
。

中
央
公
論
社
之
「
小
供
文
庫
」
中
，
曾
出
「
ギ
リ
シ
ヤ
神
話
」
，
見
其
廣
告
中
有
『
炭
燒
長
者
』
等
三
書
，
不
知
今
尚
有
否
耳
。
頗
有

意
譯
日
本
之
�
昔
話
�
。（
柳
田
的
『
日
本
ノ
昔
話
』
已
有
之
）
不
知
新
出
有
佳
者
否
？
又
岩
波
寫
真
文
庫
不
知
近
有
何
出
板
，
有
近

出
了
目
錄
可
得
否
？
再
有
一
事
奉
托
，
有
原
三
七
君88
，
去
冬
來
北
京
曾
見
訪
，
以
後
去
信
未
見
回
音
。
不
知
其
尚
在
東
京
否
？
附
上
名

片
，
希
便
中
代
為
一
詢
為
荷
。
原
君
戰
前
曾
為
北
京
大
學
文
學
院
教
員
，
係
舊
識
也
。
專
此
奉
煩
，
不
盡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
九
日　
　
　
　
　

周
作
人

松
枝
先
生

岩
波
寫
真
文
庫

『
八
○　

季
節
の
魚
』

『
一
四
八　

忘
れ
ら
れ
た
島
』

『
一
九
五　

横
浜
』

『
二
〇
三　

渡
り
鳥
』

『
二
〇
七　

北
海
道
』

『
二
一
二　

〃　

〃
』

『
二
一
七　

諏
訪
湖
』
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山
路
閑
古
著

『
川
柳
歳
時
記
』

　

芝
浜
松
町　

美
和
書
院
発
行

比
企
蝉
人
著

『
川
柳
小
話
集
』

　
　

森
川
町
七
〇
高
文
社
発
行

１
９
５
８
０
５
１
１
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

お
送
り
下
さ
っ
た
御
本
、
四
月
十
七
、
八
、
九
日
に
全
部
受
取
り
ま
し
た
。
有
難
う
存
じ
ま
す
。『
明
清
笑
話
四
種
』
さ
っ
そ
く
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。
中
か
ら
訳
し
や
す
い
の
を
選
ん
で
、
平
凡
社
の
中
国
古
典
文
学
全
集
に
訳
し
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。『
紅
樓

夢
八
十
回
校
本89
』
は
嬉
し
く
て
、
三
晩
ほ
ど
興
奮
し
て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
に
送
っ
て
頂
い
た
『
文
学
研
究
集
刊
』
第
五
冊
の
中

に
何
其
芳
「
論
紅
樓
夢
」
を
讀
ん
だ
時
も
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
が
。

四
月
二
十
八
日
に
写
真
文
庫
九
冊
、『
日
華
辞
典
』、『
川
柳
小
咄
集
』、
五
月
二
日
に
『
信
濃
の
民
話
』
一
冊
送
り
ま
し
た
。
未
来
社
の

民
話
の
本
は
こ
の
外
に
四
、
五
冊
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
國
文
専
門
の
人
に
き
い
て
、
こ
れ
が
よ
か
ろ
う
と
聞
い
て
お
送
り
し
た
次
第

で
す
が
、
御
覧
に
な
っ
て
よ
い
よ
う
で
し
た
ら
、
別
の
を
尚
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
昔
話
を
集
成
し
た
本
に
、
関
敬
吾
氏
の
四
大
冊
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
だ
見
て
お
り
ま
せ
ん
。

原
三
七
君
は
病
気
で
日
本
歯
科
医
科
大
学
の
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
肺
炎
が
こ
じ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
飲
み
す
ぎ
で
し
ょ
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う
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
昨
日
会
い
に
行
っ
た
ら
、
丁
度
退
院
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
さ
っ
そ
く
御
返
事
す
る
と
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

原
君
は
本
屋
を
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
本
屋
間
の
取
引
で
新
刊
書
は
二
割
引
で
手
に
入
る
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
原
君
に
頼
ん
で
買
っ
て
も

ら
っ
て
、
お
送
り
し
よ
う
か
と
も
思
い
ま
す
。
原
君
は
私
よ
り
一
年
下
の
同
窓
で
す
。
先
生
に
お
会
い
し
て
大
変
お
元
気
の
様
で
あ
っ

た
と
聞
き
、
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

記
念
切
手
三
枚
同
封
い
た
し
ま
す
。
井
伊
掃
部
は
今
日
出
た
ば
か
り
で
す
。
切
手
ブ
ー
ム
と
か
で
、
即
日
売
切
の
当
今
、
一
人
に
一
枚

し
か
売
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
劉
盼
遂
著
『
論
衡
集
解
』
古
籍
出
版　

一
冊

・
王
力
著
『
漢
語
詩
律
学
』
新
知
識　
　

一
冊

　
『
宋
詞
三
百
首
箋
釈
』
朱
古
微
選
輯

唐
圭
璋
箋
釈　

古
典
文
学

　
『
宋
詩
選
注
』　

銭
鍾
書
選
注　

人
民
文
学

　
　

後
の
二
冊
は
未
刊
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
日
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫

周
先
生

　
　

今
日
小
包
二
個
、
書
籍
六
冊
、
受
け
取
り
ま
し
た
。
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有
難
う
存
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

十
一
日
正
午

１
９
５
８
０
５
２
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

手
書
奉
讀
，
承
寄
下
書
二
包
，
亦
已
收
到
，
謝
謝
。『
信
濃
の
民
話
』
良
佳
，
以
後
擬
尚
要
一
二
冊
，
希
便
中
為
購
求
之
，
但
不
必
急

之
耳
。『
漢
語
詩
律
學
』
及
『
論
衡
集
解
』
已
購
得
，
日
内
當
寄
出
，
其
餘
兩
種
當
俟
出
板
後
再
説
。
玆
又
有
瑣
屑
之
事
奉
煩
，
前
承

寄（
與
テ
ラ
ポ
ー
ル
一
同
寄
來
）

下
ド
ミ
ア
ン
錠
藥
良
有
效
，
擬
再
請
以
商
品
見
本
寄
下
�
二
本
�
（
二
十
粒
入
）
，
想
不
過
重
，
如
見
本
無
限
制
，
則
請
見
寄
三
本

為
幸
。

下
記
之
書
，
祈
費
神
購
寄
是
荷
：

　

岩
波
寫

真
文
庫

『
２ 

昆
蟲
』　
　

『
37 

蚊
の
觀
察
』

　

『
126 

貝
の
生
態
』　
　

『
159 

ソ
連
中
國
の
旅
』

　

『
215 

世
界
の
人
形
』　
『
235 

ネ
ズ
ミ
の
生
活
』

　
　
　
　
　

五
月
二
十
日　
　
　
　
　

周
啓
明

　

松
枝
先
生

追
加
：
宮
尾
シ
ゲ
ヲ
著
『
日
本
小
話
集
』
高
文
社
出
板90
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１
９
５
８
０
６
０
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

前
次
寄
信
，
奉
託
代
購
ド
ミ
ア
ン
片
，
唯
病
人
信
用
舊
日
慣
用
之
テ
ラ
ポ
ー
ル
，
爲
此
特
再
奉
聞
，
祈
為
改
買
テ
ラ
ポ
ー
ル
三
本
，
或

相
當
數
量
的
一
瓶
，
仍
以
「
貨
樣
」
寄
下
為
荷
。
多
費
精
神
，
至
為
感
謝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
四
日　
　
　
　
　

周
作
人

　

松
枝
先
生

１
９
５
８
０
６
２
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟 

文
庫
本
數
種
，
祈
費
神
惠
購
是
幸
。

　
　
　
　

六
月
廿
八
日　
　
　

周
啟
明

松
枝
先
生

新
潮
文
庫

　

田
村
泰
次
郎

　
　

『
肉
体
の
門
』

　

小
川
未
明

　
　

『
童
話
集
』
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角
川
文
庫

　

小
川
未
明

　
　

『
赤
イ
蝋
燭
ト
人
魚
』

　

鈴
木
三
重
吉

　
　

『
綴
方
読
本
』

　

岩
波
写
真
文
庫

　

『
八
○　

季
節
の
魚
』

　

『
一
四
八　

忘
れ
ら
れ
た
島
』

　

『
一
九
二　

五
島
列
島
』

　

『
二
〇
八　

小
豆
島
』

　

『
二
一
二　

北
海
道
』

　

『
二
一
七　

諏
訪
湖
』

１
９
５
８
０
８
１
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
今
有
瑣
事
奉
煩
，
書
目
一
紙
寄
奉
，
祈
費
神
代
購
爲
荷
。

松
枝
先
生 

八
月
十
四
日 

周
作
人

宇
野
浩
二
『
苦
の
世
界
』　

岩
波
文
庫
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永
井
荷
風
『
日
和
下
駄
』　　

〃

　
　
　
　

『
腕
く
ら
べ
』　　

〃

　
　
　
　

『
お
か
め
笹
』　　

〃

　
　
　
　

『
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
』
〃

　
　
　
　

『
濹
東
綺
譚
』　　

〃

ハ
ド
ソ
ン
『
ラ
・
プ
ラ
タ
の
博
物
学
者
』
〃

　
　
　
　

『
は
る
か
な
国
と
ほ
い
昔
』
〃

壺
井
栄　

『
曆
』　　
　
　

新
潮
文
庫

『
小
泉
八
雲
集
』
全
二
冊　
　

〃

１
９
５
８
０
９
１
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓 

承
寄
下
『
小
川
未
明
童
話
集
』
等
六
冊
，
至
為
感
荷
。
八
月
十
四
日
去
信
中
所
記
永
井
荷
風
諸
作
，
可
請
勿
再
寄
，
因
已
有
了
。

但
請
費
心
代
找
其
中
第
12
冊
，『
柳
田
國
男
集
』
一
冊
。
又
五
月
二
十
日
去
信
奉
託
，
有
岩
波
寫
真
文
庫
數
冊
，
未
見
寄
下
，
不
知
是

否
係
來
去
信
件
中
有
遺
失
，
今
別
紙
另
行
開
呈
，
乞
一
併
代
購
為
荷
。『
宋
詩
選
注
』
等
，
往
詢
新
華
書
店
，
仍
未
出
板
，
容
後
再
購
呈
。

　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

周
啓
明

岩
波
寫
真
文
庫

『
昆
虫
』
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『
蚊
の
観
察
』

『
貝
の
生
態
』

『
ネ
ズ
ミ
の
生
活
』

『
世
界
の
人
形
』

『
ソ
連
中
国
の
旅
』１

９
５
８
１
１
１
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　
　

承
寄
『
柳
田
國
男
集
』
等
費
神
謝
々
。
此
次
風
見
章
君
等
來
華91
，
聞
先
生
擬
同
來
未
果
，
甚
爲
可
惜
，
但
後
當
尚
有
機
會
耳
。
玆

有
一
事
奉
託
，
因
弟
婦
患
喘
，
需
要
レ
ス
タ
ミ
ン
，
如
能
購
500
粒
者
一
瓶
，
由
見
本
寄
下
（
請
寄
給
周
芳
子
，
居
址
相
同
）
，
不
勝
幸
甚
。

全
名
如
下
：
レ
ス
タ
ミ
ン
コ
ー
ワ
錠
（Restam

in K
ow
a

）
，
名
古
屋
市
興
和
新
藥
株
式
會
社
。
又
有
雜
書
數
種
亦
乞
購
寄
。『
魯
迅

全
集
』
七
已
出
板
，
即
容
寄
上
。
匆
匆
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
九
日　
　

周
啓
明

宇
野
浩
二
『
苦
ノ
世
界
』
岩
波
文
庫

『
石
川
啄
木
詩
集
』
岩
波
板

豊
田
正
子
『
綴
方
教
室
』
角
川
文
庫
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１
９
５
９
０
１
２
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　
　

前
奉
託
購
藥
，
承
即
蒙
賜
寄
，
已
照
收
到
，
費
神
至
感
。
又
承
岩
波
書
店
寄
下
尊
譯
『
寳
葫
蘆92
』
等
二
冊
，
亦
已
收
到
矣
。
唯
前

託
購
『
石
川
啄
木
詩
集
』
等
未
見
寄
到
，
此
詩
集
近
擬
翻
譯
，
急
於
需
用
，
可
否
乞
再
一
注
文
，
又
有
別
的
書
籍
亦
乞
一
併
辦
理
，
是

荷
。
又
前
寄
『
宋
詩
選
註
』
及
『
宋
詞
三
百
首
』
及
『
魯
迅
集
』
，
想
已
察
收
。
匆
匆
不
多
及
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　

一
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

周
作
人

一
、『
石
川
啄
木
詩
集
』
岩
波
本　

二
冊

一
、『
竹
取
物
語
』
中
河
與
一　

角
川
文
庫
本

一
、『
枕
草
子
』
松
浦
貞
俊　
　
　
　

〃

一
、『
好
色
一
代
女
』
吉
川
勇　
　
　

〃

再
，
岩
波
寫
真
文
庫
，
日
本
古
典
文
學
大
系
，
以
上
兩
種
目
錄
，
如
能
取
得
，
乞
各
賜
一
份
。

一
九
五
九
年
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１
９
５
９
０
１
３
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓　

廿
一
日
寄
一
信
，
託
購
『
枕
草
子
』
等
，
唯
角
川
文
庫
本
恐
未
出
板
，
請
賜
另
一
找
尋
，
以
有
詳
細
譯
註
者
為
佳
，
因
受
委
託

翻
譯
，
現
在
需
用
也
，
拜
託
拜
託
。
又
『
啄
木
詩
集
』
岩
波
本
如
不
可
得
，
則
請
改
買
角
川
文
庫
中
本
亦
可
。
承
寄
下
『
綴
方
教
室
』

等
二
冊
，
已
收
到
了
。『
人
民
畫
報
』
自
本
年
份
起
，
改
爲
每
月
出
板
兩
次
，
其
一
月
份
已
寄
出
矣
。
草
草
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　

一
月
卅
一
日　
　
　
　
　

周
啓
明

１
９
５
９
０
２
２
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

承
寄
下
『
啄
木
詩
集
』
等
，
謝
謝
。
玆
有
請
者
，
現
受
囑
譯
西
鶴
物
，
擬
先
試
譯
『
一
代
女
』
，
需
用text

，
岩
波
之
日
本
古
典
大
系

中
『
西
鶴
集
上
』
或
朝
日
新
聞
社
古
典
全
書
之
中
，
有
無
適
當
之
本
，
望
費
心
擇
取
一
種
為
幸
。
此
種text

以
註
釋
詳
明
者
為
佳
，

祈
斟
酌
定
之
。
又
日
本
古
典
大
系
中
，
知
『
浮
世
風
呂
』
已
出
，
但
未
知
『
浮
世
床
』
亦
有
之
否
？
如
有
之
亦
甚
願
得
一
見
者
。
草
草
。

　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
二
日　
　
　
　

周
啓
明

１
９
５
９
０
３
０
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　
　

又
有
瑣
事
奉
託
，
頃
聞
歐
陽
文
彬
在
報
上
發
表
之
「
劉
連
仁
苦
盡
甘
來
」
，
已
譯
成
日
文
，
名
為
『
穴
中
十
四
年93
』
，
唯
不
知
係
何

處
出
版
，
如
可
找
到
，
希
代
購
一
冊
寄
下
為
感
。
前
函
託
之
『
浮
世
床
』
，
不
知
岩
波
之
古
典
文
學
大
系
中
有
否
，
朝
日
古
典
全
書
本
，
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則
前
已
承
購
寄
矣
，
如
有
別
種
本
子
，
甚
希
望
能
夠
得
到
。
匆
匆
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

周
啓
明

１
９
５
９
０
３
０
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

前
日
方
寄
一
信
，
旋
得
惠
寄
『
日
和
下
駄
』
等
二
冊
，
至
為
感
謝
。
今
見
寫
真
文
庫
目
錄
，
有
數
冊
欲
得
，
乞
一
併
寄
下
。
前
信
所
說

『
穴
中
十
四
年
』
，
未
詳
出
板
之
處
，
但
據
報
道
，
東
京
有
内
山
完
造
等
數
十
人
，
曾
為
開
出
版
記
念
會
，
想
可
查
得
其
出
版
處
耳
。
匆

匆
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

三
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

周
啓
明

岩
波
寫
真
文
庫

237

『
日
本
』（1957

四
月
七
日
）

272

『
日
本
』（1958

年
一
月
）

243

『
水
郷
潮
来
』

240

『
倉
敷
』

101

『
戦
争
と
日
本
人
』
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１
９
５
９
０
３
１
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　

連
日
屢
以
瑣
事
奉
煩
，
不
勝
惶
恐
。
近
人
民
文
學
出
板
社
命
翻
譯
啄
木
詩
歌
，
因
此
又
有
數
書
請
求
蒐
購
，
因
多
係
數
年
前
出
板
，

或
恐
未
能
入
手
，
但
乞
儘
可
能
得
到
者
可
耳
。
又
譯
啄
木
詩
至
『
呼
子
と
口
笛
』
補
遺
（
詩
集
三
，
一
七
九
頁
）
末
行
，「
明
る
き
午

後
の
も
の
と
な
き
靜
心
な
さ
」
一
句
，
不
能
了
解
，
乞
賜
教
為
幸
。
啄
木
參
考
書
另
紙
開
奉
，
祈
賜
察
覽
爲
荷
。
先
生
有
何
需
要
，
乞

示
及
，
以
便
購
奉
。
匆
匆
不
盡
。

松
枝
先
生 

三
月
十
三
日 

周
啓
明

『
啄
木
の
歌
と
鑑
賞
』
矢
村
、
渡
邊
共
著　

新
興
出
版
社

『
石
川
啄
木
』
渡
邊
順
三　

新
興
出
版
社

『
青
春
の
悲
歌
』
遠
地
等
共
著　

ナ
ウ
カ
社94

『
啄
木
』
中
野
重
治  

弘
文
堂

１
９
５
９
０
４
０
７
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人95
】

拝
啓　

す
っ
か
り
御
無
沙
汰
し
て
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

さ
き
に
『
浮
世
風
呂
』
の
お
訳
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
時
も
、
お
禮
状
さ
え
差
上
げ
ず
、
慚
愧
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
送
り
下
さ
っ

た
書
籍
、『
魯
迅
全
集
』
は
じ
め
み
な
確
か
に
受
け
取
っ
て
お
り
ま
す
。『
人
民
画
報
』
も
毎
月
確
実
に
着
い
て
お
り
ま
す
。

123



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦後篇

95

啄
木
の
詩
は
二
三
の
専
門
家
に
質
し
ま
し
た
結
果
、
大
体
次
の
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
も
の
と
な
き
」
と
い
う
の
は
白
秋
あ
た
り
の
用
語
の
模
倣
ら
し
く
、「
何
物
と
も
指
定
さ
れ
な
い
」「
は
っ
き
り
し
た
理
由
の
な
い
」

「
そ
こ
は
か
と
な
い
」
の
よ
う
な
意
味
で
、
一
句
は

　
　

明
る
い
午
後
の
日
ざ
し
の
中
に
感
ぜ
ら
れ
る
何
と
も

　
　

と
り
と
め
の
な
い
落
ち
つ
か
な
さ

と
で
も
い
っ
た
と
こ
ろ
か
、
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
岩
波
の
古
典
文
学
大
系
の
『
浮
世
風
呂
』
に
は
、「
浮
世
床
」
は
は
い
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。「
浮
世
床
」
の
注
釈
本
は
朝
日
古

典
全
書
本
が
唯
一
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
も
久
保
田
万
太
郎
訳
と
称
す
る
「
浮
世
床
」
の
現
代
訳
が
河
出
書
房
の
日
本
国
民
文
学
全
集
の
中
に
は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
も

し
お
入
用
で
し
た
ら
、
捜
し
て
お
送
り
し
ま
す
。
西
鶴
の
注
釈
書
は
戦
後
色
々
出
て
、
現
代
訳
も
何
種
か
あ
り
ま
す
が
、
岩
波
の
古
典

文
学
大
系
が
最
も
新
し
い
だ
け
に
一
番
詳
し
い
よ
う
で
す
か
ら
、
近
日
中
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

『
枕
草
子
』
も
古
典
文
学
大
系
本
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
き
に
河
出
書
房
の
現
代
訳
と
岩
波
文
庫
本
三
冊

（
絶
版
）
が
手
元
に
あ
り
ま
し
た
の
を
取
敢
え
ず
お
送
り
し
ま
し
た
が
。

私
は
目
下
平
凡
社
の
中
国
古
典
文
学
全
集
の
仕
事
を
少
し
や
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
巻
『
歴
代
随
筆
集
』
と
い
う
も
の
の
中
に
、

先
生
の
『
明
清
笑
話
選
』
の
中
か
ら
少
し
訳
し
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
は
『
陶
菴
夢
憶
』
に
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
く
ど
う

に
も
訳
さ
れ
る
も
の
で
は
な
し
、
結
局
、
あ
ま
り
む
つ
か
し
い
も
の
は
省
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
わ
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
だ
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ら
け
で
、
い
や
に
な
り
ま
し
た
。
二
三
カ
月
あ
と
に
、
ぶ
ざ
ま
な
格
好
の
も
の
を
ご
ら
ん
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

す
み
ま
せ
ぬ
が
、
左
記
の
も
の
を
お
送
り
い
た
ゞ
き
た
く
、
お
願
い
し
ま
す
。

・
中
国
科
学
院
『
文
学
研
究
所
専
刊
』（
１
）（
２
）（
３
）（
４
）　　

人
民
文
学96

・『
文
学
研
究
與
批
判
』（
１
）（
２
）（
３
）（
４
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃97

・『
沒
有
批
評
就
不
能
前
進
』（
何
其
芳98
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

・『
閱
紅
樓
夢
隨
筆
』
清
、
周
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
華

１
９
５
９
０
４
１
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　
　

因
受
出
版
社
囑
託
，
擬
著
手
西
鶴
物
，
有
力
不
勝
任
之
感
。
需
用
『
好
色
一
代
男
』
現
代
語
譯
（
角
川
文
庫
）
及
該
書
原
典
（
日

本
古
典
文
學
大
系
本
『
西
鶴
集
』
上
），
均
乞
費
心
代
購
。
又
日
本
國
民
文
學
全
集
中
，
有
『
浮
世
床
』
在
江
戶
名
作
集
第
一
冊
内
，

如
已
出
版
，
亦
希
望
得
見
。
匆
匆
不
盡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

松
枝
先
生

１
９
５
９
０
４
３
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
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惠
翰
敬
悉
。『
西
鶴
集
』
上
如
未
寄
出
，
可
請
不
必
寄
予
，
因
北
京
圖
書
館
有
之
，
可
以
借
用
，
但
國
民
文
學
全
集
中
『
江
戶
名

作
集
』
有
「
浮
世
床
」
之
一
冊
，
仍
乞
代
購
爲
荷
。
又
日
本
郵
票
目
錄
，
便
中
乞
賜
寄
一
冊
。
日
本
著
作
近
日
譯
出
『
啄
木
小
説
集
』，

内
有
「
二
筋
の
血
」
係
是
往
年
拙
譯
，
現
又
承
命
譯
『
詩
歌
集
』，
殊
苦
不
能
信
達
，
有
椽
の
下
の
力
持
之
感
。
匆
匆
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　

四
月
卅
日　
　
　
　

周
啓
明

１
９
５
９
０
５
２
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

承
寄
下
『
西
鶴
集
』
，
費
心
謝
了
。
唯
因
出
板
社
過
於
小
心
，
恐
怕
西
鶴
的
『
浮
世
草
子
』
不
能
出
板
了
，
以
是
翻
譯
且
從
緩
。
但
擬

增
廣
『
狂
言
』
，
蘇
聯
譯
本
有
三
十
餘
篇
，
囑
照
添
譯
，
爲
此
請
費
神
代
購
古
川
久
之
『
狂
言
集
』
朝
日
社
日
本

古
典
全
書

 

三
冊
寄
下
，
如
找
不
到

則
岩
波
文
庫
之
笹
野
堅
之
『
能
狂
言
』
三
冊
亦
可
。
前
所
示
之
書
，
曾
函
詢
新現

名

中

國

書

店

古

典

部

華
書
店
之
古
典
門
市
部
，
得
回
信99
只
有
一
種
，
已
另
寄

上
矣
。
匆
匆
。

　
　
　

松
枝
先
生　

五
月
廿
四
日 

周
啓
明

１
９
５
９
０
５
３
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　
　

廿
四
日
寄
一
信
想
已
蒙
察
覽
。
囑
購
『
狂
言
集
』
，
現
已
由
出
板
社
借
到
，
因
此
可
以
不
必
要
了
。
但
請
為
代
購
下
列
諸
書
：

一
、『
倉
敷
う
ち
そ
と
』
朝
日
寫
真
ブ
ッ
ク
７

一
、『
近
畿
の
民
家
』
朝
日
寫
真
ブ
ッ
ク
45
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一
、『
中
國
の
奧
地
』
朝
日
寫
真
ブ
ッ
ク
57

一
、『
新
し
い
臺
灣
』
朝
日
寫
真
ブ
ッ
ク
84

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　

五
月
三
十
日　
　
　
　

周
啓
明

１
９
５
９
０
７
２
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓　

承
寄
下
『
倉
敷
』
、『
近
畿
の
民
家
』
、『
中
國
の
奧
地
』
三
冊
。
又
『
江
戶
名
作
集
』
一
冊
，
費
心
甚
爲
感
謝
。
現
正
翻
譯
『
浮

世
床
』
，
得
此
大
有
幫
助
，
唯
可
惜
只
有
初
編
，
未
免
美
中
不
足
耳
。
此
後
擬
改
譯
『
狂
言
』
，
出
板
社
因
俄
文
譯
本
有
卅
餘
篇
，
其
中

大
多
數
為
中
譯
所
無
，
囑
為
增
加
，
但
北
京
只
找
到
『
狂
言
記
』
，
似
不
甚
可
據
，
擬
請
代
購
朝
日
古
典
全
書
中
之
『
狂古

川

久

編

言
集
』
三
冊
，

又
朝
日
寫
真
ブ
ッ
ク
中
之
『（
11
）
相
撲
今
ト
昔
』
、『（
36
）
埋
レ
タ
古
代
中
國
』
，
至
感
之
。
草
草
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　

七
月
二
十
二
日　
　
　

周
啓
明

１
９
５
９
０
８
０
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

承
寄
下
『
江
戶
名
作
集
』
，
頗
爲
得
用
，
唯
只
有
初
篇
，
且
亦
有
省
略
處
，
外
國
人
欲
完
全
瞭
解
，
自
更
困
難
耳
。
玆
有
託
者
，
有
姪

兒
好
獵
，
聞
知
日
本
有
此
項
雜
誌
，
欲
得
一
見
，
可
否
請
賜
代
爲
訂
閲
一
年
或
半
年
，
於
任
何
時
起
始
均
可
，
直
接
寄
予
周
豊
二
（
住

址
同
）
或
仍
由
鄙
人
收
亦
無
不
可
。
草
草
。

　
　
　
　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
四
日　
　
　
　
　
　

周
啓
明
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『
全
獵
雜
誌
』

東
京
都
新
宿
區
橫
寺
街
五
五
番
地

全
日
本
狩
獵
俱
樂
部１

９
５
９
０
８
１
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。

前
奉
函
想
已
達
覽
。
出
版
社
急
於
翻
譯
『
狂
言
』
，
令
速
從
事
，
已
決
定
以
『
狂
言
記
』
為
本
，
故
前
此
奉
託
之
朝
日
本
『
狂
言
集
』

已
可
無
須
矣
，
如
未
購
到
希
即
作
罷
論
可
也
。
專
此
奉
告
，
即
請

松
枝
先
生
台
鑒　

周
啓
明

八
月
十
一
日

１
９
５
９
０
８
２
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。

十
一
日
寄
奉
一
函
，
諒
已
蒙
察
入
。
玆
有
託
者
，
第
一
製
藥
株
式
會
社
所
出
之
テ
ラ
ー
ポ
ル
，
雖
少
陳
舊
，
唯
内
人
服
用
尚
屬
有
效
，

爲
此
請
費
神
為
購
二
十
片
者
二
三
瓶
，
由
郵
便
爲
�
見
本
�
寄
下
，
實
為
感
幸
。
又
角
川
寫

◎

真

◎

文
庫
中
有
『
俳
句
歲
時
記
』
大
約
亦
分

五
冊
，
希
代
購
一
部
寄
下
爲
荷
。
至
非
寫
真
文
庫
之
『
俳
句
歲
時
記
』
，
則
已
有
之
矣
。
匆
匆
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
廿
九
日　
　
　
　
　

周
啓
明
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１
９
５
９
１
０
０
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

承
賜
『
歷
代
隨
筆
集100
』
一
冊
，
謝
謝
。
集
中
收
入
『
模
糊
集
』
甚
有
見
地
，
其
他
選
擇
亦
均
妥
適
，
至
為
佩
服
。
前
此
託
購
小
書
，
有

『
相
撲
今
と
昔
』
等
未
見
寄
到
，
似
係
「
賣
切
」
，
祈
再
爲
一
查
爲
荷
。
鄙
人
前
爲
人
民
文
學
出
板
社
增
訂
『
日
本
狂
言
選
』
，
根
據
蘇

聯
譯
本
，
有
三
十
九
篇
，
其
中
五
篇
已
經
譯
出
，
因
爲
補
譯
三
十
四
篇
，
但蘇

聯

本

所
據
係
『
狂
言
記
』
，
因
據
別
本
改
譯
，
頃
已
完
成
矣
。

以
後
將
譯
西
鶴
，
此
在
鄙
人
實
爲
難
事
，
需
用
語
譯
如
角
川
文
庫
中
『
一
代
男
』
，
最
好
祈
代
購
一
冊
，
或
能
為
代
找
「
國
民
文
學
全
集
」

中
『
西
鶴
名
作
集
』
，
尤
爲
感
荷
。
瑣
瑣
奉
讀
，
至
感
。
草
草
不
盡
。

　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
日　
　
　
　
　
　
　

周
啓
明

１
９
５
９
１
０
０
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

承
寄
下
書
兩
包
，
謝
謝
。『
俳
句
歲
時
記
』
甚
有
趣
味
。『
狂
言
』
甚
費
心
，
唯
拙
譯
已
據
『
狂
言
記
』
譯
出
交
去
，
不
及
根
據
善
本
，

頗
有
可
惜
。
前
信
託
購
朝
日
之
國
民
文
學
中
『
西
鶴
』
，
近
已
從
圖
書
館
中
借
得
，
故
可
無
須
矣
。
荷
風
翁
去
世
，
不
知
近
時
有
紀
念

刊
物
出
板
否
，
如
能
有
圖
刊
更
佳
，
乞
為
留
心
。
角
川
寫
真
文
庫
中
之
『
岸
田
劉
生
』
及
『
雪
舟
』
，
亦
祈
代
購
為
荷
。
草
草
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

十
月
九
日　
　
　
　
　
　

周
啓
明
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１
９
５
９
１
１
０
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

啓
者
：
日
本
郵
便
切
手
新
出
目
錄
，
希
寄
下
一
冊
，
又
有
﹃
郵
趣
﹄
雜
誌
如
能
入
手
，
亦
乞
將
近
出
的
三
二
冊
寄
下
為
荷
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　

十
一
月
五
日 

周
啓
明

１
９
５
９
１
１
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

友
人
鄭
子
瑜
君101

原
係
福
建
文
人
，
現
在
新
加
坡
任
職
學
校
教
授
。
意
欲
與
先
生
通
信
請
益
，
重
違
其
意
特
為
介
紹
，
請
賜
考
慮
，
如
屬

可
能
乞
屆
時
予
以
賜
覆
，
不
勝
幸
甚
。
草
草
不
盡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
五
日　

周
作
人

松
枝
茂
夫
先
生

１
９
６
０
０
２
１
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

一
九
六
〇
年
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承
寄
下
『
川
柳
見
世
物
考
』
二
冊
，
費
心
至
感
。
今
日
至
新
街
口
新
華
書
店
，
偶
見
『
老
舍
劇
作
選
』
，
因
特
寄
上
一
冊
。
此
人
近
甚

有
名
，
但
亦
不
耐
讀
，
姑
且
備
覽
耳
。
別
紙
有
二
三
小
書
，
希
便
中
為
一
購
寄
。
匆
匆
不
備
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
日　
　
　
　
　
　

周
啓
明

松
枝
先
生

一
、
岡
田
甫
『
川
柳
愛
慾
史
補
遺
篇
』

一
、
青
山
繁
『
川
柳
明
治
文
壇
散
步
』
並

一
、
山
路
閑
古
『
き
の
う
、
き
ょ
う
』
並

一
、
角
川
寫
真
文
庫

　
　

一
、『
本
願
寺
』

　
　

一
、『
天
理
教
』

　
　

一
、『
佐
渡
ヶ
島
』

１
９
６
０
０
７
２
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

好
久
未
通
信
了
。
所
寄
『
人
民
畫
報
』
，
不
知
均
收
到
否
？
近
來
時
常
遲
刊
，
七
月
份
尚
未
出
全
也
。
請
從
適
當
日
期
起
，
費
心
為
每

月
寄
下
『
婦
人
畫
報
』
，
再
岩
波
寫
真
文
庫
最
新
目
錄
亦
乞
寄
下
一
冊
為
荷
。

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

周
啓
明
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七
月
廿
三
日

１
９
６
０
１
１
０
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

前
寄
信
諒
已
達
覽
，『
人
民
畫
報
』
近
又
續
出
，
當
繼
續
寄
奉
，
十
月
份
的
已
寄
出
了
。
玆
有
下
列
書
籍
，
請
費
神
代
購
：

　

一
、
母
袋
未
知
庵
著
『
川
柳
四
目
屋
考
』
出
版
所
不
明

　

一
、
笹
川
臨
風
校
註
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
朝
日
新
聞
社
刊
行

　

再
，
岩
波
寫
真
文
庫
如
有
新
出
目
錄
，
亦
祈
代
索
一
份
寄
下
為
荷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
七
日　
　
　
　

周
作
人

松
枝
先
生

１
９
６
０
１
１
１
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓　

二
月
中
寄
一
信
併
『
老
舍
劇
作
選
』
一
冊
，
七
月
中
又
奉
一
書
，
未
得
回
信
，
甚
以
爲
念
。
目
下
此
間
因
紙
張
缺
乏
，
許
多
報

刊
停
止
出
板
，
即
『
人
民
畫
報
』
亦
常
悞
期
，
最
近
如
十
月
份
尚
未
出
齊
，
誠
恐
或
將
無
形
停
刊
也
。
想
於
尊
處
或
無
甚
用
處
，
因
此

擬
俟
本
年
出
齊
，
不
再
預
定
，
特
此
奉
聞
。
鄙
人
現
在
翻
譯
『
草マ

枕マ

子
』，
年
内
可
畢
事
，
明
年
擬
再
譯
希Loukianos

臘
雜
文
矣
。
匆
匆
。

　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
九
日
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１
９
６
０
１
２
１
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓 
有
別
記
之
書
籍
數
種
，
請
費
神
一
為
代
購
，
不
勝
幸
甚
。
此
致

松
枝
先
生
左
右

　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

周
啓
明

一
、
夏
目
鏡
子
『
夏
目
漱
石
の
思
ひ
出
』
上
下

一
、
豊
田
正
子
『
粘
土
の
お
面
』（
以
上
角
川
文
庫
）

一
、『
夏
目
漱
石
』

一
、『
森
鷗
外
』（
以
上
日筑

摩

書

房

本
文
學
ア
ル
バ
ム
）

一
、
内
田
百
間
『
百
鬼
園
隨
筆
選
』
上
下
（
新
潮
文
庫102

）

１
９
６
１
０
２
０
９
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

一
九
六
一
年
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承
寄
下
書
籍
四
部
六
冊
，
至
為
感
謝
。
關
於
『
石
佛
巡
禮
』
尤
感
興
趣
，
玆
乞
再
代
購
數
種
寄
下
，
書
目
別
紙
開
呈
，
費
神
至
感
。
鄙

人
譯
『
草
枕
子
』
，
大
概
算
已
完
了
，
唯
任
重
力
薄
，
深
恐
不
能
勝
耳
。
此
後
擬
再
譯
希
臘
散
文
作
品
，
如
能
翻
譯
『
膝
栗
毛
』
，
尤
所

願
意
，
正
在
交
涉
中
，
頗
希
望
其
能
實
現
也
。
匆
匆
不
盡
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　

二
月
九
日　
　
　
　
　
　

周
作
人

大
野
新
助

『
寫
真
文
學
散
步
』

関
敬
吾

『
瘤
取
り
爺
さ
ん
其
他
』

同

『
續
〃　
　

〃　

』

　

〃

『
桃
太
郎
〃
』

同

『
寫
真　
　

岬　

』

　

〃

『
一
寸
法
師
〃
』

野
間
宏

『
〃
中
国
の
顔
』

以
上
岩
波
文
庫

三
井
高
陽

『
日
本
の
切
手
』

重
森
完
途

『
庭
の
美
し
さ
』

以
上
現
代
教
養
文
庫

１
９
６
１
０
３
０
３
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　
　

承
寄
下
書
籍
，
費
神
甚
爲
感
謝
。
唯
第
二
次
所
寄
，
除
『
膝
栗
毛
』
及
『
漱
石
鷗
外
文
學
ア
ル
バ
ム
』
外
，『
婦
人
畫
報
』
二
冊

則
據
稅
関
通
知
，
因
其
登
載
美
國
式
樣
的
文
化
，
宣
傳
安
適
的
生
活
，
不
予
發
還
（
普
通
一
般
『
婦
人
畫
報
』
等
報
刊
，
不
能
輸
入
）
，

故
特
以
奉
聞
，
請
以
後
不
必
寄
下
為
要
。
又
別
紙
所
記
書
籍
，
乞
費
神
購
寄
，
國
内
因
缺
乏
紙
張
，
出
板
很
受
影
響
，
新
書
固
少
出
板
，
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即
刊
行
亦
甚
有
限
制
，
普
通
幾
乎
買
不
到
。
匆
匆
不
盡
。

　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

再
啓　

近
讀
古
川
久
君
著
『
狂
言
の
世
界103

』
，
見
說
及
拙
譯
及
ロ
シ
ヤ
譯
，
此
書
曾
於
前
年
由
人
民
文
學
出
板
社
持
以
見
示
，
囑
依
照

所
收
三
十
九
篇
譯
出
，
查
所
依
據
即
係
日
本
文
學
大
系
中
之
『
狂
言
記
』
，
因
就
所
見
參
攷
（
有
幾
篇
就
改
用
別
的
本
子
）
別
本
，
全

數
譯
出
，
而
以
拙
譯
附
於
後
方
。
譯
稿
早
已
告
成
，
唯
近
因
缺
少
紙
張
，
或
一
時
未
能
出
板
，
亦
未
可
知
。
再
次
增
訂
譯
本
，
本
所
贊

成
，
唯
此
係
純
是
被
動
，
故
於
俄
譯
篇
目
之
外
，
未
曾
有
所
增
加
。
乞
於
便
中
轉
告
古
川
久
君
一
聲
為
幸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
三
日　
　
　
　

作
人
再
拜

『
桂
離
宮
ト
修
學
院
』
岩
波
寫
真
文
庫

『
千
代
田
城
』
〃

『
京
都
御
所
ト
二
條
城
』
〃

『
藥
師
寺
、
唐
招
提
寺
』
〃

『
佛
像
』
〃

『
山
水
畫
』
〃

『
若
山
牧
水
』
日
本
文
學
ア
ル
バ
ム

『
樋
口
一
葉
』
〃

111



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦後篇

107

１
９
６
１
０
３
２
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

前
信
報
告
『
婦
人
畫
報
』
不
能
進
口
，
請
不
必
再
寄
，
諒
已
察
覽
。
日
前
遇
見
紹
興
魯
迅
紀
念
館
主
任
張
能
耿
君
，
云
欲
得
尊
譯
之
『
魯

迅
の
故
家
』
未
能
得
到
，
玆
特
為
代
陳
，
祈
賜
予
一
冊
，
直
接
寄
至
紹
興
東
昌
坊
口
，
魯
迅
紀
念
館
爲
荷
。
再
岩
波
少
年
文
庫
中
有
『
西

遊
記
』（
三
冊
）
，
亦
乞
代
購
一
部
寄
下
為
幸
。
匆
匆
不
悉
。

　
　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
八
日　
　
　
　
　

周
作
人

１
９
６
１
１
０
１
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓　

承
寄
下
『
仏
の
微
笑
・
人
間
の
微
笑
』
等
，
費
心
至
為
感
荷
。
今
別
紙
有
數
冊
書
物
，
請
求
代
爲
購
寄
是
幸
。
鄙
人
所
譯
『
浮

世
床
』
早
已
完
成
，
因
紙
張
缺
乏
，
未
能
出
板
，『
枕
之
草
紙
』
亦
已
潦
草
竣
事
矣
。
明
年
擬
另
從
事
希
臘
散
文
，
大
概
譯
『
ル
キ
ア

ノ
ス
文
選
』
，
亦
不
知
老
年
能
勝
任
否
耳
。
匆
匆
不
盡
。

　
　
　
　
　
　

十
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

松
枝
先
生
座
右
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１
９
６
２
０
４
２
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫104

】

拜
啓

　
　

近
日
見
『
北
京
晚
報105

』
上
有
關
於
曹
雪
芹
的
故
居
一
文
，
似
頗
有
新
見
解
，
特
將
�
切
拔
�
附
呈
，
請
賜
察
覽
。
聞
串
田
孫
一
著

有
『
希
臘
神
話
』
，
係
筑
摩
書
房
出
版
，
不
知
有
何
新
意
見
，
祈
便
中
代
爲
購
取
一
冊
寄
下
為
感
。
匆
匆
不
盡
。

　
　
　
　
　

四
月
廿
二
日　
　
　
　

周
作
人

　

松
枝
茂
夫
先
生

小
門
勝
二
『
銀
座
の
荷
風
散
人
』
東
都
書
房

　

〃　
　

『
淺
草
〃　

〃　

』　　

〃

大
竹
新
助
『
伊
豆
箱
根
の
旅
』
現
代
教
養
文
庫

堀
江
知
彥
『
書
の
美
し
さ
』　
　
　
　

〃

一
九
六
二
年
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１
９
６
４
０
９
２
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓　

今
日
拜
見
『
魯
迅
選
集
』
第
十
三
冊
日
記
書
翰
部
分
，
見
小
註
略
有
漏
略
或
錯
悞
，
特
奉
告
如
下
：

　

97
頁
，
世
與
禽
男
，
乃
蔡
元
培
與
林
琴
南
二
人
之
�
仇
名
�
，
黃
侃
罵
舊
同
學
附
和
蔡
元
培
為
�
曲
學
阿
世
�
，
便
稱
蔡
為
�
世
�
，

禽
男
則
因
與
琴
南
同
音
，
故
魯
迅
稱
之
如
是
。

　

98
頁
，
詩
荃
乃
許
壽
裳
之
姪
，
乃
壽
裳
之
兄
銘
伯
之
子
也
。

　

專
此
奉
告
，
不
盡
。
９/

２
５ 

周
作
人

　

松
枝
先
生

（
欄
外
）
日
記
中
６
頁
羽
太
的
假
名
應
為
ハ
ブ
ト106

。

１
９
６
４
１
０
２
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓　

承
賜
東マ

方マ

文
庫107

二
冊
至
為
感
荷
。
讀
時
偶
有
所
見
，
寫
出
呈
教
，
以
備
參
考
。
此
上

松
枝
先
生
几
右　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
八
日

一
九
六
四
年
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『
中
國
笑
話
選
』

　

第
156
ペ
ー
ジ　

ほ
ら
貝
�
所
云
海
螄
，
乃
是
日
本
的
�
河
蜷
�
，
比
ほ
ら
貝
要
小
十
倍
，
長
只
有
四
糎
，
東
南
鄉
下
人
多
喜
食
之
，

然
其
中
多
寄
生
血
吸
蟲
，
平
常
買
時
大
抵
用
茶
碗
�
量
�
，
多
少
文
一
杯
，
故
事
中
所
說
乃
是
江
浙
風
俗
。

　

第
268
ペ
ー
ジ　

ふ
た
な
り
，
此
篇
係
嘲
�
陰
陽
生
�
者
。
陰
陽
生
乃
是
�
陰
陽
師
�
，
乃
安
倍
晴
明
之
流
，
司
占
卜
祓
除
之
事
，
近

來
只
是
�
道
士
�
兼
辦
而
已
。
ふ
た
な
り
稱
爲
�
陰
陽
人
�
，
語
取
雙
關
之
意
。

１
９
６
４
１
２
１
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓

　
　

十
月
十
二
日
目
加
田
君
的
信108

，
於
本
月
十
一
日
始
由
科
學
院
社
會
科
學
部
轉
到
，
次
日
收
到
『
笑
府
』
寫
真
及
尊
札
，
甚
爲
感
謝
。

『
笑
府
』
今
始
得
見
全
豹
，
可
謂
幸
甚
，
始
知
前
此
所
選
缺
點
甚
多
。
但
目
下
亦
無
有
重
選
之
希
望
耳
。
酒
井
君
處
祈
為
致
意
，
別
書

寄
上
拙
書
併
乞
轉
交
，
本
不
能
書
，
老
病
之
餘
更
不
成
樣
子
了
。
又
一
紙
係
寫
近
作
打
油
詩 

八
十

自
笑

，
謹
以
呈
教
。
照
例
是
�
不
真
面
目
�
，

故
第
六
句
云
然
，
第
三
四
句
則
因
對
於
日
本
民
俗
甚
感
興
趣
，
多
讀
關
於
山
父
及
狸
的
故
事
，
第
五
句
的
對
話
則
指
近
年
翻
譯
之

路ル

キ

ア

ノ

ス

吉
阿
諾
斯
著
作
耳
。『
人
民
畫
報
』
因
預
定
須
定
一
年
，
故
已
於
本
月
底
截
止
，
不
再
預
定
了
。
想
在
東
京
亦
有
代
售
，
希
就
近
購
取
，

併
予
鑒
原
為
幸
。
鄭
子
瑜
君
囑
為
介
紹109

，
彷
彿
記
得
以
前
已
介
紹
過
一
次
，
今
重
為
寫
去
，
亦
祈
接
洽
。
匆
匆
不
盡
。

　
　
　

十
二
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

周
作
人

　

松
枝
先
生
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《
同
封
の
紹
介
状
》

拜
啓
。

友
人
鄭
子
瑜
君
在
新
加
坡
師
範
學
院
任
教
，
現
在
早
大
語
學
研
究
所
，
擬
前
往
晉
謁
，
有
所
請
益
，
特
為
介
紹
，
希
加
以
照
顧
併
予
賜

教
，
不
勝
幸
甚
。

　
　

松
枝
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
八
日

︽
八
十
自
笑
詩
︾

　
　
　

可
笑
老
翁
垂
八
十
，
行
為
端
的
似
童
痴
。

　
　
　

劇
憐
獨
脚
思
山
父
，
幻
作
青
氈
羨
野
狸
，

　
　
　

對
話
有
時
裝
鬼
臉
，
諧
談
猶
喜
撒
胡
荽
，

　
　
　

低
頭
只
顧
貪
游
戲
，
忘
卻
斜
陽
上
土
堆
。

　
　
　

甲
辰
冬
日
寫
八
十
自
笑
詩
奉
呈

　
　
　
　
　
　

松
枝
先
生
教
正　
　
　
　
　
　

知
堂
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１
９
６
５
０
１
０
４
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

暮
れ
の
二
十
三
日
に
お
手
紙
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
短
い
旅
に
出
て
、
大
晦
日
の
夜
帰
宅
し
ま
し
た
ら
、
お
送
下
さ
い
ま
し
た
詩
が
机
の
上
に
の
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に

望
外
の
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
お
そ
な
え
餅
と
い
っ
し
ょ
に
新
春
の
床
の
間
に
飾
っ
て
、
ほ
く
ほ
く
悦
び
に
入
っ
て
い
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
つ
く
お
禮
申
し
上
げ
ま
す
。
酒
井
君110

に
も
知
ら
せ
た
ら
、
飛
ん
で
参
り
ま

し
て
、
こ
れ
ま
た
大
変
な
喜
び
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
出
来
ま
す
な
ら
ば
、
先
生
の
随
筆
を
何
冊
か
新
し
く
訳
し
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
準
備
を
と
と
の
え
て
か
ら
、

お
許
し
を
乞
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
ま
で
の
紹
介
の
仕
方
は
、
軍
閥
の
眼
を
は
ば
か
っ
て
、
非
常
に
か
た
よ
っ
た
面
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
最
近
竹
内
好
君
が
指
摘
し
た
通
り
で
す
。（『
世
界
』
一
月
号
「
周
作
人
よ
り
核
実
験
ま
で
」）
改
訳
の
事
は
、
前
々
か
ら
か
ね

て
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
期
が
熟
し
て
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
在
は
本
屋
に
頼
ま
れ
て
『
蜀
碧111

』
を
訳
し

て
い
ま
す
。
あ
ま
り
気
乗
り
が
し
ま
せ
ん
の
で
、
仕
事
が
は
か
ど
り
ま
せ
ん
が
、
大
体
の
訳
は
終
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
二
、
三
の
小
さ

な
仕
事
を
す
ま
し
た
上
で
、
い
よ
い
よ
新
し
い
構
想
を
練
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
い
つ
の
ま
に
か
、
六
十
と
い
う
年
を
迎
え
ま
し
た
。
全
く
う
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。
四
、
五
年
前
に
学
生
に
誘
わ
れ
て
竹
内
君

一
九
六
五
年
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と
一
緒
に
ス
キ
ー
見
物
に
行
っ
た
の
が
病
み
つ
き
で
、
毎
年
冬
に
な
る
と
ス
キ
ー
に
一
週
間
な
り
三
、
四
日
な
り
出
掛
け
る
習
わ
し
と

な
り
ま
し
た
。
竹
内
君
は
大
変
な
熱
心
さ
で
す
。
毎
年
三
、
四
回
は
出
掛
け
、
乗
鞍
岳
で
一
度
は
足
を
折
っ
た
程
な
の
に
一
向
に
懲
り

る
様
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
は
な
い
の
で
す
が
、
下
手
く
そ
な
が
ら
、
雪
の
上
を
無
念
無
想
で
直
滑
降
す
る
気
分

は
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
お
蔭
様
で
そ
ん
な
真
似
が
で
き
る
位
た
っ
し
ゃ
で
お
り
ま
す
。

目
加
田
さ
ん
か
ら
、
北
京
の
様
子
を
色
々
伺
い
ま
し
た
。
彼
は
先
生
に
お
会
い
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
本
当
に
残
念
が
っ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
『
笑
府
』
が
と
も
か
く
お
手
許
に
着
い
た
と
知
っ
て
安
心
致
し
ま
し
た
。

当
地
は
こ
こ
数
年
暖
冬
が
つ
づ
い
て
正
月
も
ほ
と
ん
ど
寒
さ
を
感
じ
な
い
位
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
御
地
は
目
下
厳
冬
の
候
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
お
身
体
を
大
事
に
な
さ
い
ま
す
様
、
遥
か
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

一
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫

　

周
作
人
先
生

注
⑴　

王
士
菁
「
關
於
周
作
人
」
お
よ
び
「
關
於
周
作
人
（
之
二
）」（『
回
望
周
作
人
・
知
堂
先
生
』
河
南
大
学
出
版
社
二
〇
〇
四
年
刊
） 

当
時
の
馮
雪
峰
（
当
時
、
人
民

文
学
出
版
社
社
長
）
の
命
に
よ
り
、
周
作
人
の
担
当
を
務
め
た
。
六
二
頁
に
は
上
海
出
版
公
司
の
性
格
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
。
周
作
人
自
ら
は
「
一
八
六 

我
的
工

作
三
」（『
知
堂
回
想
録
』）
で
、
一
九
五
〇
年
に
葉
聖
陶
（
出
版
総
署
署
長
）
か
ら
依
頼
を
受
け
て
『
伊
索
寓
言
』
の
翻
訳
依
頼
を
受
け
た
の
が
「
お
国
の
た
め
に
翻

訳
を
始
め
た
」
始
ま
り
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
出
版
は
実
現
せ
ず
、
一
九
五
五
年
に
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
当
時
の
周

作
人
へ
の
評
価
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
情
が
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

⑵　

梁
實
秋
「
憶
豈
明
老
人
」（『
回
望
周
作
人
・
知
堂
先
生
』）

⑶　

作
家
柳
雨
生
と
し
て
活
動
を
論
じ
た
論
考
と
し
て
は
杉
野
元
子
「
柳
雨
生
と
日
本
│
│
太
平
洋
戦
争
時
期
上
海
に
お
け
る
「
親
日
」
派
文
人
の
足
跡
│
│
」（
日
本

中
国
学
会
報
第
五
十
五
集
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
り
、
対
日
協
力
の
問
題
に
つ
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

⑷　

周
作
人
の
書
簡
（
１
９
６
２
０
４
２
２
Ｚ
）
に
は
、
松
枝
茂
夫
自
身
の
手
で
「
羽
太
信
子　

死　

昭
和
37
年
４
月
８
日
（
朝
日
、
昭
和
３
７
，
６
月
７
日
鮑
耀
明
）」

と
メ
モ
が
あ
る
。
こ
れ
は
鮑
耀
明
「
周
作
人
・
羽
太
信
子
・
胡
適
」（
朝
日
新
聞
一
九
六
二
年
六
月
七
日
十
二
面
）
の
記
事
に
接
し
て
書
か
れ
た
メ
モ
と
思
わ
れ
る
。

当
時
鮑
耀
明
の
許
に
は
周
作
人
か
ら
信
子
夫
人
の
訃
報
を
伝
え
る
手
紙
が
届
い
て
い
た
。
詳
細
は
『
周
作
人
晩
年
書
信
』（
真
文
化
出
版
公
司
一
九
九
七
年
十
月
）
参
照
。
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信
子
夫
人
は
以
前
か
ら
糖
尿
病
を
患
い
、
寝
た
き
り
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
六
二
年
四
月
六
日
に
北
京
大
学
病
院
に
入
院
、
八
日
午
後
一
時
に
逝
去
し
た
。

⑸　

邦
訳
題
は
以
下
の
通
り
。『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』『
福
の
神
・
ギ
リ
シ
ヤ
戯
曲
』『
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
悲
劇
集
』『
ギ
リ
シ
ヤ
神
話
』『
ル
キ
ア
ノ
ス
対
話
集
』『
狂
言
選
』

『
浮
世
風
呂
』『
石
川
啄
木
詩
歌
集
』『
古
事
記
』『
枕
草
子
』『
浮
世
床
』『
平
家
物
語
』

⑹　
『
近
世
庶
民
文
化
』
二
〇
号
「
明
和
版
『
如
意
君
傳
』
其
他
」（
向
臺
樓
人
）、
三
一
，
三
二
合
併
号
「
接
吻
の
漢
字
」（
周
啓
明
）、
三
三
号
「『
柳
の
葉
末
全
釋
』
を

讀
む
」（
向
臺
樓
人
）、
三
四
号
「
仈
そ
の
他
」（
向
臺
樓
人
）
な
ど
が
あ
り
、
別
稿
を
準
備
中
。

⑺　

松
枝
茂
夫
書
簡
１
９
６
５
０
１
０
４
Ｍ
を
参
照
。

⑻　

周
作
人
書
簡
１
９
５
６
１
０
２
４
Ｚ
を
参
照
。

⑼　

松
枝
茂
夫
「
知
堂
老
人
『
八
十
自
笑
』
の
詩
」（『
中
国
文
学
の
楽
し
み
』
岩
波
書
店
一
九
九
八
年
、
タ
イ
ト
ル
は
初
出
誌
『
節
令
』
五
期
に
よ
る
）
に
解
説
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
訓
読
を
引
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

⑽　
『
周
作
人
年
譜
』（
天
津
人
民
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
刊
）
一
九
六
五
年
三
月
十
五
日
の
項
で
引
用
さ
れ
る
書
簡
「
１
９
６
６
年
２
月
１
０
日
致
徐
訏
書
」（
香
港
『
筆
端
』

一
期
掲
載
）
に
よ
る
。
文
中
で
言
う
昨
年
と
は
旧
暦
に
よ
る
た
め
、
二
月
一
日
ま
で
に
相
当
す
る
。

⑾　

凄
惨
な
最
期
は
文
潔
若
「
苦
雨
齋
主
人
的
晚
年
」（『
回
望
周
作
人
・
知
堂
先
生
』）
に
詳
し
い
。

⑿　

封
筒
の
消
印
か
ら
は
辛
う
じ
て
「27.O

C.1954

」
と
判
読
で
き
る
。
当
時
国
交
断
絶
状
態
で
あ
っ
た
日
中
間
で
は
手
紙
が
送
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
北
京
か
ら
香
港

へ
書
き
送
っ
た
手
紙
を
香
港
か
ら
日
本
へ
と
郵
送
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
た
め
後
述
の
通
り
、
こ
の
書
信
に
は
柳
存
仁
か
ら
の
短
い
手
紙
が
添

え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
（
実
藤
惠
秀
）
は
、
そ
の
手
紙
を
松
枝
茂
夫
に
託
し
、
周
作
人
と
の
交
流
が
再
開
し
た
。

⒀　

さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
は
当
時
早
稲
田
大
学
教
授
。『
日
中
友
好
百
花
』（
同
書
刊
行
会
発
行
、
東
方
書
店
発
売
一
九
八
五
年
）
所
収
の
著
者
略
歴
に
よ
る
と
、
さ
ね

と
う
け
い
し
ゅ
う
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
年
）
広
島
生
ま
れ
。
十
四
歳
よ
り
本
派
本
願
寺
派
の
長
善
寺
で
修
行
に
励
み
、
得
度
し
て
惠
秀
の
名
を
得
る
。
し
か

し
、
学
問
へ
の
思
い
や
み
が
た
く
、
大
正
九
年
、
二
十
二
歳
の
年
に
無
断
で
寺
を
飛
び
出
し
、
早
稲
田
大
学
附
属
高
等
学
院
に
入
学
。
大
正
十
五
年
、
同
文
学
部
（
支

那
文
学
専
攻
）
を
卒
業
。
卒
業
前
の
春
休
み
に
初
め
て
中
国
を
旅
行
し
、
奉
天
、
北
京
、
天
津
、
済
南
、
青
州
、
青
島
を
回
る
。
高
輪
中
学
教
諭
を
経
て
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
年
）
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
講
師
と
な
り
、
そ
の
傍
ら
東
京
外
語
専
修
科
（
支
那
語
）
で
中
国
語
を
学
び
、
昭
和
五
年
に
卒
業
。
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
年
）
高
等
学
院
教
授
と
な
る
。
一
九
三
八
年
よ
り
、
外
務
省
文
化
事
業
部
特
別
研
究
員
と
し
て
中
国
北
京
で
研
究
生
活
を
送
る
。
周
作
人
と
の
知
遇
を
得
た
の
は
、

こ
の
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
戦
後
、
学
制
改
革
に
伴
い
、
一
九
四
九
年
よ
り
早
稲
田
大
学
教
授
（
法
学
部
、
の
ち
教
育
学
部
）。
周
作
人
が
實
藤
に
書
籍
購
入
を
依
頼
し

た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
戦
中
戦
後
に
九
州
と
東
京
を
転
々
と
し
た
松
枝
茂
夫
と
は
連
絡
が
つ
か
ず
、
勤
務
先
の
早
稲
田
大
学
宛
に
依
頼
の
手
紙
を
送
っ
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
触
れ
る
文
章
と
し
て
、
柳
存
仁
「
知
堂
纪
念
」（『
回
望
周
作
人
・
知
堂
先
生
』）
が
あ
る
。

⒁　

写
真
文
庫
の
正
確
な
書
名
は
下
記
の
通
り
。『
東
京
：
大
都
会
の
顔
』（
岩
波
写
真
文
庫
47
）、『
東
京
案
内
』（
岩
波
写
真
文
庫
68
）、『
富
士
山
』（
岩
波
写
真
文
庫
15
）、

『
赤
ち
ゃ
ん
：
誕
生
日
ま
で
』（
岩
波
写
真
文
庫
63
）、『
郵
便
切
手
』（
岩
波
写
真
文
庫
83
）

⒂　

具
体
的
に
何
の
原
稿
の
こ
と
を
指
す
の
か
不
明
。
行
末
の
「
實
」
も
判
読
が
困
難
で
待
考
。

⒃　

封
筒
の
消
印
は
香
港
の
も
の
で
、「54.D

E.26

」
と
あ
り
、
一
九
五
四
年
十
二
月
二
六
日
に
柳
存
仁
が
香
港
か
ら
転
送
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
柳
存
仁
が
添
付
の

手
紙
で
書
信
の
公
開
を
禁
ず
る
旨
、
念
を
押
し
て
い
る
よ
う
に
、
外
国
と
の
通
信
に
は
か
な
り
慎
重
だ
っ
た
。
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⒄　
『
阿
里
斯
托
芬
喜
劇
集
』（
羅
念
生
譯
、
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
四
年
十
一
月
刊
行
）

⒅　

柳
存
仁
か
ら
香
港
経
由
で
転
送
す
る
旨
、
注
意
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
封
筒
の
宛
名
を
見
る
限
り
で
は
直
接
北
京
宛
に
返
事
を
送
っ
て
い
る
。

⒆　

周
遐
寿
『
鲁
迅
的
故
家
』（
上
海
出
版
公
司
三
月
初
版
）
を
指
す
。

⒇　
『
静
か
な
る
山
々
』（
後
編
）
は
当
時
『
ア
カ
ハ
タ
』（
日
曜
版
）
に
一
九
五
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
三
日
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
単
行
本
の
『
静

か
な
る
山
々
』
は
蒼
樹
社
よ
り
一
九
五
二
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
文
中
で
述
べ
る
前
編
の
み
収
録
す
る
。
角
川
文
庫
版
『
静
か
な
る
山
々
第
一
，
二
』
も
前

編
の
み
収
録
し
た
も
の
。
翌
年
五
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
角
川
小
説
新
書
版
の
『
静
か
な
る
山
々
』
第
一
、
二
部
で
よ
う
や
く
後
編
を
含
む
完
結
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

21　
『
現
代
中
国
文
学
全
集
第
十
三
巻
・
曹
禺
篇
』（
河
出
書
房
一
九
五
四
年
十
二
月
刊
）

22　

そ
れ
ぞ
れ
『
曹
禺
劇
本
選
』（
文
化
生
活
出
版
社
一
九
四
九
年
刊
）、
戯
曲
『
橋
』（
雑
誌
『
文
藝
復
興
』
第
一
巻
三
，
四
，
五
期
、
一
九
四
六
年
：
単
行
本
な
し
）、

映
画
台
本
『
艷
陽
天
』（
上
海
文
化
生
活
出
版
社
一
九
四
八
年
刊
）
を
指
す
。

23　

趙
清
閣
の
作
品
を
指
す
。
紅
樓
夢
劇
本
之
一
、
二
、
三
と
銘
打
た
れ
、『
詩
魂
冷
月
』、『
雪
劍
鴛
鴦
』、『
流
水
飛
花
』
が
上
海
名
山
書
局
よ
り
一
九
四
六
年
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

24　

正
し
く
は
『
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・
サ
ー
ガ
ラ
：
イ
ン
ド
古
典
説
話
集 

１
』（
岩
本
裕
訳
、
一
九
五
四
年
）

25　
『
飛
騨
・
高
山
』（
岩
波
写
真
文
庫
）
以
外
は
１
９
５
４
１
０
１
８
Ｚ
で
の
依
頼
と
重
複
す
る
。

26　
『A

rs graph

（
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
）』
第
９
集
（
ア
ル
ス
刊
行
）

27　

こ
の
手
紙
は
柳
存
仁
経
由
で
送
ら
れ
た
た
め
、
柳
存
仁
の
添
え
書
き
が
あ
る
。
こ
の
後
、
手
紙
は
香
港
経
由
航
空
便
と
書
き
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柳
存
仁
の
仲

介
な
し
に
、
東
京
北
京
間
で
や
り
と
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
書
籍
な
ど
の
小
荷
物
は
北
京
直
送
と
香
港
経
由
と
二
通
り
あ
る
。
後
に
も
「
由
東
京
直
寄

之
書
，
均
能
收
到
，
較
轉
寄
更
爲
便
利
矣
。（
１
９
５
６
０
４
０
７
Ｚ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
北
京
直
送
が
簡
便
と
知
り
つ
つ
も
、
色
々
な
顧
慮
が
あ
っ
て
避
け
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。

28　
『
全
釈
柳
の
葉
末
』（
美
和
書
院
一
九
五
三
年
刊
）
は
購
読
者
限
定
販
売
だ
っ
た
た
め
に
入
手
で
き
ず
、
松
枝
茂
夫
は
有
光
書
房
一
九
五
六
年
刊
の
改
訂
新
版
を
送
っ

て
い
る
。

29　
『
周
作
人
年
譜
』（
前
掲
書
）
で
も
同
日
に
松
枝
宛
に
謝
礼
の
手
紙
を
書
い
た
旨
記
述
が
あ
る
。

30　
『
現
代
中
国
文
学
全
集
第
十
三
巻
・
曹
禺
篇
』
を
指
す
。
奥
野
信
太
郎
訳
「
日
出
」
と
松
枝
茂
夫
訳
「
蛻
変
」
を
収
め
る
。

31　
『
川
柳
末
摘
花
註
解
』（
第
一
出
版
一
九
五
一
年
刊
）、『
川
柳
愛
慾
史
』（
あ
ま
と
り
あ
社
一
九
五
二
年
刊
）

32　
『
阿
里
斯
托
芬
喜
劇
集
』
の
こ
と
。

33　
『
日
本
狂
言
選
』（
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
五
年
四
月
）

34　
『
末
摘
花
通
觧 

二
篇；

上
巻
』（
大
曲
駒
村
遺
著
顕
彰
会
一
九
五
二
年
刊
）
の
こ
と
。

35　
『
周
作
人
年
譜
』
一
九
五
五
年
四
月
七
日
に
柳
存
仁
宛
に
発
送
し
た
記
録
が
あ
る
。

36　

愛
羅
先
珂
著
（
東
方
文
庫
、
商
務
印
書
館
一
九
二
四
年
）
を
指
す
。
胡
愈
之
譯
《
枯
葉
雜
記
（
上
海
生
活
的
寓
言
小
品
）》，
夏
丏
尊
譯
《
恩
寵
的
濫
費
》，《
幸
福
的

船
》
三
篇
を
収
め
る
。
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37　
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
：
頭
註
』（
十
返
舎
一
九 

原
著
、
出
口
米
吉 

頭
註
、
藤
谷
崇
文
館
一
九
三
三
年
刊
）
の
こ
と
。

38　
『
中
國
文
學
簡
史
』（
上
海
文
藝
聯
合
出
版
社
一
九
五
四
年
刊
）

39　
『
周
作
人
年
譜
』
一
九
五
五
年
六
月
九
日
に
柳
存
仁
経
由
で
受
領
の
記
録
が
あ
る
。

40　
『
丁
西
林
劇
作
選
』（
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
五
年
刊
）

41　
『
中
國
文
学
史
略
稿
』
第
三
巻
（
五
十
年
代
出
版
社
一
九
五
五
年
刊
）

42　

正
し
く
は
安
藤4

鶴
夫
『
落
語
鑑
賞
』。

43　

当
時
、
周
作
人
の
長
女
・
静
子
は
夫
と
と
も
に
西
安
で
暮
ら
し
て
い
た
。

44　

下
に
書
か
れ
た
ゴ
チ
ッ
ク
（
実
際
は
赤
字
）
で
書
き
足
さ
れ
た
文
字
は
松
枝
茂
夫
に
よ
る
も
の
か
。

45　

安
川
久
留
美
『
現
代
川
柳
の
鑑
賞
』（
す
げ
笠
川
柳
社
一
九
五
三
年
刊
）

46　

同
じ
「
近
世
庶
民
文
化
」
の
増
刊
号
「
臙べ

脂に

筆ふ
で

」
一
〜
五
号
（
一
九
五
三
年
九
月
〜
五
四
年
五
月
）
を
指
す
。

47　

い
わ
ゆ
る
八
〇
回
本
の
『
脂
硯
齋
重
評
石
頭
記
』（
文
學
古
籍
刊
行
社
一
九
五
五
年
）
を
指
す
。

48　
『
紅
樓
夢
問
題
討
論
集
』（
作
家
出
版
社
一
九
五
五
年
刊
）
を
指
す
。

49　

周
作
人
の
長
子
、
周
豊
一
（
一
九
一
二
年
〜
一
九
九
七
年
）
の
著
訳
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
周
豊
一
が
生
前
勤
務
し
て
い
た
北
京
国
家
図
書
館

の
目
録
に
よ
り
確
認
し
た
。
こ
の
時
点
で
恵
贈
を
受
け
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
日
本
書
か
ら
の
翻
訳
と
見
ら
れ
る
が
、
い
ず

れ
も
未
見
の
た
め
、
原
題
は
不
明
。

　
『
反
抗
著
暴
風
雨
』（
編
訳
、
上
海
文
化
生
活
出
版
社
一
九
五
三
年
）

　
『
明
天
』（
編
訳
、
上
海
文
化
生
活
出
版
社
一
九
五
三
年
）

　
『
血
的
九
月
』（
編
訳
、
上
海
文
化
生
活
出
版
社
一
九
五
四
年
）

こ
の
ほ
か
に
も
下
記
の
訳
書
が
あ
る
が
、『
廣
島
的
一
家
』
は
未
見
の
た
め
確
定
で
き
な
い
が
、
原
爆
の
惨
状
を
取
り
上
げ
た
『
屍
の
街
』
と
見
ら
れ
る
。
ほ
か
二
冊

の
原
題
は
『
妻
よ
ね
む
れ
』『
友
情
』。

　
『
廣
島
的
一
家
』（
大
田
洋
子
原
著
、
上
海
新
文
藝
出
版
社
一
九
五
七
年
）

　
『
妻
呵
，
安
息
吧
』（
德
永
直
原
著
、
上
海
文
藝
出
版
社
一
九
六
一
年
）

　
『
友
情
』（
武
者
小
路
實
篤
ほ
か
原
著
、
人
民
文
學
出
版
社
一
九
八
七
年
、
佳
作
叢
書
）

50　

書
簡
に
欠
落
が
あ
る
た
め
か
、
該
当
の
写
真
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
高
杉
一
郎
『
夜
あ
け
前
の
歌
│
│
盲
目
詩
人
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
生
涯
』（
岩
波
書
店
一
九
八

二
年
刊
）
三
四
二
頁
な
ど
に
見
え
る
写
真
で
あ
ろ
う
。
こ
の
写
真
は
、『
魯
迅
日
記
』
と
『
周
作
人
日
記
』
の
一
九
二
三
年
四
月
十
五
日
付
に
あ
る
会
合
の
時
の
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
同
席
し
た
は
ず
の
竹
田
復
（
当
時
、
文
部
省
在
外
留
学
生
）
は
撮
影
役
と
な
っ
た
た
め
か
、
入
っ
て
い
な
い
。
同
じ
く
『
魯
迅
日
記
』
一
九
二
三
年

一
月
五
日
付
に
あ
る
会
合
の
写
真
（
学
研
版
『
魯
迅
全
集
』
十
九
巻
口
絵
）
に
は
、
竹
田
は
入
っ
て
い
る
（
周
作
人
や
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
不
参
加
）。
こ
の
二
枚
の
写

真
は
、
両
方
に
入
っ
て
い
る
藤
塚
鄰
（
当
時
、
八
高
教
授
）
の
手
元
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
藤
塚
の
女
婿
で
あ
る
駒
田
信
二
は
、
そ
の
両
方
を
見
て
い
た
の
か
も
知
れ

な
い
。（
こ
の
項
は
飯
倉
照
平
先
生
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
）

100



文化論集第33号
118

51　

そ
れ
ぞ
れ
『
歌
舞
伎
』（
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
第
二
集
）、『
歌
舞
伎
名
作
の
鑑
賞.

世
話
も
の
篇
』（
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
第
五
集
）

52　

正
し
く
は
「
波
覃
勗
迭
」（
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ー
デ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
、Friedrich von Bodenstedt, 1819-1892

）
の
こ
と
だ
が
、
当
時
通
行
の
テ
キ
ス
ト
は

『
魯
迅
全
集
』（
二
十
巻
本
、
魯
迅
先
生
紀
念
委
員
会
編
、
一
九
三
八
年
刊
）
に
基
づ
い
て
い
た
た
め
、「
摩
羅
詩
力
說
」
で
は
「
汲4

覃
勗
迭
」
の
誤
植
が
そ
の
ま
ま
受

け
継
が
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

53　

徳
永
直
『
妻
よ
ね
む
れ
』（
角
川
文
庫
版
一
九
五
三
年
刊
）
周
豊
一
が
後
に
訳
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
注
記
49
を
参
照
。

54　

徳
永
直
『
静
か
な
る
山
々
（
一
）（
二
）』（
角
川
文
庫
版
一
九
五
四
年
刊
）

55　

正
し
く
は
角
川
文
庫
刊

56　

そ
れ
ぞ
れ
ヘ
ー
ロ
ー
ン
ダ
ー
ス
『
擬
曲
』、
テ
オ
プ
ラ
ス
ト
ス
『
人
さ
ま
ざ
ま
』

57　

岡
田
甫
（
千
葉
治
、
一
九
〇
五
〜
一
九
七
九
）
が
主
宰
す
る
会
員
制
の
雑
誌
で
、
川
柳
を
始
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
軟
文
学
研
究
誌
。
書
信
で
述
べ
る
よ
う
に
松
枝

茂
夫
も
武
藤
禎
夫
の
紹
介
で
購
読
し
、「
向
臺
樓
人
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
投
稿
し
、
周
作
人
も
「
周
啓
明
」
の
名
で
短
文
を
寄
せ
て
い
る
。
松
枝
と
武
藤
の
交
流
か
ら
、

『
中
国
笑
話
選
：
江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
』（
東
洋
文
庫
一
九
六
四
年
刊
）
が
生
ま
れ
た
。

58　

こ
の
年
六
月
よ
り
順
次
岩
波
書
店
か
ら
『
魯
迅
選
集
』
は
刊
行
さ
れ
た
。

59　
『
や
ん
ち
ゃ
孤
独
』（
東
久
邇
稔
彦
著
、
読
売
新
聞
社
一
九
五
五
年
刊
、
読
売
文
庫
）、『
東
京
む
か
し
む
か
し
』（
朝
日
新
聞
社
一
九
五
五
年
刊
）

60　

李
希
凡
、
藍
翎
に
よ
る
兪
平
伯
の
紅
楼
夢
研
究
批
判
を
指
す
。

61　
『
主
婦
手
記
』（
麗
諦
等
著
、
通
俗
文
藝
出
版
社
一
九
五
五
年
刊
）

62　
『
周
作
人
年
譜
』
一
九
五
六
年
四
月
一
五
日
に
岩
波
書
店
か
ら
届
い
た
旨
記
録
が
あ
る
。

63　
「
苦
茶
庵
打
油
詩
補
遺
其
十
三
」（『
知
堂
雑
詩
抄
』
岳
麓
書
社
一
九
八
七
年
刊
）
の
「
當
日
披
裘
理
釣
絲
。
浮
名
贏
得
市
人
知
。
忽
然
悟
徹
無
生
忍
。
垂
老
街
頭
作

餅
師
」
を
指
す
。

64　

雑
誌
『
狂
言
』
昭
和
三
一
年
五
月
号
（
名
古
屋
狂
言
共
同
社
同
人
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
雑
誌
に
は
古
川
久
「
周
氏
訳
の
『
狂
言
十
番
』
と
『
日
本
狂

言
選
』」
を
掲
載
し
て
い
る
。

65　

注
記
64
の
文
章
に
対
す
る
謝
礼
。
古
川
久
は
一
九
四
一
年
に
訪
中
し
た
際
に
『
狂
言
十
番
』（
一
九
二
六
年
刊
）
の
存
在
を
知
り
、
随
分
手
を
尽
く
し
た
が
入
手
で

き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
た
た
め
、
周
作
人
は
一
冊
贈
り
た
い
と
申
し
出
た
。
書
信
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
れ
と
前
後
し
て
古
川
久
は
「
狂
言
の
中
国
訳
」（『
天

地
人
』
一
九
五
三
年
四
月
号
）
を
書
い
て
、
謝
六
逸
に
よ
る
狂
言
訳
を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
狂
言
特
集
号
を
組
ん
だ
『
文
学
』（
岩
波
書
店
一
九
五
六
年
七
月
号
）

に
は
「
狂
言
研
究
文
献
目
録
」
を
発
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
号
の
『
文
学
』
に
は
今
村
与
志
雄
「《
紹
介
》
周
作
人
に
よ
る
狂
言
の
中
国
訳
に
つ
い
て
」
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
周
作
人
の
許
に
も
届
け
ら
れ
た
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

66　

こ
の
書
籍
購
入
依
頼
は
日
付
の
な
い
メ
モ
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
日
時
は
確
定
で
き
な
い
が
、
松
枝
茂
夫
自
身
の
手
で
整
理
さ
れ
た
順
序
に
今
は
従
う
。
森

島
守
人
『
陰
謀
・
暗
殺
・
軍
刀
：
一
外
交
官
の
回
想
』（
岩
波
新
書
一
九
五
〇
年
刊
）、
同
『
真
珠
湾
・
リ
ス
ボ
ン
・
東
京
：
続
一
外
交
官
の
回
想
』（
岩
波
新
書
一
九

五
〇
年
刊
）

67　

そ
れ
ぞ
れ
正
確
に
は
、
ア
サ
ヒ
写
真
ブ
ッ
ク
、
講
談
社
ア
ー
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
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68　

注
記
64
に
あ
る
と
お
り
、『
狂
言
十
番
』
を
贈
ら
れ
た
返
礼
に
贈
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

69　

魯
迅
逝
去
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
銭
稲
孫
、
王
古
魯
と
と
も
に
招
か
れ
た
も
の
。
直
接
に
は
人
民
文
学
出
版
社
副
社
長
を
勤
め
て
い
た
楼
適
夷
の
配
慮
で
実
現
し
た
。

こ
の
当
時
の
事
情
は
楼
適
夷
「
我
所
知
道
的
周
作
人
」（
前
掲
書
）
に
言
及
が
あ
る
。

70　

森
銑
三
著
『
星
取
棹
：
我
が
国
の
笑
話
』（
積
善
館
一
九
四
六
年
刊
）

71　
「
魯
迅
逝
世
二
十
周
年
紀
念
」
は
建
国
後
初
め
て
開
か
れ
た
魯
迅
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
っ
た
た
め
、
か
な
り
盛
大
に
行
わ
れ
、
ま
ず
十
月
十
四
日
に
上
海
で
魯

迅
の
墓
を
万
国
公
墓
か
ら
虹
口
公
園
（
魯
迅
記
念
館
）
へ
と
移
葬
す
る
儀
式
が
行
わ
れ
、
一
般
市
民
も
含
め
て
二
千
人
が
参
加
し
た
。
十
月
十
九
日
に
は
北
京
で
十
八

カ
国
か
ら
の
海
外
か
ら
の
来
賓
も
招
き
、
周
恩
来
の
臨
席
を
仰
ぎ
、
郭
沫
若
の
司
会
の
も
と
、
盛
大
に
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
周
作
人
は
公
式
の
場
に
は
出
席
し

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
側
の
要
望
で
別
途
懇
談
の
席
が
用
意
さ
れ
面
談
し
た
と
い
う
（
楼
適
夷
「
我
所
知
道
的
周
作
人
」
前
掲
書
）。
周
作
人
、
銭
稲
孫
と
の
面

談
の
様
子
は
、
長
與
の
『
わ
が
心
の
遍
歴
』（
筑
摩
書
房
一
九
五
九
年
刊
）
に
言
及
が
あ
る
。
曰
く
「
周
氏
は
相
変
わ
ら
ず
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
、
銭
氏
は
『
万
葉
』
を

そ
れ
ぞ
れ
訳
し
続
け
て
い
て
、
そ
ん
な
に
不
自
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
た
。
本
音
は
な
か
な
か
吐
か
ぬ
用
心
深
い
人
々
な
の
で
、
こ
っ
ち
も
そ
れ
以
上
立
ち
入
っ

て
は
聞
か
ず
別
れ
」（
四
八
六
頁
）
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
帰
国
後
の
感
想
を
綴
っ
た
文
章
と
し
て
は
、

里
見
弴
「
魯
迅
二
十
周
年
に
臨
ん
で
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
十
月
二
十
七
日
）

　
　
　

「
床
屋
政
談
」（『
世
界
』
一
九
五
七
年
一
月
号
）

　
　
　

「
古
今
と
も
に
観
る
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
七
年
一
月
号
）

長
與
善
郎
「『
魯
迅
祭
』
だ
よ
り
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
十
月
二
十
七
日
）

　
　
　
　

「
中
国
に
つ
い
て
の
夢
」（『
世
界
』
一
九
五
七
年
一
月
号
）

長
與
善
郎
ほ
か
「
中
共
と
東
西
ド
イ
ツ
（
座
談
会
）」（『
心
』
一
九
五
七
年
二
月
号
）

　

が
あ
る
。
雑
誌
『
心
』
に
つ
い
て
は
注
記
82
を
参
照
。

72　

松
枝
茂
夫
が
担
当
し
た
『
魯
迅
選
集
』
第
十
二
巻
（
岩
波
書
店
一
九
五
六
年
刊
）
一
二
九
頁
、
魯
迅
日
記
一
九
二
五
三
月
一
二
日
の
項
に
あ
る
「
馬
理
子
」
に
つ
い

て
の
指
摘
。

73　

公
２
５
と
は
日
本
郵
趣
協
会
な
ど
が
切
手
の
売
買
に
用
い
て
き
た
カ
タ
ロ
グ
番
号
で
、「
公
」
と
は
公
園
シ
リ
ー
ズ
の
切
手
、「
記
」
と
は
記
念
切
手
の
こ
と
。

74　

当
時
の
副
社
長
は
楼
適
夷
。
注
記
69
を
参
照
。

75　

朱
居
易
『
元
劇
俗
語
方
言
例
釋
』（
上
海
商
務
印
書
館
一
九
五
六
年
刊
）
で
あ
ろ
う
。
王
古
魯
か
ら
の
書
簡
数
通
も
松
枝
茂
夫
の
も
と
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

往
還
書
信
に
よ
る
と
、
松
枝
茂
夫
か
ら
は
返
礼
に
『
紅
楼
夢
』（
岩
波
文
庫
）
十
二
巻
が
贈
ら
れ
た
。 

76　

曹
聚
仁
『
文
壇
五
十
年
』『
魯
迅
評
傳
』
と
と
も
に
、
本
人
よ
り
恵
贈
を
受
け
、
松
枝
に
転
送
し
た
も
の
。『
周
曹
通
信
集
』（
香
港
南
天
書
業
公
司
一
九
七
八
年
刊
）

二
二
三
頁
、
お
よ
び
四
四
、
四
五
頁
、
一
八
七
頁
で
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、
同
通
信
集
は
ネ
ッ
ト
上
で
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
肖

毛
│
│
看
云
居
：http://5352919.blog.hexun.com

/9669238_d.htm
l

）

77　

松
枝
茂
夫
自
身
の
整
理
で
は
、
１
９
５
７
０
３
１
１
Ｚ
と
と
も
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
た
が
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
移
し
た
。

78　

こ
の
年
の
春
、
周
作
人
は
高
血
圧
に
よ
る
血
管
痙
攣
で
翻
訳
も
休
み
、
一
九
五
九
年
春
か
ら
再
開
し
た
。

98



文化論集第33号
120

79　

こ
の
書
籍
購
入
依
頼
メ
モ
は
、
松
枝
茂
夫
自
身
の
手
で
前
の
書
簡
（
１
９
５
７
０
２
０
７
Ｚ
）
と
こ
の
書
簡
の
間
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
が
、
内
容
か
ら
す

る
と
、
こ
の
書
簡
に
属
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

80　

岡
田
甫
は
早
稲
田
の
古
本
屋
街
で
オ
ラ
ン
ダ
書
房
と
い
う
古
書
店
を
営
ん
で
い
た
。

81　

こ
こ
で
挙
げ
る
字
句
か
ら
判
断
す
る
と
、『
周
作
人
年
譜
』
の
一
九
五
七
年
三
月
三
日
に
周
甲
甫
へ
贈
っ
た
と
さ
れ
る
詩
と
同
一
で
あ
ろ
う
。

　
　

其
一

打
架
妖
精

4

4

4

4

未
是
憨
，
任
他
游
戲
與
心
安
。

摩
登
伽
女

4

4

4

4

如
相
遇
，
玉
體
橫
陳
取
次
看
。

　
　

其
二

萬
紫
千
紅

4

4

4

4

都
是
許
，
繁
枝
密
葉
已
交
加
。

老
僧
已
是
沾
泥
絮
，
炳
燭
還
看
末
摘
花
。

82　
『
心
』（
一
九
四
八
年
七
月
〜
一
九
八
一
年
七
月
）
は
保
守
主
義
色
の
濃
厚
な
文
芸
雑
誌
で
、
学
習
院
出
身
の
知
識
人
を
中
心
と
す
る
サ
ロ
ン
「
生
成
会
」
が
編
集
発

行
を
担
当
し
た
。
編
集
委
員
に
は
安
倍
能
成
、
和
辻
哲
郎
、
武
者
小
路
実
篤
、
長
與
善
郎
ら
が
参
加
し
て
お
り
、
里
見
弴
も
会
員
の
一
人
。

83　

角
田
文
庫
は
角
川
文
庫
の
誤
記
。『
俳
句
歳
時
記
』（
角
川
書
店 

編
）。
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
新
年
の
五
分
冊
で
構
成
さ
れ
る
。

84　

こ
の
書
信
に
は
松
枝
茂
夫
自
身
の
メ
モ
が
付
さ
れ
、「
十
二
月
十
八
日
の
誤
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
判
断
に
従
っ
た
。

85　
「
子
供
文
庫
」
で
は
な
く
、「
と
も
だ
ち
文
庫
」

86　

封
筒
が
な
い
た
め
月
日
の
み
で
年
が
確
定
で
き
な
い
が
、
文
中
の
『
奇
書
』（
有
光
書
房
一
九
五
八
年
刊
）
か
ら
推
定
し
た
。

87　

こ
の
書
簡
に
付
属
す
る
購
入
依
頼
書
目
に
見
え
る
書
名
の
『
川
柳
小
咄
集
』
は
、
一
九
五
八
年
五
月
十
一
日
付
書
簡
で
既
に
購
入
し
て
北
京
に
発
送
し
た
旨
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
松
枝
茂
夫
自
身
の
整
理
で
は
、
こ
の
購
入
依
頼
書
目
を
五
月
三
十
一
日
書
簡
と
し
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
誤
り
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
五
月
十
一
日
の
直

前
の
書
簡
で
あ
る
四
月
九
日
に
移
し
た
。

88　

原
三
七
は
著
書
『
中
国
戯
劇
脚
色
研
究
史
上
の
一
断
面
：
姚
梅
伯
と
王
静
安
』（
書
籍
文
物
流
通
会
一
九
六
一
年
刊
）
の
略
歴
に
拠
れ
ば
、
東
京
帝
国
大
学
支
那
文

学
科
卒
、
北
京
大
学
文
学
院
教
授
と
な
る
も
敗
戦
に
よ
り
職
を
辞
し
て
、
日
本
に
帰
国
し
、
書
籍
文
物
流
通
会
を
経
営
す
る
。

89　

兪
平
伯
校
訂
『
紅
楼
夢
八
十
回
校
本
』
の
こ
と
、
一
九
七
二
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
岩
波
文
庫
版
『
紅
楼
夢
』
の
改
訳
に
用
い
ら
れ
た
。

90　

宮
尾
し
げ
を
、
比
企
修
共
著
『
日
本
小
話
集
』（
高
文
社
一
九
五
六
年
刊
）

91　

社
会
党
の
国
会
議
員
。
一
九
五
七
年
、
訪
中
し
て
周
恩
来
と
会
談
し
た
。

92　
『
宝
の
ひ
ょ
う
た
ん
』（
張
天
翼
原
著
、
君
島
久
子
と
の
共
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
一
九
五
八
年
刊
）

93　
『
穴
に
か
く
れ
て
十
四
年
：
中
国
人
俘
虜
劉
連
仁
の
記
録
』（
欧
陽
文
彬
著
、
三
好
一 
訳
、
新
読
書
社
出
版
部
一
九
五
九
年
刊
）

94　
『
青
春
の
悲
歌
：
啄
木
の
詩
歌
鑑
賞
』（
遠
地
輝
武
ほ
か
著
、
ナ
ウ
カ
社
一
九
五
一
年
刊
）

95　

日
付
は
封
筒
に
あ
る
日
本
郵
便
の
消
印
に
よ
る
が
年
度
は
確
認
で
き
ず
、
内
容
に
よ
っ
て
推
定
し
た
。

96　
『
文
学
研
究
所
専
刊
』（
１
）
〜
（
４
）
は
独
立
し
た
単
行
本
。
何
其
芳
著
『
論
〝
紅
樓
夢
〞』、
何
其
芳
著
『
沒
有
批
評
就
不
能
前
進
』、
余
冠
英
他
著
『
古
典
文
學

97
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研
究
中
的
錯
誤
傾
向
』、
毛
星
著
『
論
文
學
藝
術
的
特
性
』。
す
べ
て
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
八
年
刊
。

97　

北
京
大
學
中
國
語
言
文
學
系
編
『
文
學
研
究
與
批
判
專
刊
一
〜
四
』（
人
民
文
學
出
版
社
）

98　

こ
れ
は
注
記
96
の
書
と
重
複
。

99　

書
簡
に
は
北
京
市
中
国
書
店
か
ら
の
返
信
も
添
付
さ
れ
、
文
面
は
以
下
の
通
り
。

北
京
市
中
國
書
店
（
５
９
）
京
中
古
字
第
１
１
６
號
（
地
址
：
東
四
南
大
街
１
８
０
號
）

　
　
　
　

周
啟
明
同
志

　
　

兩
奉
大
函
收
悉
，
承
詢
文
學
研
究
所
專
刊
等
四
書
，
查
除
『
閱
紅
樓
夢
隨
筆
』
全
一
冊
，
定
價
六
角
以
外
，
其
餘
三
種
均
無
存
書
，
我
店
現
有
人
民
文
學
出

版
社
出
版
『
文
學
研
究
集
刊
』
已
出
五
冊
，
共
計
定
價
三
元
九
角
八
分
，『
文
學
遺
產
增
刊
』
已
出
六
冊
，
共
計
定
價
五
元
二
角
五
分
。
用
特
介
紹
，
是
否
適
合

需
要
，
請
酌
之
，
專
復
併
致

　

敬
禮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

啟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
．
７

　

こ
の
書
簡
は
松
枝
茂
夫
の
整
理
に
よ
る
と
、
一
九
五
八
年
五
月
と
さ
れ
る
が
、
文
中
に
見
え
る
『
閱
紅
樓
夢
隨
筆
』
は
一
九
五
九
年
四
月
の
松
枝
書
簡
で
購
入
依
頼

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
し
く
は
五
九
年
の
五
月
と
な
る
。
手
紙
の
内
容
か
ら
し
て
も
、
周
作
人
が
西
鶴
の
翻
訳
を
引
き
受
け
た
と
述
べ
る
の
は
五
九
年
二
月
の

書
簡
で
あ
り
、
五
八
年
で
は
整
合
性
が
と
れ
な
い
。

100　

松
枝
茂
夫
・
今
村
与
志
雄
編
『
歴
代
随
筆
集
』（
平
凡
社
一
九
五
九
年
六
月
）

()101　

鄭
子
瑜
と
周
作
人
の
縁
は
一
九
三
〇
年
代
の
雑
誌
『
逸
経
』
に
寄
稿
し
た
頃
か
ら
始
ま
る
よ
う
だ
が
、
実
質
的
な
交
流
は
一
九
五
八
年
頃
に
周
作
人
の
雑
詩
や
黄
遵

憲
『
日
本
雑
事
詩
』
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
周
作
人
を
介
し
、
一
九
六
一
年
に
は
、
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
（
実

藤
恵
秀
）
に
自
著
『
人
境
廬
叢
考
』（
商
務
印
書
館
新
加
坡
分
館
一
九
五
九
年
刊
）
を
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
さ
ね
と
う
か
ら
早
稲
田
大
学
で
の
共
同
研
究
の
申
し
出
を
受
け
、

一
九
六
二
年
に
短
期
訪
問
（
一
週
間
）
で
研
究
方
法
を
話
し
合
い
、
そ
の
後
、
一
九
六
四
年
四
月
か
ら
九
ヶ
月
間
に
わ
た
り
早
稲
田
大
学
語
学
教
育
研
究
所
の
客
員
教

授
と
し
て
在
籍
し
た
。
こ
の
間
お
よ
び
日
本
に
残
る
大
河
内
文
書
（
黄
遵
憲
と
大
河
内
輝
声
と
の
筆
談
録
）
の
整
理
校
訂
を
行
っ
た
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
『
鄭

子
瑜
墨
緣
錄
』（
作
家
出
版
社
一
九
九
三
年
）
所
収
の
「
在
早
大
的
一
年
」
な
ど
に
詳
し
い
。

()102　

こ
の
書
名
リ
ス
ト
は
松
枝
茂
夫
の
手
で
年
不
詳
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
内
容
と
書
信
用
箋
の
種
類
か
ら
判
断
し
た
。

()103　
『
狂
言
の
世
界
』（
現
代
教
養
文
庫
一
九
六
〇
年
刊
）
所
収
の
最
終
章
「
二
、
海
外
の
狂
言
」
で
は
、
海
外
に
お
け
る
狂
言
の
翻
訳
状
況
を
紹
介
し
、
狂
言
研
究
が
盛

ん
に
な
る
前
か
ら
翻
訳
に
取
り
組
ん
だ
周
作
人
の
慧
眼
を
褒
め
称
え
て
い
る
。
文
中
、
古
川
は
毎
日
新
聞
に
寄
せ
た
自
ら
の
エ
ッ
セ
イ
を
引
用
し
、
周
作
人
か
ら
中
国

語
訳
『
狂
言
十
番
』（
一
九
二
六
年
刊
）
の
恵
贈
を
受
け
た
と
述
べ
て
お
り
、
１
９
５
６
０
６
１
５
Ｚ
で
の
周
作
人
の
言
葉
と
符
合
す
る
。

()104　

こ
の
書
簡
に
は
松
枝
の
手
書
き
で
「
羽
太
信
子　

死　

昭
和
３
７
年
４
月
８
日
（
朝
日
、
昭
和
３
７
，
６
月
７
日
鮑
耀
明
）」
と
あ
る
。
注
記
⑷
を
参
照
。

()105　

周
維
群
「
曹
雪
芹
的
故
居
和
墳
地
在
那
裡
？
」（『
北
京
晩
報
』
一
九
六
二
年
四
月
一
八
〜
二
一
日
）
を
切
り
抜
い
た
も
の
。

()106　

時
期
的
に
考
え
て
、
こ
の
指
摘
は
『
魯
迅
選
集
』
の
改
訂
版
（
六
四
年
八
月
刊
行
の
）
を
見
て
指
摘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
羽
太
」
の
読
み
自
体
は
初
版
本
か
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ら
「
は
だ
」
と
さ
れ
て
い
た
。（
こ
の
項
は
飯
倉
照
平
先
生
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
）

()107　

東
方
文
庫
は
誤
り
で
東
洋
文
庫
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
中
国
笑
話
選
』（
一
九
六
四
年
刊
）
を
指
す
。

()108　

目
加
田
誠
は
当
時
九
州
大
学
教
授
（
翌
年
よ
り
早
稲
田
大
学
教
授
）
で
、
訪
中
学
術
代
表
団
の
一
人
と
し
て
北
京
を
訪
れ
て
い
た
。
一
九
三
三
年
か
ら
二
年
間
に
わ

た
り
北
京
に
留
学
し
た
目
加
田
は
銭
稲
孫
の
家
に
寄
宿
し
、
周
作
人
と
も
面
識
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
訪
中
の
際
に
銭
稲
孫
ら
と
の
面
会
を
希
望
し
て
い
た
が
、
実
現

し
な
か
っ
た
。
戦
前
の
留
学
に
つ
い
て
は
「
銭
稲
孫
先
生
の
こ
と
」（『
洛
神
の
賦
』
武
蔵
野
書
院
一
九
六
六
年
刊
）、
訪
中
時
の
様
子
は
「
永
泰
公
主
の
墓
」（
同
上
）

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

()109　

注
記
()102
の
と
お
り
、
当
時
鄭
子
瑜
は
早
稲
田
大
学
で
共
同
研
究
中
で
あ
っ
た
た
め
、
周
作
人
に
再
度
紹
介
状
を
依
頼
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
１
９
６
４
１
２
１
５

Ｚ
に
同
封
さ
れ
た
た
め
、
茶
色
の
小
さ
な
封
筒
に
は
切
手
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
。
松
枝
茂
夫
の
手
で
一
九
五
九
年
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
が
、
六
四
年
に
改
め

た
。

()110　

当
時
、
平
凡
社
の
編
集
者
で
あ
っ
た
酒
井
春
郎
氏
を
指
す
。
周
作
人
に
届
け
ら
れ
た
内
閣
文
庫
本
『
笑
府
』
の
写
真
版
作
成
に
協
力
し
て
く
れ
た
た
め
、
謝
意
を
述

べ
た
も
の
。（
こ
の
項
目
は
飯
倉
照
平
先
生
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
）

()111　
『
蜀
碧
・
嘉
定
屠
城
紀
略
・
揚
州
十
日
記
』（
東
洋
文
庫
一
九
六
五
年
刊
）
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